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中華人民共和国河南省

農業稔合開発計画

案件形成予備訝査報告書

第 1 寺 格 言

1 . 1 は じめ に

こ の報告書は
､
2 0 0 0 年 7 月 ～ 8 月 にか けて ､ 海外農業開発 コ ン サル タン ツ協会(A g r i c u l t u r al

D e v e l o p m e n t C o n s u l t a n t s A s s o c i a t i o n
, J a p a n : A D C A) が実施 した ､ 中華人民共和国河南省に

お ける農業開発計画を実施するに到り ､ 案件形成予備調査 の結果 を取りまとめたもの で ある｡

河南省は ｢農業大省+ と して中国国内で も有数の農業生産を誇 っ て い るが ､ 近年 ､ 治水施設

の 不備､ 潅漑施設 の 老朽化に より ､ 洪水 ､ 干ば っ に よる農業被害が増大 して い る｡ 所得向上 ･

生活 の多様化 に伴う食料 のr 量+ か ら｢ 質j へ の変化に応 じた食粗広域流通 の需要が増大 し
､

市

場 ･ 流通 の 整備が求められて い る｡ また
､ 農民の 所得向上 ･ 生活改善を目的と した

､
生産者の

正当な所得を確保するため に も市場 ･ 流通 の シ ス テ ムおよび施設 の 改善は急務とな っ て い る｡

河南省科学技術庁は
､ 省全体の農業 ･ 農村振興に対する 日本政府 の 協力 を要望 し､

A D C A プ

ロ フ ァ イ調査 団 の派遣を要請 してきた｡

1 . 2 A D C A プロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ン ディ ン グ調査団

AD C A は上記 の 要請 を受けて ､ 日本 工営株式会社国際事業本部農業開発部部長補佐前田昭男

並び に同担当課長神原利和を調査団貞と して 2 00 0 年 7 月 1 8 日 より 7 月 2 2 日 まで の 5 日間 ､

河南省に派遣 した ｡

プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ン ディ ン グ調査 団は
､ 河南省科学技術庁

､
水利庁

､ 農業庁
､

お よび洛

陽 ･ 新密市の 関連部局 を中心とす る関係者 と面談 し
､ 計画 の背景 ･ 必要性並 びに 内容 を把握す

るとともに計画対象となる現地を視察 し､ 地方行政機関 ･ 関係者とも面談 し､ 地元受益者の 期

待と ニ ー ズ の 把握並び に情報 ･ 資料を収集した｡

調査 団は以上 の調査結果 を踏ま えて
､ 計画 の 目的と内容 ､ 開発 の基本方針等に つ い て検討し

､

計画推進 に必要な開発計画策定 の 実施案を策定 した｡

1 . 3 謝 辞

本プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァイ ンデ ィ ン グ調査 の 実施に あた り
､
調査団は ､ 河南省科学技術庁副庁

長 王樹山氏 ､ 同国際技術合作所 楊紅氏､ 河南省水利庁副所長 黄明氏 ､ 並びに現地調査に

お い て多大なご協力 を いただ い た関係者各位に対 して
､
記 して心 から感謝■の 意を表する次第で

す｡

-
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第 2 章 計画 の背景

2 . 1 中国の 開発 政策と課竜

2 . 1 . 1 中国 の 現状と 国家中長期開発計画

中国は経済改革が 1 9 7 9 年 に始ま っ て 以来すでに 2 0 年近く が経過 し､ こ の 間､ 改革解放､ 社

会主義市場経済化政策の もとで高度経済成長を継続して い る｡ 1 9 8 2 年に は
､

2 0 0 0 年 の経済規

模を 1 9 8 0 年 の 4 倍 にする (年経済成長率 7
.
2 %) 計画を発表 し

､
こ の 目標 を計画より 5 年早く

1 9 9 6 年 に実現させ た｡ こ の結果､ 1 9 9 6 年 の
一 人当たり国内給生産額 (G D P) は 5 , 6 3 4 元まで に

成長 した ｡

中国政府は 1 9 9 6 年 3 月 に ｢ 国民経済 ･ 社会発展第 9 次 5 ケ年計画 (1 9 9 6 ～ 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期目標+ を発表 した｡ これは 1 9 9 3 年 に発表 した社会主義市場経済化 を発展させるとする

条件の下で の最初の 中長期計画で あり ､ 引き続き高度経済成長を維持させる こ とを掲げて
､ 年

経済成長率を 8% に設定して い る｡ 中長期計画では 以下 の 9 つ の基本方針を掲 げて
､ 計画経済

体制か ら社会主義市場経済､
及 び粗放型 か ら集約型経済発展方式 へ の転換を実行する として い

る ｡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

国民経済の持続的､ 急速､ 健全な発展

市場経済化に よる経済効率 の 向上

科学技術 ･ 教育と経済の 密接な結合

国民経済発展 の 中で農業 の強化 を最優先事項

国有企業の 改革

対外開放 ､ 国際経済と の連携

市場メカ ニ ズ ム と マ ク ロ
･ コ ン ト ロ

ー ル の 有機的結合

地域経済の均衡 の とれ た発展 ､ 地域間格差 の縮小

物質文明と精神文明 の進歩 ､ 経済と社会 の調和 した発展

2 0 1 0 年まで の 長期計画で は
､

G N P を 2 0 0 0 年 の 2 倍 ､ 人 口を 1 4 億人以 内に抑え､ 比較的完全

な社会主義市場経済体制を確立する こ とを目標 と して い る｡ これ を実現させ るため
､ (》国有企

業 の近代化 ､ ②労働力 ･ 土地 ･ 資本財市場 の整備 ､ ③資源配分 の最適化 ･ 所得分配制度の整備 ､

④農業を現代化させ て商品化 ･ 専業化を高め
､
総合生産能力 と防災能力 の強化 ､ 農業 の規模化 ･

労働生産性 の 向上に よ っ て農民の収入増加 を図り農村で の小康水準を全面的に実現 ､ ⑤長江三

峡ダム
､ 黄河小浪底 ､ 南水北詞等の水利基幹建設 ､ 北京

一 上海高速鉄道建設等の 国家的プ ロ ジ

ェ ク トの継続 ､ ⑥地域経済の発展格差 の縮小を挙げて い る｡

2 .
1

. 2 農業政策と課意

中国は ､ 労働人 口 の約 5 0 % が 農業 に従事 し､
1 次産業が G N P の 2 0 % を占め ､ か つ 農産物や加

工品を輸出 してお り ､ 中国産済に と っ て 農業は重要な産業部門で ある｡ しか し､ 人 口 に 比 べ て

耕地が少なく ､ 伝統的に食糧の 増産 を第
一

目標と してきたため ､ 農業の経済構造 の 発達が未熟

で
､ 農村経済の発展が 遅れてお り

､
工業と農業の較差､ 都市と農村の較差 ､ 農村の 貧困等が問

題とな っ て い る｡ 9 5 計画では ､
｢ 農業基盤 が弱く ､ 人 口 の 増加

､
生活水準 の 改善､ 経済の 発

展に対応 して い ない+ と問題点と して指摘 し
､

一 人当たり の耕地面積 の 不 足と農業労働力 の過

剰が今後の 農業発展 の 主要制約要素で あると して い る｡

ー

2
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9 5 計画で は
､ 他 の部門に比 べ て遅れて い る農業農村部門 の経済発展 を重視 し

､
基本方針で

｢農業を国民経済の発展を支える産業と して の 能力 を向上させ ､ 農業 の着実な強化と農村経済

の全面的発展繁栄を図り
､ 農民の 収入 を急速に増加 させ

､
工 業と農業 の較差

､ 都市と農村の 較

差 を縮小する+ として い る｡
9 5 計画の 中で示され る農業 ･ 農村政策の 目標と戦略は下記 の と

おりで ある｡

1) 農村の改革を深化する

① 農業の社会サ ー ビス 制度と機能を強化する｡

② 各種 の合作､ 連合の発展を奨励 し
､ 農家と市場を結び つ ける仲介組織を発展させ

､

商業 ･ 工業 ･ 農業 を
一

体的に発展 させ
､ 農業の産業化 を推進する ｡

③ 供鈴合作社と信用合作社が真 の農業経済組織として農業に サ ー ビ ス を提供す る｡

④ 重要農産物 の価格体系､ 流通制度 ､ 備蓄調整制度を整備する ｡

⑤ 農産物と農業生産財 の価格を合理化する｡

⑥ 農民の権益を保護 し､ 負担 を軽減する｡

⑦ 農民の積極性を引き出 し､
これ を支援する｡

2) 食糧､ 綿花 ､ 油料作物等 の基幹農産物 を安定的に増産する｡ 2 0 0 0 年 の生産量は食

糧を 4 . 9 億 ～ 5 億 t (9 5 年実額か ら 2
,
5 0 0 万 ～ 3 , 5 0 0 万 t の増産) ､ 綿花を 4 5 0 万

t (9 5 年並) とす る｡

3) 農業 へ の 投資を増やす｡ 固定資産投資､ 予算内資金､ 融資資金な どを農村集体 ､ 郷

鎮企業､ 農家 へ の投資を増やす ｡ 農業の 開発 ･ 建設 に外資を導入す る ｡

4) 農地 の転用を規制 し
､ 荒地を開墾す る ｡ 作付率を現在の 1 5 5 % から 1 6 0 % に増加させ

､

食塩作物 の作付面積 を 1 . 1 億 b a 以上とす る｡

5) 水利開発
､

中低位生産性耕地 の改善を促進す る｡

(》 河川 の治水を促進 し
､

大型河川 を建国以来最大規模の 洪水に耐える水準にす る

② 長江 の 三 峡､ 黄河の 小浪底 ､ 四川 の 二灘開発等大型水利プ ロ ジ ェ ク トを継続する｡

③ 農業水利施設 を重点と した農業基盤施設 に よ っ て 5 年間に潅漑農地を 3 3 0 万 h a

増加させ る｡

④ 点滴潅漑､
ス プ リ ン ク ラ

ー

に よる節水潅漑技術を普及させ る ｡

⑤ 洪水防止
､

早魅防止
､ 排水能力 の 向上

､
水土保持事業に取り組 む ｡

⑥ 5 年間に 1 ,
4 0 0 万 h a の 中低位耕地を改善す る｡

⑦ 国家級 の商品化食塩基地を 9 0 0 前後まで に増や し
､ 国家備蓄食糧基地を建設する｡

6) 林業建設を進 め る｡

① 原始林 を保護 し､ 人工林を増や し森林資源を育て る｡

② 防護林体系 の整備 ､ 速成高産林 を建設 ､ 山間部林業総合開発 を進め る ｡

③ 三北 ･ 長江 中上流 ･ 沿海防護林 ･ 太行 山 の緑化 ､ 及び砂漠化防止 を継続する｡

7) 科学技術と教育に よ っ て農業を振興 し､ 科学技術 の増産寄与率を 5 0 % ( 9 5 年 3 5 %)

に高め る｡

① 遺伝育種 ､ 作物栽培､ 病害虫防除 ､ 災害の 予報 ､ 農産加工 と鮮度保持貯蔵など科

学 ･ 教育に よる農業振興を強化する｡

② 農業技術と普及体系 を拡大改善 し
､ 高生産 ､ 高品質､ 高効率農業を発展させ る

③ 優良品種 の 開発 ､ 選抜､ 繁殖 の種子 プ ロ ジ ェ ク トに力を入れ る｡

④ 防護林施設 ､ 砂漠化防止技術 の研究を進め る ｡

8) 化学肥料 ､ 農薬､ 農用 シ
ー ト

､ 農業機械 ､ 農産加 工機械等の農業支援工業を発展 さ

せ る ｡

9) 農村経済を発展させ る ｡

① 農村労働力 を十分活用 して
､ 水利 開発 ､ 道路 の修築 ､ 植樹造林､ 荒地開墾 を進 め

る｡

② 郷鎮企業 の 質と水準 を向上させ る｡

③ 土地 の集団所有 ､ 個人経営を基礎 と して ､ 使用権 の譲渡に よる経営規模の 適正化
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を進 め る｡

④ 農業余剰 労働力 の 秩序ある移転を促進 し､
9 5 期間中に 4 ,

0 0 0 万人 を非農業産業

に移転させ る｡

⑤ 多角経営化 と農業総合開発を積極的に進め る｡

⑥ 農村集団と農民に よる耕地以外 の土地資源の総合開発利用を進め
､ 林業畜産 ､ 漁

業を発展 させ る ｡

⑦ 作物 の 副産物 の総合利用 によ っ て規模化 した養豚事業 を普及 し
､ 穀物飼料節約型

の 畜産を発展させる ｡ 草地建設を進め畜産 を振興する｡

⑧ 農畜産晶加工 を発展させ ､ 栽培､ 養殖加 工 を結び つ ける｡

⑨ 農業 ･ 副業生産物等の卸売り市場 ､ 貯蔵庫､ 流通 ル ー ト等の 流通基盤 ･ 制度を発

展させ
､ 農村の 3 次産業を振興する｡

1 0) 扶貧事業 を進 め ､ 貧困地区 の 各種優遇政策を継続する｡

① 扶貧のた めに社会全体に関心をもたせ
､ 支援動員する｡

② 開発型 ､ 開放型 の扶貧を進め ､ 交通 ､ 通信 ､ 電力 ､ 人 と家畜の飲料水 ､ 教育､
医

療 ･ 衛生条件 の 改善に努力する｡

1 1) 環境と生態系の保護

① 環境汚染､ 生態系の破壊 を抑制 し､ 生態的農業を発展させ る｡

② 水土流失を防止す る.総合対策と森林植生 の回復を早 め る｡

③ 2 0 0 0 年 の森林面積を 1 5 . 5 % に高め る｡

④ 農地 ･ 水質汚染を規制す る｡

1 2) 農村の義務教育を強化す る｡ 8 5 % を占め る地域で 9 年制義務教育を普及させ
､

9 5 %

を占め る地域で 5 ～ 6 年制 ､ 残り の 地域で 3 ～ 4 年制 の小学校教育を普及させ る｡

農村
､

特に貧困地域の義務教育を支援す る ｡ 農村青壮年 の非識字率を 一

掃す る｡

1 3) 農村 の医療衛生条件を改善 し
､

県 ･ 郷 ･ 村の 3 段 階の 医療予防保険網 を整備 し
､

飲料水 の 質と衛生状況 を改善する｡

2 . 1 .
3 中国 の 貧困政策 ( 国家 8丁 扶貧攻 堅計画)

中国は過去 4 5 年間に人間貧困 の著 し い緩和に成功 してきた ｡ しか し
､ 政府は 1 9 9 0 年始め に

貧困増大に懸念を強め
､

1 9 9 4 年 に ｢ 八七扶貧攻堅計画+ (8 7 扶貧計画) を打ち出した ｡ こ れは

8 ,
0 0 0 万 人の所得貧困者を 2 0 0 0 年 まで の 7 年間で撲滅す る こ とを表 して い る ｡ 中央政府は貧

困地域に対す る投資と融資を増や し､ 財政 ･ 金融上 の特別優遇措置を構 じた｡ 政府は地方政府
へ の 強力な財政支援を行うと同時に

､
地方政府 の事業実施体制 の強化 を指示 し

､ 更に 1 9 9 7 年

に ｢ 国家扶貧資金管理弁法+ を施行 し､ 開発事業 へ の 効率的な扶貧資金利用と管理強化 を図る

と同時に貧困緩和に対する地方政府 の 負担を要請 して い る｡

1) 本計画実現 の ため の基本方針 は次の とお りで ある ｡

① 貧困人 口 の 衣食住満ち足 りた生活改善を第
一 とする｡

② 扶貧開発 の 重点は生活 の改善に直接関連する農業､ 牧畜水産業 ､ 果樹農業､ 副産

物利用加 工業とす る｡

③ 科学技術教育と貧困対策計画を推進す る｡

④ 立地条件に適合 した開発 を行なう｡

⑤ 社会の力 を扶貧事業に動員参加させ る､

⑥ 自力更生､ 刻苦奮闘の精神を発揚させ る｡

2) 特別優遇措置 (2 0 0 0 年まで継続) は次の とお りで ある｡

① 全て の貧 困戸に対 して食糧 の政府供出販売 を免除する ｡

② 扶貧貸付 け金 の 期限の延長と抵当保証条件を緩和する ｡

③ 全て の貧困戸に対 して農業税と農業特産税 を減免する ｡

④ 関連する省 ､ 自治 区は速や かに 2 級転送制度を整備 し､ 貧 困地区 のため の財政的
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支援を擾供する ｡

⑤ 貧 困県 の新規設立企業､ 先進地 区が貧困地区に設立した企業に対 して所得税を 3

年間免除する｡

⑥ ダム建設に よる移転住民 の支援は受益者負担 の原則 に より解決する ｡

2 . 1 . 4 農業と農村 工 作に 関する政策決定 (1 9 9 8 年 1 0 月 三 中全会)

中国政府は
､
1 9 9 8 年 1 0 月 に中国共産党第 1 5 期中央委第3 回総会( 三中全会) を開催 し

､
｢農

業と農村工作に 関する若干 の重大問題 に関する決定+ として 下記 の 1 0 項目を発表して い る｡

これは 2 1 世紀 を見通 した農業と農村の発展を進めるため の基本政策と して考えられて い る｡

1) 過去 2 0 年間進めてきた農業改革の基本政策を踏襲する｡ 即 ち､ 農業を国民経済発展

の首位に起き ､ ①農民の 自主権の保証と積極性の 支持 ､ ②公有制 と農家請負制 ､ ③市

場主義経済の 下で の農業の 専業化 ､ 市場化 ､ 現代化推進 ､ ④農民の創造精神 の尊重､

⑤都市改革と呼応 した農村発展等を継続する ｡

2) 2 0 1 0 年迄に ､ 経済面で は公有制を主体として農家請負経営を基礎に農産物市場体系 ､

農業支援保護体系を確立 し､ 政治面で は党の 指導の 下に村 の 自治 を推進 し､ 文化面で

は義務教育の 普及 ､ 非識字率の
一

掃､ 村の 衛生環境を改善する｡

3) 農家に経営自主権を与 え農民 の積極性を引き出 し､ 土地生産性 の 向上と農業 の産業化

を進め る ｡ そ の ため ､ 土地 の請負契約期間を 3 0 年に延長す る｡

4) 農産物流通体制 ､ 農産品市場体系 を改革 ､ 整備す る｡ 食糧 の 買付市場を国家が管理す

る
一 方 で小売市場を自由化 して食糧 の 基本的自給を保証す る ｡ 卸売 り市場を発展させ

る こ とや新し い流通方式 を模索す る こ とに よ っ て生鮮農産物 の 市場を活性化する｡

5) 水利 を重点とした農業基盤建設を加速す る｡ 洪水防止 と水資源不足に対処す るた め全

面的 ､ 統 一 的な水利建設事業を起 こす ｡ 同時に農村集団や農家に よ っ て小規模水利施

設の建設 ･ 整備 を奨励する ｡ また
､ 植樹､ 育林 ､ 草地造成 ､ 封山育林､ 小 流域 の 総合

開発等 の 生態農業建設を進め る｡

6) 科学技術の進歩を応用 して農業の近代化 を進 め るた め
､ 実用技術 の開発 と普及 を奨励

する｡ また
､ 農林畜牧水産業及び農産物加 工 と農村工 業をバ ラ ン ス 良く発展させ

､ 農

村経済の最適化 を進 める ｡

7) 農村 の貧困問題 を解決 し､ 小康を達成する｡ そ の ため ､ 農民の 所得 向上
､ 負担軽減､

就業機会の創設 ､ 農家経営の 多角化 を行うと共に
､
農村労働力を国家経済基盤 の建設

に活用する等各方面 の力を扶貧活動に参加 させ る｡

8) 農村 の民主的法制度を整備 して村民自治 を拡大 し ､ 村 レ ベ ル の 民主的選挙 ､ 民主的政

策決定 ､ 民主的管理 ･ 活動 を実施させ る｡

9) 農村文化施設 の建設 ､
基礎教育､ 成人教育

､
職業教育を通 じて 農村に文化 ､ 科学技術､

衛生を普及 し､ 農村の社会主義精神文明建設 を強化する｡

1 0) 党農村末端組織 を作り ､ 農村リ
ー ダ ー として の幹部を育成し ､ 幹部と大衆と の 関係 を

緊密 に して農村政策を正 しく実行する｡

2 . 2 河南省の 一 般席況

2 . 2 . 1 河南省の 位置 および自然条件

河南省は黄河 の 中下流に位置し､ 北部 を河北省 ､ 山西省 ､ 東部を山東省 ､ 安徽省 と接し
､

西

部を駅西省 ､
南部を湖北省と接す る｡ 北緯 3 1

0

2 3
′

から 3 6
0

2 2
′

､ 東経 1 1 0
0

2 1
′

から 1 1 6
0

3 9
′

の 間にある｡ 面積は 1 6 . 7 万 k m
2
で ある｡ 地形的には 西か ら東 へ 傾斜 して い る｡ 東部 に平

野部が集中 して お り ､ 西部には 山地 ､ 丘陵地が 広が る｡ 北 ･ 西 ･ 南には それぞれ太行 山､
牛 山 ･
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桐柏 山 ･ 大別山 の 山脈 に囲まれ ､ とこ ろに よ っ ては 盆地が あり ､ 中東部に広大な黄准平原が広

が る ｡ 平野部の 面積は 9 . 3 万 血2
､

山地
､

丘 陵地の 面積は 7 . 4 万 血
2
とな っ てお り､ 比率と し

ては ､ 山地 ･

丘 陵地 : 平野 = 5 5 . 7 : 4 4 . 3 (%) である ｡

河南省 の水系は 4 つ の水系､ すなわち黄河 ､ 准河 ､ 海河､ 長江流域の 水系に よ っ て構成され ､

大小 1
,
5 0 0 の 河川がある｡ 年間 の河川流量は 1 6 5 億 m

3
で ある｡

河南省南部は北亜熱帯で ､ 中部と北部は温帯で あり ､ 四季が あり ､ 気候は南北間や 山地と平

野部では 異な る｡ 年平均気温 は 1 4 ～ 1 5 度で ､ 年平均 降雨量は 7 0 0 m で ある｡

2 . 2 . 2 社会状況

(1) 人 口 ､ 民族

人 口 は 1 9 9 8 年末 で 9 , 3 1 5 万人 ､ こ の うち農業人 口 が 7 , 6 7 1 万人(8 2 . 3 %) である ｡ 年人 口 自然
増加率は 0 . 8 % で ある( 1 9 9 9 年河南統計年鑑 による) ｡ 河南省は ､

ほ とん どが漢民族で構成
■
され

ており ､ 少数民族は合計約 1 0 0 万人程度 (1 9 9 0 年) で あり ､ 少数民族 の 問題 は特にな い
｡ 少

数民族 と しては ､ 回族､
モ ン ゴ ル 族 ､ 満族などの少数民族が存在す る｡

(2) 行政 区画

雲南省 の 行政区画は ､
1 6 の省管轄市( 鄭州

､ 開封 ､ 洛陽､ 平頂山､ 安陽 ､ 鶴壁 ､ 新郷 ､
焦作 ､

濃陽､ 許昌､ 累河､
三 門峡 ､ 南陽 ､ 南丘

､
信陽､ 済源) ､

2 つ の 地区( 周 口
､ 監馬店) ､ が あり､

そ の下に 8 9 県 ､
4 6 市轄区 ､

1 5 地級市 ､
2 3 の 県級市が ある｡

地域的特徴はが鄭州 ､ 開封を中心とす る東部がも っ とも開発が進ん で い る｡ それ に対 して ､

西部は標高が高く ､ 急峻な地形で あり開発が遅れ てお り
､ 貧困地域が多い ｡

( 3) 貧困地区

河南省で は現在 3 4 の 貧困県が ある｡ 全省 8 9 県 の 3 8 % に相当す る｡

-
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2 . 2 . 3 農業生産

河南省は温帯および亜熱帯に属 しており ､ 東部には広大な平野が広が っ ており農業生産 には

恵まれた条件を備 えて い る｡ 河南省は ｢農業大省+ と呼ばれ ､ 中国で も有数の 農業の 盛ん な地

域で ある｡ 河南省統計年鑑 1 9 9 9 年度版に よると､ 1 9 9 8 年末の 耕地面積は 6 8 3 万 b a で ある｡

こ のうち､ 水 田面積は 4 5 万 b a で ある｡ 主要農作物は ､ 小麦､ トウモ ロ コ シ
､ 大豆 ､ 綿花､ タ

バ コ
､ 胡麻､ 落花生などがある｡ こ のうち､ 小麦 ､ タ バ コ

､
ごまの 生産量は全国 1 位 ､ 大豆 ､

トウモ ロ コ シ の 生産量は全国 2 位､ 綿花生産量は全国 3 位で ある｡ 下表 に主要作物 の栽培面積

と生産量を示す｡

河南省の 主要作物 の栽培面積と生産量 (1 9 9 8 年)
作物 作付面耕

(1
,
0 0 0 h a)

生産量

(10
,
0 0 0 ト ン)

収i ( トン/b a)

小麦 4
,
9 6 4 . 0 2 ,

0 7 3
.
5 4 . 1

稲 49 8 . 4 3 6 9 . 7 7 . 4

トウ モ ロ コ シ 2 , 1 5 2 .
7 1 , 0 9 6

.
3 5

. 1

大豆 60 1 . 4 1 1 2 . 1 1 . 9

い も類 59 1 .
3 2 9 4 . 3 5

. 0

綿花 80 0 . 0 7 2 . 8 0 . 9

油料種 子 1
,
2 3 5 .

9 3 1 2 . 3 2 .
5

タ バ コ 15 8 . 7 7 . 0 8 0 . 4

野 菜類 1タ8 . 2 1 5
. 4 0 . 8

出典: 河南統計年鑑 ､ 19 9 9 年版｡

河南省全体 の食撞事情は ､
1 9 9 8 年 の統計に よれば食糧生産量は 4 , 0 0 9 万 トン

､
4 3 0 k g/ 人と

な っ てお り食料 の 不足は生 じて い ない ｡ しか し
､

こ の数字は あくまで平均で あり
､ 中山間地 ､

洪水多発地域 で は
､ 恒常的な食料不 足が生 じ て い る地区 もある ｡

2 . 2 . 4 畜産

河南省は牧畜の 盛ん なと こ ろで ､ 肉牛 の 出荷量は全国 1 位で ある｡ 1 9 9 9 年 の畜産セ ク タ
ー

の生産高は 5 9 7 億元で ､ 農業総生産高 1 , 8 2 7 億元 の 3 2 . 6 % を占めて い る｡ 家畜の種類 も多様性

に富ん で い る｡ そ の概要 は下表に示 したとお りである｡

河南省 の 家畜頭数と主要畜産物 の生産量(1 9 9 8 年末)

家畜の 種類と畜産物 飼養頭敦 食肉等生産量

( 万頭) ( 万 ト ン)

牛* 1 1
,
3 0 0 . 6 7 6

.
7

馬 31 . 9

ロ ′く 54 . 9

ラ バ 29 . 5

豚 3
,
4 3 9 . 7 2 9 7 . 9

羊* 2 2
,
5 5 3 . 1 2 8 . 0

乳類 1 2 .
3

蜂密 1 . 4

出典 : 河南統計年鑑 19 9 9 年版｡

*1 : 牛
､ 水牛などを含む

｡
* 2 : 羊

､
山羊類を含む｡

牛は黄牛と水牛が 主体で 7 0 % は役 畜で ある｡ 牛 ･ 羊な どは河南省 の 自然条件 に適応 して 山

地 ･ 高原地帯に放牧されて ､ 経営形態は農家単位の小規模経営が 大半を占めて い る｡

一 方で畜

産農家の 専業化 ･ 商業化 も進み ､ 肉牛 ､ 養豚 ､ 採卵養鶏などが台頭 して きて い る ｡ 家畜衛生に
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つ い ては ワ クチン接種､ 家畜の検疫体制 の整備 ､
寄生虫駆除 ､ 治療体制 の整備 ､ 家畜飼養技術

の普及などが進み ､ 家畜の 死亡率など大きく改善されて い る｡

2 . 2 . 5 内水面漁業

19 9 8 年の 内水面漁業の生産高は 1 6 億元で農業総生産高の 0 . 錦を占め る｡

雲南省の 内水面漁業漁獲量(1 9 9 9 年末)

種 類 生産土(10 0 0 ト ン)

天然生産 16 . 6

人 工美殖 2 53
.
6

魚類 2 60 . 8

エ ビ ･ カ ニ 類 5 . 4

貝類 ･ そ の他 4 . 0

出典 : 河甫統計年鑑 19 9 8 年版｡

省内の水産養殖面積は 1 8 3 , 4 8 0 h a あり
､
主な養殖 の方法は人工養殖池 ､ 湖水で の 網養殖

､
湖

水 へ の放流などが行われ て い る ｡ 主要魚種は 1 0 種類 ほ どで ある が ､ 銀魚 とフ ナ が重要である｡

近年白魚が湖水で養殖され輸出もされて い る ｡

2 . 2 . 6 林業

林業 は農業総生産 の 2 . 7% を占め る｡ 樹種群類別に は針葉樹林 ､
広葉樹林 ､ 竹林 ､ 潅木林 の 4

森林植被型 に大別され る｡ 松科 ､ 杉科 の樹木が 最も多い が
､ 長年 にわた る乱伐でア ク セ ス の良

好な森林資源は ほとん ど利用 し つ くされた感が ある ｡ 土壌浸食 ･ 土砂流出防止
､ 環境保全 の た

めに天然林伐採禁止
､ 急傾斜地にお ける耕作は森林に還元するな どの決定がなされて い る｡ こ

れに より生業を林業から農耕に転換せ ざるを得な い農民
､
また 急傾斜地 の耕地 の植樹造林､ 僚

斜地耕地 の 生産性向上な ど農民に対す る配慮が 求め られ る｡

2 . 3 河南省農業の 抱え る間遠

河南省 は土地 ･ 生物資源が 豊富で ､ 気象条件が 変化 に富むな ど農業開発が進み 中国 の 中で も

農業生産が高 い地域で ある｡

一

方で ､ 農業生産基盤 の 整備 ･ 農業技術の 開発普及 の遅れが あり

洪水 ･ 土壌流亡 ､ ある い は干 ば つ などに よ り､ 全省では まだ 4 0 0 万人が貧困状態に あるとされ

て い る ( 1 9 9 9 年河南統計年鑑) ｡ こ れら の 原因は自然要因 の 他に人為的な要因によるもの が

多く ､
か つ そ の 対応が遅れてさらに悪化が進む こ とが懸念されて い る｡ 主な問題点は次の とお

りで ある｡

1) 農業生産基盤の未整備 ､ 環境悪化な どに よる激し い 土壌浸食と流亡 ｡

2) 1 9 5 0 ～ 6 0 年代にか けて建設された濯漑施設 の老朽化 ｡

3) 土砂流出に よる水利施設
､

交通基盤など の破壊｡

4) 長期にわた っ て
一 方的な開発に重点が置 かれ

､
自然保護 ､ 耕地 ･ 草地など の適切 な管

理が 不足 して い る ｡

5) 黄河断流によ る潅漑用水 の 不足 の顕在化｡

6) 平野部で は
､

1 9 9 0 年代に農業技術の 向上
､ 耕地 の拡大 ､ 単位面積当り の収量 の 増大か

ら生産量が過剰気味とな っ て い るに もかか わらず ､
西部 の 中山間地で は農業生産基盤

整備が進んでお らず ､ 低い 農業生産 にと どま っ て お り平野部と格差が生 じて い る｡

河南省科学技術庁 ､ 農業庁は これら の問題 を解決 して
､ 農業生産振興 による農民 の所得向上
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と安定 ､ 農民の 生活水準 の 向上を目指 して い る｡ しか し
､
生産農家の 正当な所得の確保に は､

農産物市場 へ の 円滑な ア ク セ ス が不可欠で ある こ とは明白で あり ､ 農業生産振興 に よる農民の

生活向上には
､ 農業生産基盤 の整備は もとより､ 農産品 の増産 に伴う生産投入資機材や生産物

の効率的な流通 ､ 農産物 の加工 などを可能とする広域市場流通 シ ス テ ム と施設 の 整備が必須と

な っ て い る｡
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第 3 章 河南省に おける農産物流通 の概況

3 . 1 主要食毒流通の 現状

1 9 5 3 年､ 中国は米 ､ 小麦 ､
トウモ ロ コ シ ､ 大豆 ､

コ ウリャ ン
､ 粟 の 6 種類 を対象に､ 国家

へ の 強制供出､ 食撞の統
一

買付､ 統 一

販売制度を実施した｡ その後 1 9 7 0 年代未 からの 自由市

場 の復活により ､ 中国の 農産物市場 ･ 流通 の 自由化が始ま っ た｡ 1 9 8 4 ～ 8 5 に は
､

野菜､ 肉製

品､ 卵､ 水産品等の副産品は ､ 割当貿付制度が廃止され ､ ほぼ完全な自由流通とな っ た｡ 1 9 8 5

年 ､ 食逢の統
一

買付は廃止 され契約 買付 に移行 した ｡ また食糧流通分野 へ の 非国有企業の参入

が認め られ ､ 複線型流通 シ ス テム とな っ た｡ 契約買付する食糧は米 ､ 小麦 ､ トウモ ロ コ シ と主

産地にお ける大豆 のみで ある｡ 契約形態は ､ 生産農家と国営食糧企業が ､ 数量 ､ 価格等に関す

る契約 を結び ､ 収穫時に買 い付ける方式である｡ 農民が契約買付分の売却義務を達成 した凍り

の食糧 に つ い ては ､ ①協議価格に よる国営企業 へ の販売､ ②流通業者 へ の庭先販売､ ③自由市

場で の販売 ､
の いずれ の ル ー

トで も自由に販売が可能で ある｡

国営食糧企業は食栓の 安定的供給を行う公企業 の 面と
､ 民間企業と競合する営利企業の面 を

持 っ ており ､ 財政負担も大きく ､
また営利企業と して の合理イヒも望まれて い る ｡ 1 9 9 8 年 に実

施された食糧管理制度に よれば国営食糧企業 の独占的食糧 買付を認 められ ､ 国営食糧企業 の取

り扱い量は年 々 増加 して お り ､ 国営食糧企業は食糧 の安定的供給 には 不可欠 とな っ て い る ｡

3 . 2 副農産物の 市場 ･ 流通の 現状

副農産品 の 流通 の主流は
､
生産者自身ある い は産地仲買人が生産地市場に持 ち込み ､ 仲買転

送商人に売る方式で ある ｡ 仲買転送商人は消費地市場で小売商人に転売 し､ 小売商人は 市街

地 ･ 住宅地 の 自由市場で 消費者に販売す る｡ 中国 の経済成長に伴 い こ の 分野 の商品は著し い伸

びをを示 して お り
､
消費者要求が 多様化 し

､
これに対応す るために も広域を対象とす る自由市

場 の制度 ･ 体系
､

施設整備継続が必要で ある｡

副農産品広域流通 の主要 な担 い 手で ある仲買転送商人は
､
個人的 な小規模経営が主体で

､
経

営基盤は脆弱で ある｡ こ れら担 い 手の
一 般的な問題 を集約すれば次 の とお りで ある :

○組織化 レ ベ ル が低 い

○加 工 ･ 包装技術 レ ベ ル が低い

○情報化 レ ベ ル が低 い

○保冷施設 レ ベ ル が低 い

○輸送技術 レ ベ ル が低 い

○取り扱い 品種 レ ベ ル が低 い

○季節間､ 地域間の ア ン バ ラ ン ス が大き い

これら の他に産地 の 作付け面積 の変動 ､ ある い は 気象の影響な どに よる農産物価格の 乱高下

があり
､

生産者､ 仲買転送商人 ､ 小売り商などは高 い リ ス クを負 っ て い る｡ これは主要産地 の

出荷動向把握 の 困難性が大きな理由で あろう｡

3 . 3 流通シス テ ム上 の 問題

これまで河南省は市場 の イ ン フ ラ整備 を進 めて きたが
､ それは市場施設 の 整備が中心で あり

流通体系と いう観点か らの整備は今後も継続する 必要が ある｡ 市場は ′j ､ 売市場と卸売市場 に分
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かれる ｡
ノト売市場は商店街や市街地に あり

､
小売商と消費者が直接相対 で取引を行う場所 で あ

る｡

一 方卸売市場は主産地や大消費地 にお い て
､ 遠隔輸送を行う転送商人と生産者ある い は都

市小売商との 間で 取引を行う場 である｡ 卸売市場は商人 の相対取引が主体で ､ 価格形成制度で

ある
"

せ り
”

は無 い ｡ 特 に生産地に卸売市場が乏 しく ､
生産者の集出荷体制 の 不備 とも相倹 っ

て
､
生産者が公正 な価格で の取引を行 える機会は極めて 限られて い る｡ 農民たち の価格交渉能

力は低く ､ 生産地仲買商人の言 い値で売 る場合がlまとん どで ある｡ 生産者の 価格交渉能力 を高

め ､ 生産者がより有利な販売を行える様な組織化など へ の取り組みが遅れて い る｡
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第 4 章 河南省農業稔合開発計画の概要

4 . 1 河南省農業稔台閣発計膏の 基本構想

河南省の地域間 の経済格差を解消 し貧困地域の ｢貧困 の凄和と環境の保全+ を図るため には
､

住民の主要経済活動で ある農業を振興させ ､ 生活水準を向上させ る こ とが重要で ある｡ こ れに

は農業生産基盤を整備するとともに ､ 住民生活 の場で ある農村生活基盤整備も並行的に実施す

る こ と､ さらに農業 ･ 農村の持続的な発展には生産基盤 ･ 生活基盤の整備とともに
､

生産 ･ 生

活を取り巻く自然環境を整備保全する こ とが不可欠で ある ｡

また農業 ･ 農村の持続的な発展 には､ これまで の ような局地的自給自足的な農業で は 限界が

あり
､ 都市部 と の文化的な交流まで も視野に入れた広域的な流通 シ ス テ ム の整備が 必要 で あろ

う｡ これ には
､ 農民が 正 当な利益を得られる ように①生産農民の組織化を進 める ｡ また貧困地

域の 多くは 山間地に あり､ 生産物 の販売市場から遠いため
､ ②市場情報入手 ･ 市蓼 へ の ア クセ

ス 面 の改善が重要である ｡ 山間地 の多く では果樹栽培奨励な ど生産技術面か らのみ の振興策が

多く ､ 市場 へ の ア ク セ ス
､ 他地域との競合などを勘奏せず､ 産地過剰が発生 して い る事例が多

く見られる ｡ こ の ような問題を避 けるために は
､ 十分な市場情報に基 づ い て作目選択 ･ 販売促

進対策が重要で ある ｡ さらに
､ 貧困地域で こ の ようなノ ウ ハ ウを持 つ 人材を確保する こ とは難

しく ､ これ ら の③改善 ･ 運営には政府機関が 支援する必要が ある｡

4 . 2 河南省農業稔合開発 計画 の 内容

河南省に お ける農業総合開発計画にお い て は ､ 農業生産基盤整備を充実させ ､ さらに流通機

構 の改革に取り組む必要が ある｡

( 1) 農業生産基盤整備

①潅漑区 のリ ハ ビリテ
ー

シ ョ ン

老朽化 した潅漑施設 の整備 ( リ ハ ビリテ
ー

シ ョ ン) を以下 の潅漑地区で 実施する ｡

越 口潅漑区 (5 7 5 万ムー)

鴨河 口港漑区 (2 4 0 万ムー)

薪三叉 秦引責潅漑区 (3 4 4 万ムー)

引丹濯漑区 (3 5 万ムー)

小浪底南岸用水事業 (2 8 . 6 m 3 / s)

②節水潅漑

河南省に おける水不足を解消するため ､ 農業にお い て は開水路を暗渠と し､ 低圧 パイ プ､

ス プリ ン クラ ー

､ 点滴など の節水潅漑方式 を導入する｡
2 0 1 5 年まで に節水潅漑に よる耕

地を 3 , 0 4 0 万ムー

に拡大する ｡

③貧困地域の農業開発

河南省内部の経済格差解消 のため
､ 以下 の地区で重点的な農業開発 を実施する｡

一 西部 丘陵地区 (節水濯漑の ため の 農業基盤整備 ､ 節水濯漑技術の 導入)
一

錠馬店地区 (高品質 ･ 高生産 の農作物
､

温室農業､ 牧畜等の 導入)
-

信 陽地区 ( 農副産物 の改良 ･ 開発 ､ 水産養殖 ､ 畜産加工等の 導入)
一

洛陽地区 (耐干作物 の導入
､ 節水潅漑技術の導入)

( 2) 農産物流通網 の整備

穀物 の流通に関 して は
､ 食糧管理制度の 下に 国営企業が 関与 して い るため

､
こ こ では取 り扱

わな い｡ 本計画は主に副農産品 の 流通改善を主体とする ､ 市場波及型 に よる ｢ 農業の 産業化+
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を目指し
､ 零細農家を､ 生産 ､ 加 工

､ 販売 の
一

貫性 の 中に お い て外部拡大を図り所得向上を達

成しようとするもの で ある ｡ 農産物 の生産 ･ 加 工 ･ 販売は基本的には民間企業主体が 実施する

体制とな っ て い るが ､ 政府 の役割は ､ 経済活動主体として で はなく ､ 民間企業 の 円滑な活動可

能な環境を整備する こ とで ある｡ こ の 中に は ､ ①農産物 の 主要卸売市場等で の価格､ 集荷量 ､

競合産地 の作付 ･ 生産動向等の情報ネ ッ トワ ー ク作り ､ ②保冷 ･ 貯蔵庫な ど鮮度保持施設 ､ 市

場施設 ､ 道路､ 鉄道､ 港湾な どのイ ン フ ラ整備 ､ ③市場 ･ 流通に 関する法制 ･ 体系 の整備 ､ な

どがある｡

すなわち､ 省政府､ ある い は地区､ 州 ､ 市､ 県などの 行政サイ ドは ､ ①当該地域の経済社会

地域等を勘案 し､ 適切 な立地 ､ 規模､ 施設 の 市場整備事業を実施する､ と同時に②情報ネッ ト

ワ
ー

ク構築､ 市場調査な どに より ､ 産地形成を行うため の 農水産品 の選択を指導 し､ 市場と し

て の信頼性構築 へ の 支援事業を行うこ とで ある｡

一 方
､
市場 ･ 流通改善を時間的な観点か らみれば

､
早急に着手すべ きも の と して

､
(》貧困農

村生産者の既存流通 シ ス テ ム へ の ア クセ ス 改善､ ②価格交渉力 の 向上策等の観点からの事業展

開が ある ｡ これらは 具体的に は
､

生産者農民の 流通 へ の 参加( 流通意識 の 向上
､

グル
ー プ化な

ど)
､

小市場圏を対象と した生産地地湯小規模業者 の育成 ･ 小規模資金的支援､
生産者 の組織

化( 専業協会
､ 農協な ど) に よ る集出荷体制の 整備 ､ 集出荷施設 ､ 保冷 ･ 貯蔵施設など共同利用

施設 の整備 ､
生産地卸売制度と施設 の 整備 ､

その他 が考慮 される ｡

また､ 中 ･ 長期的観点 からは ､ ①農産 品 の広範な流通 ル ー

トを確立 し
､
特定農産物 の産地形

成を図り ､ ②取引 コ ス ト の 削減､ 運営 の効率化を図り､ ③省外
､ 国外 へ の移 出 ･ 輸出ル ー トの

構築な どが考慮 される｡ こ の ため には ロ ス の 削減( 荷扱い
､ 包装 ､ 輸送方法 ､ 施設) ､ 品質保持

(規格化 ､ 標準化) ､ 需給調整 ､ 効率的機敏な輸送 に必要な技術 ･ 施設 ､ 体制 の整備事業( 金融 ､

保険事業を含む) が考慮され る ｡

4 . 3 事業実施体制

(1) 事業実施機関 の組織機構

実施機関名 : 河南省人民政府の 中に ､ 省長 もしくは副省長 の組長とする ｢ 計画実施 の領導小

組+ が置かれ｡ こ の 組員 には省の各関連機関の 長が指名 され る｡
こ の領導小組は ス テ イ ア リ ン

グ ･ コ ミ ッ テ ィ
ー となり ､ 事業実施政策の 指導 を指揮す る ｡ 副農産物 の 流通 を総合的に管理す

る部門は未だ無く ､
キノ コ

､ 豆類など の輸出などは河南省経済貿易庁 の糧油進 出公司が ､ また

野菜などは主 に民間業者が扱 っ て い る｡ 副農産品 の 市場情報は農業庁が情報収集 ･ 伝達を担当

する｡ 市場情報に関 して は 現在農業庁内に市場情報 セ ン タ
ー を整備 中で ある｡
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第 5 手 河南省鼻糞稔合開発計膏の調査実施案

5 . 1 基本計声( マ ス タ ー プラ ン) の 策定

マ ス タ ー プラ ン( 基本計画) 調査 にお い て は ､ 河南省 にお ける農業施設 ､ 営農状況 ､ 農産物流

通 シス テ ム ､ およびそ の他 関連情報を収集 し､ 下記 の事項に関する調査を行 い ､ 改善対象地区

(特定地区) ､ 改善対象品目( 特定産品) 別 ､
ある い は

､ 流通段階の類型( 生産地
､ 輸送 ･ 貯蔵 ､

消費地) における改善対象 コ ン ポ ー ネン トを選定 し､ それらに つ い て改善事業実施 の方向性 と

優先順位を明確 にする｡

(1) 関連資料収集分析 ､ 現況把握

一

水文 ･ 気象 ･ 水資源調査
一 道路網調査
一

農業生産基盤調査
一

潅漑施設調査
一 営農調査
一 農家調査
一 村民組織調査
一 水利組織調査
一 社会経済状況
一 農業生産状況
一

消費実体調査
一 価格動向調査
一 涜通実体調査
一 流通組織調査
一 金融制度調査
一 流通施設調査
一 収穫前 ･ 後処理調査
一 品質管理調査
一 農産物加 工調査

(2) 河南省農業総合開発計画 に関わ る基本計画 の策定

5 . 2 実施計画( フ ィ
ー ジビリテ ィ

ー ･ ス タ デ ィ) の 策定

上記基本調査で 明らか にされた潅漑区
､ 貧困地域､

流通段階別 ､ ある い は 特定地域 ､ ある い

は特定農産 品 の流通 の改善要素に つ い て
､ 河南省農業総合開発計画 の モ デ ル 改善事業の フ ィ

ー

ジビリテ ィ
ー ( 事業実施) 調査を行う｡
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5 . 3 調 査の 期間

調査 の実施は ､ 2 0 0 2 年か ら 2 0 0 3 年 にわた っ て行う｡ 調査 の 実施工程 は以下 の とおりで ある｡

調査 の 実施期間

年度 2 00 2 年度 20 0 3 年度

月 4 5 6 7 8 … 9 l lO蔓1 1
!

12 ! l

'

2 毒3 4 5 6 蔓7 8 9‡1 0
l

11 12 1 2 3

政府間

調整
牛歩転宅瓜士島忘蔓

‡ ! 王 手 毒= 毒= 蔓= ,

王 手

青竜
i

i
至

本格

調査

‡ ･ l

t

‡ i
基本軒画… (坤) 戸車
i t

- :
暑 攣巨

の

戸幣雫
(ヤ)戸雫

凡 例 : ■ 現地調査作業 ⊂コ 国内作業

5 . 4 調査団の 構成と専門分野

調査 団を構成する専門家と専門分野は以下 の とお りであ る｡

一 線括 / 流通制度
一 農業 ･ 農村基盤

一 農村社会/ 農民組織

一 市場 / 流通組織
一

宮農/ 農業開発計画

一

農産物加工 / 品質管理

一 市場 / 流通施設計画

一 施設設計/ 積算
一

農業経済/ 金融制度
一

環境/ 事業評価
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添付 資料 - 1

中華人民共和国

河南省農業総合開発

技術 (開発計画調査) 協力要請書 (案)

プ ロ ジ ェ ク ト名

河南省農業総合開発計画

調査対象地城

中国河南省全域

調査実施機関

中国河南省科学技術庁及び農業庁

想定され る援助機 関

日本国政府 ､ 国際協力事業団

調査 の 目的

本調査の 目的は
､
河南省 の ｢農村の貧困撲滅+ ､

｢都市と農村の経済格差解消+ ､
｢ 農

業農村振興+ を目標に ､ 同省 の農業総合開発計画 マ ス タ
ー

プ ラ ン (基本計画) を策

定 し ､
モデル 地区ある い は モデル( コ ン ポ ー ネン ト)要素を選定 し､ 選定 したモ デル

地区ある い は要素に対する農業総合開発 計画 の フ ィ
ー ジ ビリテ イ (事業実施計画)

調査 を実施する こ とで ある｡ 農業 ･ 農村の持続的な発展 の ため には ､ 農業生産基盤

の整備の 充実とともに地域の自給的な生産流通体系をさらに発展させて ､ 広域的な

流通 を目指 した市場 ･ 流通改善策が必要で ある｡ また河南省内にお ける都市化 の進

展
､ 所得向上 ある い は省外移出､ 国外輸出に伴う農産物 の広域的な流通 の 必要性が

増 して い る｡ これには
､
広域的な市場 ニ ー ズに基づ い た

､ 地域の 生産奨励対象作目

の選定 ､ 産物市場 へ の ア クセ ス 改善など､ 流通全般 の 改善が必須要件で ある｡

調査計画には ､ P C M ( 叫 ∝t C y cl e M a n ag e m e nt) 手法を主体に して計画策定を行う｡

本計画の 主要改善項目は下記 の 通 りで ある｡
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一

農業生産基盤 の 整備

一 老朽化 した既存港漑施設 の整備 ･ リ ハ ビリテ
ー

シ ョ ン

十 節水潅漑技術

一 土壌浸食に対する技術の
.導入

一

高品質 ･ 高生産性 の農作物 の 導入

一 市場 ･ 流通情報収集配布ネ ッ トワ ー ク の構築

一 市場 ･ 流通情報収集配布ネッ トワ ー ク の構築

一 市場 ･ 流通施設(保冷 ･ 貯蔵 ､ 市場) ､ 道路､ 鉄道､ 港湾な どイ ン フ ラ の整備

一 市場 ･ 流通に関する法制 ･ 体系の整備

一 貧困農村生産者 の流通 シ ス テ ム へ の ア ク セ ス 改善､ 価格交渉力 の 向上など(生産

者農民の グル ー プ化 ､ 組織化 ､ 施設 ･

イ ン フ ラ整備な ど)

一 市場波及型に よ る農村振興 ､ 特定農産品 の 産地形成 ､ 流通 ル ー

ト の構築な ど

一 流通損失 の軽減(荷扱い
､ 輸送方法 ､ 包装､ 施設) ､ 品質管理( 規格化 ､ 標 準化)

｢ 金融 ､ 保険制度の構築

`

` .1

計画 の背景

中国お よ び河南省 の背景

中国 の 労働人 口 の うち約 5 0 % は農業に従事 し
､

また 1 次産業が G N p の 2 0 % を占め
､

か つ 農産物や加 工 品を輸出 して い る など
､ 中国経済にと っ て農業は重要な産業部門

で ある｡ しか
.
しなが ら人 口 に比 べ 耕地が少 なく ､ 伝統的に食糧 の増産を第

一

目標 と

して きたため
､ 農業の経済構造 の 発達が未熟で

､ 農村経済の発展が遅れてお り ､ 工

業と農業の格差､ 都市と農村の格差 ､ 農村の 貧困等が問題とな っ て い る｡ こ の よう

な状況下で 1 9 9 6 年 3 月 に発表された第 9 次 5 ケ 年計画(1 9 9 6 年 ～ 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期目標では農業部門に重点 を置き
､

｢ 国民経済発展 の 中で農業 の強化 を最優先

事項+ と し
､

｢農業を現代化させて 商品化 ･ 専業化を高め ､ 総合生産能力と防災能

力の 強化 ､ 農業の規模化 ･ 労働生産性 の 向上 によ っ て農民の収入増加を図り農村で

の小康水準を全面的に実現+ するとうた っ て い る｡

また貧困撲滅 に力 を注 い で い る 中国政府は 1 9 9 4 年 に ｢八 七扶貧攻堅計画+ (各7 扶

貧計画) を打 ち出 した｡ これは ち0 0 0 万人 の所得貧困者を 2 0 0 0 年 まで の 7 年間で撲

滅する こ とを表 して い る｡ 中央政月守は貧困地域に対する投資と融資を増や し
､ 財政 ･
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金融上 の特別優遇措置 を構 じた ｡ 政府は地方政府 へ の強力 な財政支援を行うと同時

に ､ 地方政府の 事業実施体制 の強化 を指示 し､ 更に 1 9 9 7 年に ｢国家扶貧資金管理

弁法+ を施行 し､ 開発事業 へ の効率的な扶貧資金利用 と管理強化 を図ると同時に貧

困緩和に対する地方政府の負担を要請 して い る｡

河南省 は土地 ･ 生物資源が豊富で ､ 気象条件が 変化に富むなど農業開発 が進み中国 の 中で

も農業生産が高い地域で ある｡

一 方で ､ 農業生産基盤 の整備 ･ 農業技術 の 開発普及 の遅 れ

があり
､ 洪水 ･ 土壌流亡

､
ある い は干ば つ などにより

､
全省で はまだ 4 0 0 万人が貧困状態

にあるとされて い る (1 9 9 9 年河南統計年鑑) ｡ これら の原因は 自然要因 の他に人為的な要

因に よるもの が 多く ､
か つ そ の 対応が遅れて さらに悪化が進む こ とが 懸念されて い る ｡ 主

な問題点は次の とおりである｡

1) 農業生産基盤 の未整備 ､ 環境悪化 などに よ る激 し い 土壌浸食と流亡 ｡

2) 1 9 5 0 ～ 6 0 年代にか けて建設された遵漑施設 の 老朽化 ｡

3) 土砂流出に よ る水利施設 ､ 交通基盤など の破壊｡

4) 長期に わた っ て
一

方的な開発に重点が置かれ､ 自然保護 ､ 耕地 ･ 草地な ど の適切な

管理が不足 して い る｡

5) 黄河断流に よ る潅漑用水 の不足 の顕在化 ｡

6) 平野部で は
､

1 9 9 0 年代 に農業技術 の 向上
､ 耕地 の 拡大

､ 単位面積 当り の収量 の増大

か ら生産量が過剰気味とな っ て い るにもかか わらず ､
西部 の 中山間地で は農業生産

基盤整備が進んで おらず ､ 低 い農業生産 にとどま っ てお り平野部 と格差が 生 じて い

る｡

河南省科学技術庁､ 農業庁は これら の問題 を解決 して
､
農業生産振興 に よる農民の 所得向

上と安定
､ 農民の 生活水準 の 向上 を目指 して い る ｡ しか し

､
生産農家の 正当な所得 の確保

には
､ 農産物市場 へ の円滑なア ク セ ス が 不可欠で ある ことは 明白で あり ､ 農業生産振興 に

よ る農民の生活向上には
､ 農業生産基盤 の整備はもとより

､ 農産品 の増産に伴う生産投入

資機材や生産物 の効率的な流通 ､ 農産物 の加工 などを可能 とする広域市場流通 シ ス テ ム と

施設 の整備が 必須とな っ て い る｡

` . 2 調査 の 必要性

河南省農業庁は 上記の 環境保全お よ び貧 困緩和の ため に ｢河南省農業総合開発 計

画+ の 策定を進め
､ 潅漑施設 の整備 ､ 節水潅漑施設 の導入 など農業生産基盤 の整備

に よる耕地 の 生産性 の 向上 ､
バ イ オ ガ ス ･ 営農飲雑用水施設普及 に よる農民 の生活

環境改善な どを図り貧困 の緩和 ･ 環境保全 の推進 を目指 して い る｡
これに は省 の全
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7

7
. 1

人 口 の約 各6 % が従事する基幹産業で ある農業を振興 し ､ 農村地域農民の 生活水準

向上を図る こ とが 至当と判断される｡ 中国で は､
｢生産資材 ･ 農産品生産 ･ 加工 ･

市湯流通 ･ 販売J の 一

体的開発に よる ｢農業産業化+ を目指 して い るが
､

こ の 中心

的な柱ともなる べ き農産物 の市場 へ の ア クセ ス が必須要件で ある｡ しか しなが ら雲

甫省では農産物市場の体制が不十分で あり､ 早急な近代化 が望まれ る｡

河南省 全域の農産物流通改善には
､
生産地段階､ 積送 ･ 貯蔵段階､

消費地段階とあ

り ､ か つ またそれぞれ の段階にお ける市場 ･ 流通に関する要素も多様で ある｡ これ

らを体系的視点か らとらえた改善の 必要に迫られており ､ 農業総合開発計画調査を

実施するため の技術援助を要請す るもの であ る｡

調査の 内容

マ ス タ ー プ ラ ン請査

(1) 関連資料 ･ 情報の収集 ･ 分析

社会経済開発計画 ､ 関連事業調査等 ､ 行政機構 の情報

一 農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業な どの生産に関す る資料

社会経済､ 農業経済､ 農産物流通 ､ 農業支援諸制度に関す る資料

農業 ･ 農村 ･ 流通イ ン フ ラに関す る資料

流通 ､ 価格 の 実態に関す る資料

一 環境問題お よび保全対策活動に 関する資料

農産物品質管理
､ 安全衛生に関す る資料

(2) 現場調査

農業
一

般調査

濯漑施設調査

道路 (農道も含む) 調査

一 水 資源調査

農業組織調査､ 農家調査
､ 農村社会慣行調査

一

般消費者調査
､
大 口消費者調査 ､ 量販店調査､ 輸出入実態調査､ 品質

指 向性調査

価格動向調査 ､ 価格決定機構調査 ､

流通経路 ･ 輸送経路調査 ､ 流通圏 ･ 流通量調査､ 取引形態､

･

流通情報 ･

コ ス ト調査

流通組織調査
､ 流通施設調査 ､ 農産物加工調査

関連機関 ､ 組織 ､
企業等 の 改善に対する ニ ー ズ

､ 意識 / 意向に係 る調査
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施設建設費､ 物流 コ ス ト調査

P ) P C M 手法を用 いた農産物広域流通改善に係 る基本計画策定

7 .2 フ ィ
ー ジビリテ ィ 訴査 (モ デル 地区単位 ､ ある い は モデル コ ン ポ ー ネン ト単位)

(1) P C M 手法 を主体と した関係者参加型調査 の実施

(2) 事業 の 実施計画策定

調査 の期間

調査 の 実施は ､ 2 0 0 2 年か ら 2 00 3 年にわた っ て行う｡ 調査 の実施工程は以下 の とお

りで ある｡

調査 の 実施期間

年度 2 0 02 年度 20 0 3 年度

月 4 5 6 … 7 8 9 1 0 1 1

事

1 2妻1 2 3 4 5 6
事

7 芸名 9
‡

10 妻Il 12 1 2 3

政府間

帯菱
年捧呈ヰ串峯 暑妻= =

l

‡
i

!

ぎ

i
!

‡
Ⅰ

ぎ

本格

調査

t

l l

きを
! i

蔓 圭

l ‡ 華平
面

…
(

ヤ
)

ヂ
査

毒 竿
の

幣雫
(下

平
) 幣

凡 例 : ■■ 現地調査作業 ⊂ コ 国内作業

一 A ･ 5 -



1 0

調査団 の構成

調査団を構成する専門家と専門分野は以下 の とお りで ある ｡

一 線括/ 流通制度

農業 ･ 農村基盤

一 農村社会/ 農民組織

市場/ 流通組織

営農/ 農業開発計画

農産物加 工/ 品質管理

市場/ 流通施設計画

一 農業経済/ 金融制度

一 施設設計/ 積算

一 環境/ 事業評価

日 中協力 に よ る調査 の 実施

本調査 の実施 は
､
日本側派遣に よ る調査 団と河南省科学技術庁及び農業庁ならびに

関連機関か ら派遣され るカ ウンタ ー パ ー ト団員との 緊密な協力 の下に行 うも の と

す る｡
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添付資料 - 2

簿名著会面

生

生

生

生

先
先

先
先

氏N o . 機関 役職
1 北京徳源会議服務有限公司

2 河 南省科学技術委員会国際科技合作鹿
3 河南省国際人才交流協会
4 河 南省農業庁外経外事所
5 河 南省水利庁
7 河南省科学技術庁

ケヽ
+

8

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 8

6 3

6 5

6 6

鄭州市水利局

洛陽福達美緑色保険食品有限責任公司

洛陽市農村経済委員会生産計測科技所
洛陽市科学技術委員会

洛陽市科学技術委員会科技外事科
河 南省洛陽農業科学研究所

河南省農業科学院
河南省審計干部培訓中心

副総理

所長

秘書長
項目官員
副所長

副庁長

副局長

総経理

副所長
副主任
科長
副所長

院長
主任

日本国際協力事業団 中国潅漑排水技術開発f 日本人専門家
中国水利部中国潅漑排水発展 中心 副主任
日本国中華人民共和国大使館

一

等書記官

轟
紅

城
畔
明

山

貴
慶

峰
申

利
軍
周

金

春

樹
元

永

高
甲

順
燦

慶

程
揚

李
方
黄
王

孫
揚
王

夏
史

張
董

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

王天鐸 先生

鈴木尚登氏

顧宇平 先生

北林英
一

郎氏

国
国

国
国

国
国

国
国

国
国

国
国

国
国
国

国

中
中

中
中
中

中

中
中

中
中

中
中

中
中
中

中

北京宣武区徳源胡同乙 2 号
河南省鄭州緯 二路三 号
河南省鄭州市経七 路4 3 号
河南省鄭州市政三街4 号
河南省鄭州市緯五1 0 号
河南省鄭州市緯二 路三号
河南省鄭州市境河路1 1 0 号
洛陽市紗廊西路99 号東門3 棲

洛陽市南昌路2 号
洛陽市王城路8 骨

格陽市西 工 区王城路8 号
洛陽市軍民路5 号
河南省鄭州市農業路1 号
河南省鄭州市政七街27 号

_ ユ弘也と主望聖上皇望邑出
0 8 6 -

1 0
- 8 3 5 1 7 4 6 6

0 8 6 - 3 7 1 - 5 9 0 8 2 5 3

0 8 6 -

3 7 1
-

3 8 1 1 0 9 6

0 8 6 - 3 7 1 - 5 9 0 0 7 4 0

0 8 6 - 3 7 1 - 5 9 9 9 7 9 0

0 8 6
-

3 7 1
-

5 9 6 9 9 3 8

0 8 6 - 3 7 1 - 7 4 3 7 1 6 0

0 8 6
-

37 9
-

3 1 7 1 0 2 8

0 8 6 - 3 7 9 -

49 2 37 1 6

0 8 6
-

3 7 9
-

3 9 1 0 3 6 1

0 8 6 - 3 7 9 - 3 9 2 6 6 6 7

0 8 6
-

3 7 9
-

5 5 1 6 1 2 0

0 8 6 - 37 1 - 57 2 3 7 8 4

0 8 6
-

37 1
-

5 7 2 7 6 4 2

北京宣武区廣路北口 綜合楼2 9 0 6 ･ 0 8 6 - 1 0 - 6 3 2 0 3 3 7 7

北京宣武区廣路北口 綜合楼2 9 0 6
･ 0 8 6

-

1 0
-

6 3 2 0 3 3 7 2

北京市建国門外日壇路7 号 0 8 6
-

1 0
-

6 5 3 2 2 3 6 1



添付資料- 3

調査 日担および調 査員の 経歴

>
l

0 0

日 短 表 調査員名並 び に経歴

日順 年月 日 曜 日 出 発 地 到着地 宿泊地 備 考 調 査員名 経 歴

1 20 0 0 年7 月1 7 日 月 成 田 北京 北京 移動 ､ 前田
･ 神原が 参加

｡
前 田 昭男

横山 昇

神原利和

昭和1 6 年6 月 2 5 日 生

昭和4 1 年3 月 東京農大農業拓殖学科卒業

昭和4 1 年5 月 東京農大農学部助手

昭和4 3 年7 月 東京農大ラブティ実敦農場(ネハ

○

-

ル)

昭和4 8 年5 月 日本 工 営入社

現在 に至 る

昭和 24 年9 月6 日 生

昭和4 8 年3 月 大阪市 立 大学理 学部卒業

昭和4 8 年4 月 日 本 工 営入 社

平成 1 年 1 月 生産事業部 営業推進室 課長

平成 9 年 4 月 関東支店技術第2 部 部長

平成 1 2 年 4 月 防災･ 地質部 専門部長

現在に 至る

技術士(応用理学部門)

昭和3 1 年1 月4 日生

昭和5 4 年3 月 東京農工 大学農学部卒業

昭和5 4 年4 月 日本 工営入社

平成 6 年4 月 ラン ケメ開発事務所所長代理

現 在 に至 る

2 20 0 0 年7 月1 8 日 火 北京 鄭州 鄭州 移動 ､ 河南省政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ
｡

3 2 0 0 0 年7 月1 9 日 水 鄭州 現地踏査

4 20 0 0 年7月2 0 日 木 鄭州 現地踏査

5 2 0 0 0 年7月2 1 日 金 鄭州 河南省政府関係者打ち合わせ

6 2 0 0 0 年7 月2 2 日 土 鄭州 成都 成都 移動

7 2 0 0 0 年7 月 23 日 日 成都 量産 重慶 移動

8 2 0 0 0 年7 月24 日 月 量産 量産特別市政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ

9 2 0 0 0 年7 月25 日 火 重慶 現地踏査

1 0 2 0 0 0 年7 月26 日 水 重慶 現地踏査 ､ 重慶市政府関係者打ち合わ せ
､ 資料収集

1 1 2 0 0 0 年7 月2 7 日 木 重慶 肺州 肺州 神 原は 肝州 に移動 ､ 前 田は 北京に移動
､ 横山が日本より参加

1 2 2 0 0 0 年7 月28 日 金 肺州 甘粛省政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ ､ 前田 は帰国｡

1 3 2 0 0 0 年7 月2 9 日 土 肺州 現場踏査(黒方台)

1 4 2 0 0 0 年7 月30 日 日 肺州 資料整理

1 5 2 0 0 0 年7 月3 1 日 月 柵州 現場踏査(他地域)

16 2 0 0 0 年8 月1 日 火 肺州 甘粛省政府関係者打ち合わせ
｡

1 7 2 0 0 0 年8 月2 日 水 肺州 北京 北京 移動

1 8 2 0 0 0 年8 月3 日 木 北京 成 田 肺州 日本大使館､ JI C A 報告, 帰国



仙CA P/F 平成1 2 年虚実施案件概要

農業 ･ 農村押発協力案件 ( 開発調査 )

(申請区分 : 案件形成予備訴査)

添付資料 - 4

様式 1 .1

国 名 中国 案件名 河南省農業総合開発計画

C o 叩 血 印 5 如e A 伊i c山 血 D 粥 1 叩 m e 血 叫 ∝t 血 H e n 皿

P 和 血
,
CI血岨

地区名 河南省科 C 蜘

相手国担当機関 河南省科学技術委員会 W 如肝 B Ⅶ 吼 H e n a n 地

1 . 幸美の背景

河南省は海河､ 黄河､ 准河､ 漢水の 4 流域からなる｡ それぞれ の流域の 自然環境は大きく異な っ て い

る｡ 河南省は
､

これらの 流域の 中から､ 特に貧困農村地域 の所得改善､ 老朽化 した潅漑施設 のリ ハ ビ リ

事業､ 農業技術 の 向上
､ 潅漑用水不足を補うた めの 節水潅漑技術 の導入 ､ 洪水被害を受ける農地 の 防災

事業等を目指 した総合的な農業開発計画を実施 した い 意向 である｡

2 . 事業概要

河南省 の 農業現況､ 開発政策など､ 情報が 限られ て い るた め､ 案件形成予備調査 と して情報収集を行

うとと もに
､
先方政府 の農業開発計画策定に係る意向を聴取する｡

3 . 事業圭概井

4 . 特記事項

調査団の構成 潅漑排水専門家､ 農業開発専門家 P/F 実施期間 平成 1 2 年度

会社名 日本工営株式会社 関連企業

担当部課 農業開発部 担当者 村井 浩 T el : 03 - 5 2 7 6 - 2 6 2 9 F a ヱ : 0 3 - 5 2 7 6 - 3 0 2 4

日本 工 営株式会社

● A - 9 一



様式1 -2

国名 : 中国

平成12 年度 P / F 実施案件概要

案件名 : 河南省農業稔合開発計画
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中華人民共和国

重点市人民政府

農業局

中華人 民共和国

重慶市東部貧困地域農業開発計画

案件形成予備調査調査報告書

平成12 年 8 月

社団法人 海外農業開発 コ ン サ ル タ ン ツ 協会

(AD CA)
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調度埠区 其

♂哩革花坪 野

山脈 の 斜面ま で 耕作をした農地

天水 の み の 農地 の 状況

丘陵地 における農業用水路
( ポ ン プ場水 で用水を確保 して い る)

重 慶市農業局の ホ
ー

ム ペ ∵ ジ

重慶市 の 近郊農業

草地試験場 の 圃場



中華人民共和 国

重慶市東部貧困地域農業開発計画
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中華人民共和国

重慶市東部貧困地域開発農業開発計画

プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ンデ ィ ン グ調査報告書

第 1 章 轄 看

1 . 1 はじめに

こ の 報告書は ､
1 9 9 9 年 7 月 ～ 8 月 に か けて

､ 海外農業開発 コ ンサ ル タ ン ツ協会(A g r i c u l t u r al

D e v e l o p m e n t C o n s u l t a n t) が 実施した重慶市東部貧困農業開発計画に 関わるプ ロ ジ ェ ク ト ･ フ

ァイ ン ディ ン グ調査 の結果をとりまとめたも の である｡

重慶市の東部に位置す る三 昧庫区お よび武陵山区は貧困人 口 が集中して おり ､ 三険庫区お よ

び武陵山区は貧困人 口 が集中しており ､ 三昧庫区の 1 5 県 の 内 1 3 県､ 武陵山区 の 4 県全部が国

家級 の貧困県とな っ て い る｡

こ の 地域は ､ 急傾斜地が多く ､ 無秩序 な森林破壊 による開墾 と過度の放牧に より ､ 長江 の洪

水が多発 して い る｡ こ の ため ､ 中国政府は長江 の洪水問屠解決 のため に上流地区 の環境保全政

策を打 ち出し
､ 森林被覆率の 向上 を目指 して 天然林の伐採 を禁止 し

､ 急傾斜地に おける耕作を

止 めて森林 に還元す る積極策 (退耕運林) を取り入れ る よう指導 して い る｡

重慶市は ､ 中国で も有数の重 工業都市 であるが
､ 都市部は重慶市 の行政区 の 中で 西部 に位置

してお り
､ 東部地域の経済発展が著 しく遅れて い る ｡ こ の ため

､ 重慶市農業局は
､ 特に貧困状

況 の厳 し い東部地区の 各県 の農業 ･ 農村開発 とともに
､ 長江 へ の水土流出を防止す るため

､ 草

地 に転換する ことを重視 して い る｡

こ の ような東部地 区の 貧困 ･ 環境問題 を解決す るため ､ 重慶市科学技術委員会お よび農業局

は
､ 重慶市東部地区 の農業 ･ 農村振興策に 対する 日本政府 の協力を希望 し A D C A プ ロ ジ ェ ク ト ･

フ ァ イ ン ディ ン グ調査 を要請 し て きた ｡ 重慶市農業庁側 と調査団が現地 で詳細打合わせ の結果 ､

計画 の実現 の ために 必要なサブプ ロ ジ ェ ク トに つ い て プ ロ ジ ェ ク ト
･ フ ァ イ ンデ ィ ン グを実施

したも の で ある｡

1 . 2 A D C A プロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ン ディ ン グ調査団

A Ⅸ:A は上記 の要請を受けて ､ 日本工 営株式会 社国際事業本部農業開発部部長補佐前 田昭男

並びに担当課長神原利和を調査団員と して 2 0 0 0 年 7 月 2 3 日より 7 月 2 7 日まで の 間 ､ 重慶市

に派遣した｡

プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ンデ ィ ン グ調査団は ､ 重慶市農業局副局長陳衡平氏
､ 関係各市 ･ 県の

農業関連部局を中心とする関係者と面談 し､ 計画 の背景 ･ 必要性並び に内容 を把握する ととも

に計画対象となる現地を視察し
､ 地方行政機関 ･ 関係者とも面談 し

､ 地元受益者 の期待 と ニ ー

ズ の 把握並び に情報 ･ 資料を収集 した｡

調査団は以上 の調査結果 を踏ま えて ､ 計画 の 目的と内容 ､ 開発 の基本方針等 に つ い て検討 し
､

計画推進 に必要な開発計画策定 の実施案を策定 した｡

1 . 3 謝 辞

本 プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァイ ンデ ィ ン グ調査 の実施 に あたり ､ 調査団は ､ 重慶市農業局副局長陳

衛平氏
､

同叶邦勤女史､ 同国際合作所所長文保国氏 ､ 重慶市科学技術委員会 ･ 国際科学合作所

所長李峨媚女史､ 同副所長唐円明氏 ､ お よ び重慶市農業局 ､ 科学技術委員会の 関係者各位 ､ 並

びに現地調査 にお い て 多大なご協力 を い ただ い た南岸区長生橋鎮人民政府 の 関係者各位 に対

して
､ 記 して心か ら感謝 の意を表する次第です｡
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第2 章 計画の背景

2 . 1 中国の 開発 政策と課遷

2 . 1 . 1 中国 の 現状と国家中長期開発計画

中国は経済改革が 1 9 7 9 年に始ま っ て以来すで に 2 0 年近くが経過 し
､

こ の 間､ 改革解放､ 社

会主義市場経済化政策のもとで高度経済成長を継続して い る｡ 1 9 82 年に は ､
2 0 0 0 年の経済規

模を 1 9 8 0 年 の 4 倍にする (年経済成長率 7 . 2%) 計画を発表 し､
こ の 目標 を計画より 5 年早く

1 9 9 6 年に実現させ た｡ こ の結果 ､
1 9 9 6 年 の

一

人当たり国内総生産額(G D P) は 5
, 6 3 4 元まで に

成長 した｡

中国政府 は 1 9 9 6 年 3 月 に ｢ 国民経済 ･ 社会発展第9 次 5 ケ年計画 (1 9 9 6 ～ 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期目標+ を発表 した｡ これは 1 9 9 3 年 に発表 した社会主義市場経済化 を発展させ るとする

条件の 下で の最初 の 中長期計画で あり ､ 引き続き高度経済成長を維持 させ る こ とを掲げて
､ 年

経済成長率を 8% に設定 して い る｡ 中長期計画で は以下 の 9 つ の 基本方針 を掲げて
､ 計画経済

体制 から社会主義市場経済､ 及び粗放型か ら集約型経済発展方式 へ の 転換を実行す るとして い

る｡

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

0
0

9

国民経済の持続的､ 急速 ､ 健全 な発展

市場経済化に よ る経済効率 の 向上

科学技術 ･ 教育と経済の密接な結合

国民経済発展 の 中で農業の 強化 を最優先事項

国有企業の改革

対外開放 ､ 国際経済との連携

市場メカ ニ ズ ム と マ ク ロ ･ コ ン ト ロ ー ル の 有機的結合

地域経済の均衡の とれた発展 ､ 地域間格差の縮小

物質文明と精神文明 の進歩 ､ 経済と社会 の調和 した発展

2 0 1 0 年まで の 長期計画で は ､ G N P を 2 0 0 0 年の 2 倍 ､ 人 口 を 1 4 億人以内に抑え､ 比較的完全

な社会主義市場経済体制 を確 立する こ と を目標と して い る ｡ これを実現させ るため ､ ①国有企

業の 近代化 ､ ②労働力 ･ 土地 ･ 資本財市場の 整備 ､ ③資源配分 の最適化 ･ 所得分配制度の整備 ､

④農業を現代化させて商品化 ･ 専業化 を高め
､ 総合生産能力 と防災能力 の強化 ､ 農業の規模化 ･

労働生産性 の 向上に よ っ て農民 の収入増加 を図り農村で の 小康水準を全面的に実現､ ⑤長江三

峡ダム ､ 黄河小浪底 ､ 有水北調等の 水利基幹建設 ､ 北京 一 上海高速鉄道建設等 の 国家的プ ロ ジ

ェ ク トの継続 ､ ⑥地域経済の発展格差の縮小を挙げて いる｡

2 . 1 . 2 農業政策と課意

中国は ､ 労働人 口 の 約 5 0 % が農業に従事し
､

1 次産業が G N P の 2 0% を占め ､ か つ 農産物や加

工品を輸出してお り
､ 中国産済に と っ て農業は重要な産業部 門で ある｡ しか し､ 人 口 に比 べ て

耕地が少なく ､ 伝統的に食糧の増産 を第
一

目標 と してきたため ､ 農業の経済構造 の発達が未熟
で

､ 農村経済の発展が遅れており ､
工業と農業の 較差

､ 都市と農村の較差 ､ 農村の貧困等が問

題 とな っ て い る｡ 9 5 計画で は ､
｢農業基盤が弱く

､ 人 口 の増加
､

生活水準の 改善､ 経済の 発

展に対応 して い ない+ と問題点と して指摘 し
､

一

人当た り の 耕地面積の不足と農業労働力 の過

剰が今後 の農業発展 の 主要制約要素で ある として い る｡

-
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9 5 計画では
､

他 の部門に 比 べ て遅れて い る農業農村部門 の経済発展 を重視 し､ 基本方針 で

｢農業 を国民経済の発展を支える産業と して の能力を向上させ
､ 農業 の着実な強化 と農村経済

の 全面的発展繁栄を図り ､ 農民 の収入 を急速に増加 させ
､

工業と農業の 較差 ､ 都市と農村の較

差 を箱小する+ と して い る ｡ 9 5 計画 の 中で示される農業 ･ 農村政策の 目標 と戦略は 下記 の と

おりである｡

1) 農村の 改革を深化する

① 農業の 社会サ ー ビス 制度と機能を強化する｡

② 各種の 合作､ 連合の発展を奨励 し､ 農家と市場を結び つ ける仲介組織 を発展させ ､

商業 ･ 工業 ･ 農業を 一

体的に発展 させ ､ 農業の産業化 を推進する ｡

③ 供給合作社 と信用合作社が真の農業経済組織と して農業にサ ー ビス を捏供する｡

④ 重要農産物 の価格体系 ､ 流通制度､ 備蓄調整制度を整備する ｡

⑤ 農産物 と農業生産財 の価格を合理化する ｡

⑥ 農民の 権益 を保護し､ 負担を軽減する｡

⑦ 農民の積極性を引き出 し ､ これを支援する｡

2) 食糧 ､ 綿花 ､ 油料作物等 の基幹農産物 を安定的に増産す る ｡ 2 0 0 0 年 の 生産量は食

糧を 4 . 9 億 ～ 5 億 t ( 9 5 年実演から 2 , 5 0 0 万
- 3 , 5 0 0 万 t の増産) ､ 綿花を 4 5 0 万

t ( 9 5 年並) とする｡

3) 農業 へ の投資を増やす｡ 固定資産投資､
予算内資金

､ 融資資金 などを農村集体 ､ 郷

鎮企業 ､ 農家 へ の投資を増やす｡ 農業 の 開発 ･ 建設に外資を導入す る｡

4) 農地の 転用を規制 し､ 荒地を開墾す る ｡ 作付率 を現在 の 1 5 5 % から 1 6 0 % に増加させ
､

食糧作物 の 作付面積 を 1 . 1 億 h a 以上とす る｡

5) 水利 開発 ､ 中低位生産性耕地 の改善を促進す る｡

① 河川 の 治水 を促進 し､ 大型河川 を建国以来最大規模の洪水に耐える水準 にす る

② 長江 の 三峡 ､ 黄河の 小浪底 ､
四川 の 二灘開発等大型水利プ ロ ジ ェ ク トを継続する｡

③ 農業水利施設を重点と した農業基盤施設 に よ っ て 5 年 間に潅漑農地 を 3 3 0 万 b a

増加させ る ｡

④ 点滴潅漑 ､
ス プリ ン ク ラ

ー

に よ る節水潅漑技術を普及 させ る ｡

⑤ 洪水防止
､

早魅防止
､ 排水能力 の 向上 ､ 水土保持事業に取 り組む｡

⑥ 5 年間に 1
,
4 0 0 万 b a の 中低位耕地 を改善す る｡

⑦ 国家級 の商品化食糧基地を 9 0 0 前後まで に増や し
､ 国家備 蓄食糧基地を建設する｡

6) 林業建設を進 め る｡

① 原始林 を保護 し
､ 人工林 を増や し森林資源 を育て る｡

② 防護林体系 の整備 ､ 速成高産林を建設 ､ 山間部林業総合開発 を進 め る｡

③ 三北 ･ 長江 中上流 ･ 沿海防護林 ･ 太行 山 の緑化 ､ 及び砂漠化防止 を継続する｡

7) 科学技術と教育に よ っ て農業 を振興 し
､ 科学技術の増産寄与率を 5 0 % (9 5 年 3 5 %)

に高め る｡

① 遺伝育種 ､ 作物栽培 ､ 病害虫防除 ､ 災害の 予報 ､ 農産加工 と鮮度保持貯蔵など科

学 ･ 教育による農業振興を強化する｡

② 農業技術と普及体系を拡大改善し､ 高生産 ､ 高品質､ 高効率農業を発展 させ る

③ 優良品種 の開発 ､ 選抜 ､ 繁殖 の 種子プ ロ ジ ェ ク トに力 を入れ る ｡

④ 防護林施設 ､
砂漠化防止 技術の研究を進 める ｡

8) 化学肥料､ 農薬 ､ 農用シ
ー ト､ 農業機械 ､ 農産加 工機械等 の農業支援工 業を発展さ

せ る｡

9) 農村経済を発展させ る｡

① 農村労働力 を十分活用 して
､
水利開発 ､ 道路の修築､ 植樹造林 ､ 荒地開墾 を進 め

る ｡

② 郷鎮企業 の質と水準を向上 させ る｡

③ 土地 の集団所有､
個人経営を基礎と して

､
使用権 の 譲渡に よる経営規模 の適正化

- 3 -



を進 め る｡

④ 農業余剰労働力 の秩序ある移転を促進 し､
9 5 期間中に 4

,
0 0 0 万人 を非農業産業

に移転させる ｡

⑤ 多角経営化と農業総合開発を積極的に進め る｡

⑥ 農村集団と農民 によ る耕地以外 の 土地資源の総合開発利用を進 め ､ 林業畜産 ､ 漁

業を発展させる｡

⑦ 作物 の副産物 の総合利用 によ っ て規模化 した養豚事業を普及 し
､ 穀物飼料節約型

の畜産を発展させ る｡ 草地建設を進め畜産を振興する ｡

⑧ 農畜産品加 工 を発展させ
､ 栽培､ 養殖加 工を結び つ ける ｡

⑨ 農業 ･ 副業生産物等の卸売り市場､ 貯蔵庫､ 流通 ル ー ト等の流通基盤 ･ 制度を発

展 させ
､ 農村の 3 次産業 を振興する｡

1 0) 扶貧事業 を進 め
､ 貧困地 区の 各種優遇政策を継続する｡

① 扶貧 の ため に社会全体に関心 をもたせ ､ 支援動員する ｡

② 開発型 ､ 開放型 の扶貧を進め ､ 交通 ､ 通信 ､ 電力 ､ 人と家畜の飲料水 ､ 教育､ 医

療 ･ 衛生条件 の改善に努力する｡

1 1) 環境と生態系 の保護

① 環境汚染､ 生態系 の破壊を抑制 し､ 生態的農業を発展 させ る ｡

② 水土流失を防止する総合対策と森林植生 の 回復を早め る｡

③ 2 0 0 0 年 の森林面積を 1 5 . 5 % に高め る｡

④ 農地 ･ 水質汚染を規制す る｡

1 2) 農村 の義務教育を強化する｡ 8 5 % を占め る地域で 9 年制義務教育を普及させ
､

9 5 %

を占め る地域で 5 ～ 6 年制 ､
残り の 地域で 3 ～ 4 年制 の 小 学校教育を普及させる ｡

農村 ､ 特に貧困地域 の 義務教育を支援する｡ 農村青壮年 の非識字率を 一

掃する ｡

1 3) 農村 の 医療衛生条件 を改善し､ 県 ･ 郷 ･ 村 の 3 段階の 医療予防保険網 を整備 し ､

飲料水 の質と衛生状況 を改善する｡

2 . 1 . 3 中国 の 貧困政策 ( 国 家8 7 扶貧攻堅計画)

中国は過去 4 5 年間に人間貧困 の 著し い緩和に成功 してきた｡ しか し
､ 政府は 1 9 9 0 年始め に

貧困増大に懸念 を強め
､

1 9 9 4 年に ｢ 八七扶貧攻堅計画+ ( 8 7 扶貧計画) を打ち出した｡ これ は

8
, 0 0 0 万人 の所得貧困者を 2 0 0 0 年 まで の 7 年間で撲滅する ことを表 して い る ｡ 中央政府は貧

困地域に対する投資と融資を増や し ､ 財政 ･ 金融上 の特別優遇措置 を構 じた ｡ 政府は地方政府
へ の強力な財政支援を行う と同時に ､ 地方政府 の事業実施体制 の 強化 を指示 し､ 更に 1 9 9 7 年

に ｢ 国家扶貧資金管理弁法+ を施行 し
､
開発事業 へ の効率的な扶貧資金利用と管理強化 を図る

と同時に貧困緩和に対す る地方政府 の負担 を要請 して い る｡

1) 本計画実現 の ため の基本方針は 次の とお りで ある｡

(》貧困人 口 の 衣食住満 ち足りた生活改善を第
一 とする ｡

② 扶貧開発 の重点は生活 の 改善に直接関連する農業 ､ 牧畜水産業､ 果樹農業､ 副産

物利用加工業とする｡

③ 科学技術教育と貧困対策計画を推進する｡

④ 立地条件に適合した開発 を行 なう｡

⑤ 社会の力を扶貧事業に動員参加させ る ､

⑥ 自力更生 ､ 刻苦奮闘 の精神を発揚させ る｡

2) 特別優遇措置 (2 0 0 0 年まで継続) は次 の とお りで ある｡

(》全て の貧困戸に対 して食糧の 政府供出販売を免除する｡

② 扶貧貸付け金 の期限 の延長 と抵当保証条件を緩和する｡

③ 全て の 貧困戸に対 して農業税と農業特産税を減免す る｡

④ 関連す る省 ､ 自治区は速やか に 2 級転送制度を整備 し
､ 貧困地 区 のため の財政的

-
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支援を擾供す る｡

⑤ 貧困県 の 新規設立企業､ 先進地 区が貧困地区に設立 した企業に対 して所得税を 3

年 間免 除する｡

⑥ ダム建設によ る移転住民 の支援は受益者負担 の原則に より解決する｡

2 . l . 4 農業と農村工作に 関する政策決定 (1 9 9 8 年1 0 月 三 中全会)

中国政府は
､
1 9 9 8 年 1 0 月 に 中国共産党第 15 期 中央委第 3 回総会( 三 中全会) を開催し､

｢農

業と農村工作に関す る若干 の重大問題 に関する決定+ と して下記 の 1 0 項 目を発表 して い る｡

これは 2 1 世紀を見通 した農業と農村の発展を進め るため の基本政策として 考えられて い る｡

1) 過去 2 0 年 間進 めてきた農業改革の基本政策を踏襲する｡ 即ち ､ 農業を国民経済発展

の 首位に起き ､ ①農民 の 自主権の保証 と積極性 の支持 ､ ②公有制と農家請負制 ､ ③市

場主義経済の 下で の農業の 専業化 ､ 市場化 ､ 現代化推進 ､ ④農民 の創造精神 の尊重､

⑤都市改革と呼応 した農村発展等を継続す る｡

2) 2 0 1 0 年迄 に ､ 経済面で は公有制を主体と して農家請負経営を基礎 に農産物市場体系 ､

農業支援保護体系を確立 し､ 政治面では党の指導の 下に村 の 自治を推進 し
､ 文化面で

は義務教育の普及 ､ 非識字率の
一

掃､ 村 の衛生環境を改善する ｡

3) 農家に経営自主権 を与 え農民の積極性 を引き出 し
､ 土地生産性 の 向上と農業 の産業化

を進 める ｡ そ の ため ､ 土地 の請負契約期間を 3 0 年 に延長する｡

4) 農産物流通体制 ､ 農産品市場体系 を改革､
整備す る｡ 食糧の 買付市場 を国家が管理す

る
一 方で小売市場 を自由化 して食糧 の基本的自給を保証す る｡ 卸売り市場 を発展させ

る こ とや新 しい 流通方式を模索す る こ とに よ っ て生鮮農産物 の市場を活性化土星｡

5) 水利 を重点と した農業基盤建設を加速する｡ 洪水防止 と水資源 不足に対処するた め全

面的､ 統 一 的な水利建設事業を起 こす｡ 同時に農村集団や農家に よ っ て小規模水利施

設 の建設 ･ 整備 を奨励す る｡ また
､ 植樹 ､ 育林 ､ 草地造成 ､ 封 山育林 ､ 小流域 の 稔合

開発等 の 生態農業建設を進め る｡

6) 科学技術の進歩を応用 して農業 の近代化を進め るため
､ 実用技術の 開発 と普及 を奨励

する ｡ また､ 農林畜牧水産業及び農産物加 工 と農村工業 を バ ラ ン ス 良く発展させ ､ 農

村経済の 最適化を進 め る｡

7) 農村 の貧困問題を解決 し ､ 小康を達成する ｡ そ のた め､ 農民 の所得向上
､ 負担軽減､

就業機会の創設 ､ 農家経営 の 多角化 を行うと共に ､ 農村労働力 を国家経済基盤 の建設

に活用す る等各方面 の 力を扶貧活動に参加させ る｡

8) 農村 の民主的法制度を整備 して村民自治を拡大 し
､ 村 レ ベ ル の 民主的選挙 ､ 民主的政

策決定､ 民主的管三哩 ･ 活動を実施させ る｡

9) 農村文化施設 の建設､ 基礎教育､ 成人教育､ 職 業教育を通 じて農村に文化 ､ 科学技術 ､

衛生を普及 し
､ 農村の 社会主義精神文明建設を強化する ｡

1 0) 党農村末端組織を作り ､ 農村リ ー ダ ー と して の幹部を育成 し､ 幹部と大衆 と の関係 を

緊密に して農村政策を正 しく実行す る｡

2 . 2 重度市の 一 般概況

2 . 2 . 1 重慶市の 位置および自然条件

重慶市は ､ 長江( 揚子江) の 中流 に位置 し､ 北部 ･ 西部 を四川省 ､ 東部を湖北省 ､ 湖南省 ､ 陳

南省 ､
南部に 州省と接す る｡ 北緯 2 8

0

1 0
′

か ら 3 2
0

1 3
′

､ 東経 1 0 5
0

1 7
′

か ら 1 1 0
0

1 1
′

の

間に ある ｡ 面積は ､
8

.
2 万 k Iぜで ある ｡

地形的に は ､ 山地 ､ 丘陵地が多く ､ 平坦地が少な い
｡ 重慶市東部地区は ､ 海抜 1 5 0 0 m の 山地

- 5 -



が大部分を 占め る｡ 西部地区は ､ 東部地区に較 べ れば海抜 はかなり低く ､
3 0 0 ～ 4 0 0 m の 丘 陵地

とな っ て い る｡ 平地 の 占め る割合は少なく ､ 全体の わずか 2 . 4 % しか なく ､ そ の 面積は
､

2 4 k

出で ある｡

重慶市の水系は ､ 長江で あり ､ 西か ら東 へ 重慶市を貫流 してお り ､ 代償 1 0 0 の支川が 北部及

び南部か ら長江 に流入 して い る｡

重慶市は ､ 温帯で あり四季があり ､ 季候 は南北 間が山地 と平野部で は異なる｡ 平均気温( 1 9 9 8

年) は ､ 冬季で 7
.
6 ℃

､
春季で 1 6 ℃ ～ 1 8 ℃ ､ 夏季で 2 6 . 1 ℃ ､ 秋季で 1 9

.
7 ℃とな っ て い る｡ 年間

平均降雨量は
､

1 , 1 0 0 m m
～ 1 2 0 0 m である ｡ 冬季 は降雨が少なく

､
4 0 ～ 9 0 m 程度で ある｡

2 . 2 . 2 社会状況

(1) 人 口と少数民族

19 9 8 年 の全国人民大会に お い て重慶市 は四川省 より分離し直轄市とな っ た｡
こ の行政変更

に より ､ 重慶市の 人 口 は 3
,
0 6 0 万人とな っ た｡ こ の 内､ 農業人 口 は 2

,
4 4 5 万人であり､ 全体 の

8 0 % を占める｡

人 口構成の 大部分は ､ 漢民が 占め る｡ 少数民族 の 占め る割合は 6 % で 1 7 5 万人で ある ｡
こ の

内､ 主な少数民像 は士家族 (1 1 3 万人) ､ 苗族 ( 5 2 万 人) で あるが ､
これ らも含め ､ 回族 ､ 蒙

古族 ､ 満族等 5 0 程度の少数民族が存在す る｡

少数民族 の 人 口 は ､ 漢民族と比 べ れ ば数も小さく ､ 漢民族 と の対 立な どの 問題 は発生 して い

ない
｡

しか しなが ら
､ 高地斜面の 自然条件 の厳し い地域で居住す る少数 民族 の多くは貧困状況に あ

り､
こ の貧困状況緩和が今後 の 開発 の 大きな課題と な っ て い る｡

重慶市の 内少数民族 の人 口

民 族 人 口 ( 万人) 比 率 (%)

漆聾未読琵墓董､ ､..こ..藁葺､ ､き.:､ 革妻堅･
､重く､ ､ 将 鮎…誓垂

湊 族 2 , 8 8 4 9 4 . 3

士 家 族 1 1 3 3
.
7

苗 族 5 2 1 . 7

回 族 0 . 9 0

そ の 他 9 . 1 0
.
3

( 2) 行政区画

重慶市の 行政区画 は
､ 重慶市が直轄する 1 3 の 区の ほか に ､ 4 つ の県級市､

2 3 の 県が ある｡

地理的特徴は ､ 人 口 の多い西部の 開発が進 んで おり ､ 都市部は ビ ル の 建設 ラ ッ シ ュ で あり ､

その経済的発展 は目 ざま し い ｡ それに対 し
､ 東部地区は標高が高く ､ 農業生産も低 い こ とから

貧困地帯が多い ｡

( 3) 貧困地区

中国 の貧困人 口 は 主に 内陸の中 ･ 西部に集中して い る ｡ 社会の安定を重視す る中国政府 にと

っ て
､ 貧 困対策は大きな経済的 ･ 政治的課題 で ある｡ 1 9 9 4 年 より ｢8 7 貧困攻略計画+ を実施

中で ある こ とは既述 の とお りで ある｡

重慶市に お ける貧困地 区は
､ 東部 に集中 して い る こ とは既に述 べ た 通りで あるが

､ 東部地区

は自然条件や交通 の 便が悪く
､
産業構造 も単

一

で文化水準が 低い と い う ､ 小数民族が多い ｡ 従
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っ て 貧困地区も多く
､ 貧困状況か ら脱する ことが困難な地区で ある｡

いずれも農耕地 ､ 教育施

設 に恵まれな い ｡

2 . 2 . 3 農業生産

前述 したように
､ 農家人 口 は重慶市全体 の 8 0 % を占め る 2 , 4 4 5 万人 にもかか わらず､ その 農

業生産高は ､ 重慶市G D P l , 4 2 9 . 6 億元 (1 9 9 8 年) の 内 2 1 % (2 9 8 . 7 億元) しか 占めて い な い ｡

その ため
､ 農業生産 の

一

層 の 向上が重要な課題とな っ て い る｡

下表 に重慶市の 農業生産高 (1 9 9 8 年 重慶市年鑑) を示す｡

作 物 生産高 (1
,
0 0 0 t )

(》 穀物 ( 米 ､ イ モ
､ 豆) 1 1 , 5 5 0 . 0

② 油脂 2 5 1 . 0

③ 果物 7 4 1 .
0

④ 水産物 1 7 9 . 0

⑤ 茶 1 5 . 3

⑥ カイ コ 2 9 . 2

⑦ 2 4 5 . 0

重慶市全体で
､ 耕地面積 は 1 6 3 万 h a で あり ､

こ の 内水 田面積は 8 2 万 b a で ある ｡ 潅漑水 田

は 6 1 万 h a で あり ､ 重慶市 の水 田全体 の 潅漑実施率は 7 5% となる｡

農村人 口 2 , 4 4 5 万人の 内
､ 労働人 口 は 1 , 3 1 7 万人で ある｡ こ の 内､ 農林水産業に従事す る人

口 は 9 3 4 万人で あり
､ 他 の 3 7 3 万人は農林水産以外の 労働に従事 して い る｡

2 . 3 重よ市農業の 抱え る間違 点

重慶市は重 工業都市と して有名で あるが ､
｢ 農業大市+ と して も知られて お り

指の 農業生産高を誇 っ て い る ｡ 農民 1 人当り の平均純収入 は 1
,
7 2 0 元/ 年で あり

は 比較的高 い収 入を得て い る｡ 重慶市 の 農業政策と して は ､ 農業生産 の増加串ゝら

中国でも屈

中国内部で

｢ 高生産 ･ 高

品質 ･ 高効率 の農業生産+ へ の転換に重点が置 かれて い る ｡

しか しなが ら､
こ の ような農業の発展 の 中で

､ 東部地区は地形条件 の厳 しさ ､ 市場 ア ク セ ス

へ の 困難さか ら､ 都市部を中心とする西部地区と比較す るとその発展は遅れてお り ､ 東部地区

の農業開発が重要な課題とな っ て い る ｡ 主な問題点は次の とお りで ある｡

① 農業イン フ ラ建設が 立ち遅れて い る ｡ 地形が 峻烈なため
､
イ ン フ ラ整備 の ため の建設

費が 高く ､ 潅漑設備等の農業生産基準 の整備が遅れて い る ｡

② 農村人 口 に対 し耕地が少なく ､ 農民 1 人当 り の 耕地面積は 0 . 8 畝/ 人 (0 . 0 5 b a/ 人) と

極端に小さ い ｡

③ 本地区 の 地表水 ､ 地下水 の大部分は長江に流入す る｡ その ため ､ 長江 の水質､ 環境等

の保全 の ため ､ 農薬､ 化学肥料 の投入 を極力小さくす る必要が ある ｡

④ 耕地 の 不足 を補うため
､ 傾斜地 の 大部分が畑地とな っ て おり

､
その ため ､ 山土流出を

誘発 して い る｡

⑤ 農産 市場 の 情報を持たな い農村地区が多く ､ 農産物 の 需要に的確 に対応 した農業生産
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を確立 して い ない
｡

⑥ 重慶市に は
､

2 . 5 万 h a の茶園が あり､ 武 陵山区､ 三峡庫区が属する三峡 ダム 地区に

は 1
.
5 万 h a の茶園がある｡ 単位面積当り の収量が低 い こ と

､ 品質が低位で ある こ と

か ら茶 の栽培を行う農家の生活は 貧し い
｡
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第 3 章 真部貧困地域 の 故事

重慶市 の東部 ､ すなわち武陵山区及び三昧庫区は典型的な農村地域で あるが
､ 貧 困人 口 が集

中 して お り ､
三昧庫区の 1 5 県の 内 ､ 国及び省級 の貧困県が 1 3 県 (城 口

､
巫渓 ､

巫 山､ 開 ､ 雲

陽､ 奉節 ､ 万州 ､ 梁平 ､ 忠 ､ 石柱 ､ 長寿 ､ 豊都､ 清陵､ 武陵､
南川 のうち長寿 ､ 梁平を除く) ､

武陵山区は 4 県全て (幹江､ 彰水 ､ 西陽 ､ 秀山) が国級 の貧困県 とな っ て い る｡ こ の地区 の
一

人当り の年収はわずか 1
,
3 0 0 元前後で ある ｡ これ ら の地区では

､ 中国で言 う温飽問題 ( 腹い っ

ぱい食 べ られる こ と) が解決されて いな い
｡

また ､ 山地面積が 8 0 % 以上を占め ､ 森林被覆率も 2 1 % に過ぎない の で ､ 土壌浸食に よる環境
問題 も大きな問題 とな っ て い る｡ 重慶市全体では

､ 年間 1 . 4 億トンの 土砂が長江に流入 して い る

と見積もられて い る ｡ また
､ 毎年 ､ 化学肥料 の 4 0 % が長江に流出 して い る｡

年間降水量は 1
,
0 0 0 m で あるが

､ 降雨 の 8 5% が 5 ～ 1 0 月 に集中して い る｡ 地形が 峻烈なため
､

降雨が地表に溜流せず､ 長江に短時間に流出す るため
､ 降雨の 2 0 % しか農業に利用されて い な

い
｡ また, 早魅 は

一

般 に 3 0 ～ 5 0 日あり
､ 最長で 8 0 日間も続く こ とが ある ｡ こ の ため

､ 本地区

で は降雨を貯留するため ､ 池 の整備と農業用水 の効率化 を図るため の節水潅漑の 導入が急務と

な っ て い る｡

さらに ､ 農産物 の 品質を向上させ
､ 農産物 の 市場競争力を持たせ る こ とも重要な課題 である｡

-
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第4 章 東部貧困地域鼻糞開発計画 の 概要

4 . 1 東部貧困地域農業開発計画の 基本構想

計画対象地域にお ける ｢貧困 の緩和 と環境の 保全+ を図るため には ､ 住民 の主要経済活動で

ある農業を振興させ ､ 生活水準 を向上させ る こ とが重要である｡ こ れに は農業生産基盤 を整備

するとともに
､ 住民生活 の 場である農村生活基盤整備も並行 的に実施する こ と

､
さらに農業 ･

農村の持続的な発展には 生産基盤 ･ 生活基盤 の 整備とともに
､
生産 ･ 生活を取り巻く 自然環境

を整備保全する こ とが不可欠 で ある｡

また農業 ･ 農村 の持続的な発展に は
､

こ れまで の ような局地的 自給自足的な農業で は限界が

あり
､ 都市部との文化的な交流まで も視野 に入れた広域的な流通 シ ス テ ム の整備 が必要で あろ

う｡ こ れに は
､ 農民が正 当な利益を得られる ように①生産農民の 組織化 を進 める｡ また貧 困地

域の 多くは 山間地に あり ､ 生産物 の販売市場から遠い ため ､ ②市場情報入手 ･ 市場 へ の ア ク セ

ス 面 の改善が 重要で ある｡ 山間地 の多く では果樹栽培奨励な ど生産技術面か らの み の 振興策が

多く ､ 市場 へ の ア ク セ ス
､ 他地域との競合などを勘案せず､ 産地過剰が発 生 して い る事例が多

く見られ る｡ こ の ような問題 を避けるため には ､ 十分は市場情報に基づ い て作目選択 ･ 販売促

進対策が重要で ある｡ さらに
､ 貧困地域で こ の ような ノ ウ ハ クを持 つ 人材を確保する こ と は難

しく
､

これら の③改善 ･ 運営には政府機関が支援する必要が ある｡

4 . 2 東部貧困地域鼻糞開発計画 の 内容

上記 の基本構想を基に
､ 効率的に目標 を達成す るため

､ 以下 のサブ ･ プ ロ ジ ェ ク トを策定 し

た｡

(》 農業開発技術開発計画

東部貧困地 区の 農業 を振興させ持続的な農業と して発展させ るた め には
､ 安全で

品質の高い農作物 を市場に供給す る こ とが重要で ある｡ 中国で は多年 にわたり農

業生産に多量化 学肥料が 不適切 に用 い られてお り
､ 重慶市にお い ても大気 ､ 水 ､

耕地を汚染して い ると考えられて い る｡ 1 9 9 9 年 には ､ 重慶市で化学肥料 に汚染

された農作物が市場に出回 り中毒事件が数度発生 した ｡
こ の ため

､ 化学肥料を減

少させ
､
地形が峻烈な耕地 を持続的に保持す るために地域に実情に あ っ た以下 の

技術を重慶市農業局が中心 とな っ て開発する ｡

農産品 の安全規格

農産品 の検査技術

病中害防除技術

土壌成分観測技術

微生物肥料施肥技術

土壌生産性回復技術

水土保持技術

② 草地開発計画

重慶市の 長江 ､ 嘉陵江流域に は約 1 , 5 0 0 万ムー の 草地が存在するが
､ 大部分は武 陵

山区､
三峡庫区に集中する｡ しか しなが ら､ 牧畜と して の利用率は低く ､ 急傾斜

地で 耕地化されて水土流 出を呼び起 こ して い る地 区もある ｡ こ れら の 問題 を解決

す るため ､ 下記 の 5 つ の 開発事業を行う ｡

一 牧草繁育基地 の建設
一 人工 草地 の 開発

-
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一 牧草種子 セ ン タ
ー の 設立

一 牛 ･ 羊繋育セ ン タ ー の設立
一 疫病防止 技術､ 草地管理技術の確立

③ 農業情報開発計画 (重慶市農業局)
1 9 9 0 年代以降､

コ ン ピ ュ
ー

タ の普及は 中国で もめざま し い もの がある｡ 特にイ

ンタ ー ネ ッ トは､ 農産物市場 の動向を知り ､ 農産物を効率的に生産する道具と し

て有効と考えられ る ｡ しか し
､ 武陵山区､

三峡庫区の ような貧困地区で はイ ン タ
ー

ネッ トにア クセ ス する機会がなく､ 従 っ て市場動向が 把握で きず､ 市場性 の あ

る農作物 を適時に生産 し
､ 最も有利な市場に運搬する こ とが不可能で あり､ 市場

か ら取り残されて い る の が現状である｡ 従 っ て ､ 重慶市農業局が 中心とな っ て市

場ネ ッ トワ ー ク網 を市 一 県 一 郷鎮で整備 し､ 農業情報を農民に的確 に伝 える シ ス

テ ム を構築する｡

そ の ために ､ 以下 の事業を実施す る｡

一

橋報ネ ッ トワ ー ク基地 の建設 (市､ 県 ､ 郷鎮レ ベ ル)
一

情報ネッ トワ ー ク の ソ フ ト整備
一 情報ネ ッ トワ ー ク のサ ー ビス 整備

一

情報ネッ トワ ー ク の研修

④ 園芸作物開発計画 (重慶市 ( 三峡庫区) 園芸作物良種繋育推進セ ン タ ー )
三峡庫区では ｢ 退耕運林+ を実施する面積 は 5 7 3 万ムー と計画され てお り ､ 貧困層

とされる 3 0 0 万人 の農民 の生活自立が問題 とな っ て い る｡ さらに ､
三峡ダム 建設

に よ る農民の 移民問題が あり
､
これ ら農民 の安定 した農業生産が急務となて い る｡

本地区は 日本 の南部の 温暖な気候と似てお り日本 の品質の 高 い果樹 ､ 茶 ､ 花井等

を導入 し､ 農民 の所得を向上させ る必要が ある｡ そ の ため に以下 の 事業 を実施す

る ｡

一

商品価値 の ある 日本 の果樹 ､ 茶 ､ 花井の 品種 の 導入
一

育苗 ､ 濯蔽技術の 開発
一 園芸作物 の研修

⑤ 節水潅漑モ デル地 区開発計画

武陵山区 ､
三峡庫区は ､ 重慶市 の 中で最も貧困が集中 して お り ､ 地形が 峻烈で降

雨の期 間に季節的な偏りが あるため
､ 年 間降雨量 の 2 0 % しか農業に利用されて

お らず､ 農業にと っ て の 条件不利地域とな っ て い る｡ 本地区で は ､
3 0 0 万ム ー の 耕

地が水源に不足をきた して い る状況である ｡ これ ら の現状を改善するには ､ 耕地

の基盤整備 を行 い 飾水潅漑の 導入 を図り港漑用水 の効率的な利用 を実施す る必

要がある｡ 具体的に は以下 の事業を実施する ｡

一 土壌浸食防止 エ

ー 土壌保水力 の 向上
- マ ル チ栽培の普及
一 耐干性農作物 の栽培及 び節水潅漑技術の確立

以上 の 事業 を具体化するた め
､ 耐干性農作物栽培 の ため の パ イ ロ ッ トフ ァ

ー ム を

武陵山区と三峡庫区に建設 し
､

これら の栽培における営農技術を確立する｡

そ して ､ 武陵山区ある い は 三峡庫 区に節水潅漑の展示農場を建設 し
､
点滴潅漑､

ス プリ ン クラ ー

濯漑に よる農業生産 の効率化 の 技術を研究する｡

⑥ 茶加 工技術開発計画

7 0 年代か ら､ 中国で は茶 の 輸出と生産高 を揚げるた め
､ 民 間 レ ベ ル で 日本 の 煎

茶 ライ ン を沿岸部に導入 したが
､ 重慶市では

､
その ような設備 ､ 技術は導入 され

-
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て いな い ｡ 日本の 煎茶技術で重要と考えられ る の は ､ 中国 の炒青茶 と焙青茶技術
の かわり に蒸気で殺 青する方法と微粉茶全自動技術で ある ｡ 武陵山区､

三峡庫区

には ､
1 . 5 万 h a の茶畑があり品質､ 加工技術が低 いため茶 の栽培農家の収入は

低い ままで ある｡ 従 っ て ､
上記 の 煎茶技術を導入すれば､ 飛躍的に茶 の 栽培農家

の収入が向上する｡

本計画は ､ 氷川市(重慶市を構成す る県級市) に存在する重慶茶業研究所が担当

する｡ 本研究所は茶園が 5 2 b a あり ､ 年 に 5 0 トンの 生産高がある｡ 加工用作業場が

4
,
0 0 0 m 2 ある｡

⑦ 食肉加 工 開発計画

武陵山区､
三峡庫区におい て農民の 所得を飛躍的 に向上させ る の は ､ 兎の繁育で

あると考えられ て い る ｡ 中国で は兎 肉 の 消費量は 0 . 3 k g/ 人 ･ 年で あり ､
西 欧

(2 k g) ､ 東欧 (1 k g) と比 べ ると低く ､ 中国国内市場で の潜在的な需要は相当あ

ると見込まれて い る ｡ 重慶市における兎肉の 生産量は 1 . 1 万トン (6 0 0 万匹) で あ

り
､
全国生産高 の 4 % を占めて い る｡ 今後 ､ 兎肉の 生産か ら加 工 ･ 販売まで の

一

貫 した生産体制が できれば
､

-

農家あた り の純所得は 5 , 0 0 0 ～ 7 , 0 0 0 元増大する

･と試算されて い る｡

4 . 3 計画実施体制

(1) プ ロ ジ ェ ク ト の実施

プ ロ ジ ェ ク ト の実施 には ､ 重慶市人民政府 の 中に ｢ プ ロ ジ ェ ク ト の領導小組+ とい う特別 の

実施体制が 組織され る｡ 通常は
､ 省長も しくは副省長が小組長となり ､ 組員に各関連機関 の長

が指名され る｡ こ れ は人民政府部内にお ける ス テ イ ア リ ン グ ･ コ ミ ッ テ ィ
ー

となる｡ 各関連 の

州県市な どの 行政機関 へ の通達なども こ こ か ら発せ られ る ｡ こ の 小組 の 政策指令の 下に
､ 事業

実施 の 組織が置かれ る｡ 本計画 の場合は農業向 の 中に ｢計画実施弁公室+ が置かれ ､ 直接実施

の 指揮 を執る ことになる ｡

行政機構 は省の 下に州 ､
地区 があり

､
そ の 下に県､ 郷鎮､

行政区が ある｡ また各国連地区州

県市等 の人民政府内に も同様 に ｢ 計画実施 の領導小組+ が 置かれる｡ そ して 各県級まで実施機

関の下に弁公室が置かれて事業 の 実施に あたる ｡

末端 の 住民主体事業は ､ 村民委員会も しくは農民組織 (専業協会など) が実施主体となる ｡

行政村は行政機関で はなく 自治組織 であり ､ 村民 の 直接選挙に よ っ て村民委員会が置かれ て い

る｡ 村民委員会は村民委員会組織法に より設立され ており ､ 村民会議 の決定を受 けて ､ 住民(農

民) 主体事業 の 実施主体となる こ とが法的に可能で ある ｡

(2) 行政支援事業の 実施条件

行政支援事業の実施主体は
､ その 事業内容 に よ っ て 担当する機関が異なるが

､ 実施地区 の 担

当機関が実施する｡ 概略下記 の ように推量され る｡

1) ハ ー ド (8 a r d) 面
一 農村道路 (実施地区 の 県道路局指導の下 に郷村が実施する)
一

潅漑施設 ､
圃場整備 の整備 ( 実施地 区県 の 関連機関 ､

小規模の 場合は農業庁
､

大規模は水利庁が 実施する)

2) ソ フ ト ( S o f
■

t) 面
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農業技術開発 (重慶市農業局が 中心となり経済発展お よび生活改善の ため の 技

術開発と普及を実施する)

参加促進事業(農業局長が小組長となる農民組織 の ため の領導小組が組織され
､

各級行政機関に 同様 の 小組が構成されて 事業実施をする)

- 1 3 -



第 5 章 東部貧困地域開発計画 の 調査実施策

本調査 の 目的は ､ 重慶市 の東部貧困地区 (武陵山区､
三昧庫区) を対象に ､ 貧困緩和及び環

境保全を目指 した農業総合開発 計画 の マ ス タ ー プラン ( 基本計画) を策定 し
､

モ デ ル地 区を選

定し
､ 選定 した地区にお ける農業総合開発計画 の フ ィ

ー ジビリテ イ ( 事業実施計画) 調査 を実

施する こ とで ある｡

本計画は ､ 地域社会 の持続的自立発展 の 起動力 となるような農民参加型に よ る農民主体事業

の展開を目指 して い る｡ 東部貧困地 区の 類型 区分 を自然環境条件および社会経済環境条件双方

から行 い
､

P C M (P r oj e c t C y c l e M a n a g e m e n t) 計画 ･ 立案手法を主体に各類型 に見合 っ た計画

策定を行う｡

本計画 を効率的に実施するために以下 の サブプ ロ ジ ェ ク トを重慶市農業局が 中心 とな っ て

実施する｡

( 1) 農業開発技術開発計画

(2) 草地開発計画

(3) 農業情報開発計画

(4) 園芸作物開発計画

(5) 節水潅漑 モ デ ル地 区開発計画

(6) 茶加 工技術 開発計画

5 . 1 基本計画 ( マ ス タ ー プ ラン) の 策定

(1) 関連資料 ･

情報 の収集
･ 分析

一 衛星画像解析に よる ､ 地形図作成お よび傾斜度 ･ 植生域の情報

一 気象､
水文

､
地質､ 土壌に関す る資料

一 社会経済､ 農業経済､ 農産物流通 ､ 農業支援諸制度に関す る資料
一

農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業に関する資料

一 潅漑排水 ､ 農業 ･ 農村イ ン フ ラに 関する資料

一 環境問題 お よび保全対策活動に関す る資料
一 中長期開発計画および重点 ･ 優先地区に係 る情報

(2) 現場調査

一 水文等水源開発 ､ 農地保全

一 土壌､ 土地利用調査

一

既存潅漑排水施設調査

一 農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業 ､ 農林水産品流通 ･ 加 工

一 農業経済､ 農民組織等諸制度
一 自然､ 社会環境調査

一 受益地域住民 の 開発 ニ ー ズ
､ 開発意識/ 意向に係 る情報
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一 総合 開発計画に関する公聴会の 開催

(3) 自然環境条件 ･ 社会経済環境条件からの 武陵山区､
三陳庫区の 類型区分

(4) P C M 手法を用 いた農業総合開発 (サブプ ロ ジ ェ ク トを含む) の策定

5
. 2 実施計画 ( フ ィ

ー ジビリテ ィ
ー ･

ス タデ ィ) の 策定

選定 したモデ ル地区に対 し
､ 以下 の作業を行う｡

( 1) P C M 手法 を主体とした農民参加型調査の実施

(2) 住民 ( 農民) 主体事業 ･ 行政支援事業の 実施計画策定

5 . 3 調 査の期間

調査 の 実施は ､
2 0 0 2 年か ら 2 0 0 3 年にわた っ て行う ｡ 調査 の 実施行程は以下 の とお りで ある｡

調査 の実施期間

年度 2 002 年度 2 0 0 3 年度

月 1 0 11 1 2 2 3 蔓 4 1 0 1 1 1 2 喜 1 3

政府間

調整

本格

調査
仙炒) 和魂

1

1
f

(田S)

凡例 :
■■ 現地調査 作業 ⊂コ 国内作業

5 . 4 調査団 の構成と専門分野

調査団を構成する専門家と専門分野は以下 の とお りで ある｡

一 総括/ 開発計画

一 農業農村基盤

一

農村社会/ 農民組織

一 土地利用/ リ モ ー トセ ン シ ン グ

ー 農地保全/ 水資源

一 環境
一

首農 ･ 栽培 / 農産物加工

一 果樹/ 林業

一 畜産/ 畜産物加 工

一 農業経済/ 市場 ･ 流通

一 施設設計/ 積算
一 事業評価

一 1 5 一
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添付資料
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1

中華人民 共和国

重慶市東部貧困地域農業開発計画

技術 ( 開発計画調査) 協力要請書 (案)

プ ロ ジ ェ ク ト名

重慶市東部貧困地域農業開発計画

調査対象地域

重慶東部 (武陵山区､
三嘆庫区)

調査実施機 関

中国重慶市農業局お よび科学技術委員会

想定され る援助機関

目本国政府 ､ 国際協力事業団

調査 の 目的

本調査 の 目的は
､ 重慶市東部貧困地区 の 農村地区 の貧困緩和を目標 として

､
同市の

東部貧 困地区農業開発計画 マ ス タ
ー プラ ン (基本計画) を策定 し､ モデ ル地区ある

い はモ デル( コ ン ポ
ー ネ ン ト)要素を選 定 し､ 選定したモ デル 地区ある い は 要素に対

する農業開発計画 の フ ィ
ー ジビリテ イ (事業実施計画) 調査 を実施する こ とで ある｡

計画対象地域にお ける ｢貧困の緩和と環境の保全+ を図るため には ､ 住民 の 主要経

済活動で ある農業を振興させ
､
生活水準を向上させ る ことが重要で ある ｡ これには

農業生産基盤を整備するとともに
､ 住民生活 の場で ある農村生活基盤整備も並行的

に実施する こ と ､ さらに農業 ･ 農村の 持続的な発展 には生産基盤 ･ 生活基盤の 整備

とともに ､ 生産 ･ 生活を取り巻く 自然環境を整備保全する こ とが不可欠で ある ｡

調査計画 には､ P C M (P 向 ∝t C y cl e M a n ag e m e nt) 手法を主体に して計画策定を行う｡

さらに
､

上記 の基本構想 を基に ､ 効率的に 目標を達成するため ､ 以下 のサブ ･ プ ロ

ジ ェ ク トを策定する｡
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① 農業開発技術開発計画

② 草地開発計画

③ 農業情報開発計画

④ 園芸作物開発計画

⑤ 節水潅漑モデル 地区開発計画

⑥ 茶加工技術開発計画

⑦ 食肉加 工開発計画

`

`
.
1

計画 の背景

中国お よ び重慶市の背景

中国 の 労働人 口 のうち約 5 0 % は農業に従事 し
､ また 1 次産業が G N P の 2 0 % を占め

､

か つ 農産物や加 工 品を輸出して い るな ど
､ 中国産済に と っ て農業は重要な産業部門

である｡ しか しなが ら人 口 に比 べ 耕地が少なく ､ 伝統的に食撞 の増産を第
一

目標と

してきた ため
､ 農業の 経済構造 の発達が未熟で

､ 農村経済の発展が遅れてお り､
工

業と農業 の格差 ､ 都市と農村 の格差､ 農村 の貧困等が問題とな っ て い る｡ こ の よう

な状況下で 1 9 9 6 年 3 月 に発表された第 9 次 5 ケ年計画(1 9 9 6 年 - 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期目標で は農業部 門に重点 を置き､
｢ 国民経済発展 の 中で農業の強化 を最優先

事項J と し､
｢ 農業を現代化させ て商品化 ･ 専業化 を高め

､
総合生産能力と防災能

力 の強化
､
農業の 規模化 ･ 労働生産性 の 向上に よ っ て農民 の収入増加を図り農村で

の小康水準を全面的に実現+ す るとうた っ て い る ｡

また貧困撲滅 に力 を注 い で い る中国政府 は 1 9 9 4 年に ｢ 八 七扶貧攻堅計画+ (S 7 扶

貧計画) を打 ち出 した｡ これは 8
,
0 0 0 万人 の所得貧困者 を 2 0 0 0 年まで の 7 年間で撲

滅す る こ とを表 して い る｡ 中央政府は貧困地域に対する投資と融資を増や し､ 財政 ･

金融上 の 特別優遇措置を構 じた｡ 政府は地方政府 へ の 強力な財政支援を行うと同時

に
､

地方政府 の事業実施体制 の 強化を指示 し
､

更に 1 9 9 7 年に ｢ 国家扶貧資金管理

弁法+ を施行 し
､ 開発事業 へ の効率的な扶貧資金利用と管理強化を図ると同時に貧

困緩和に対する地方政府の 負担を要請 して い る｡

重慶市は重工業都市として 有名で あるが ､
｢ 農業大市+ と して も知られており ､

中国で も屈指 の農業生産高を誇 っ て い る｡ 農民 1 人当り の平均純収入は 1
,
7 2 0 元/

年であり ､ 中国内部で は比 較的高 い収入 を得て い る ｡ 重慶市の農業政策と して は
､

農業生産 の増加か ら ｢ 高生産 ･ 高品質 ･ 高効率 の 農業生産+ へ の転換に重点が置

かれて い る｡

しか しながら ､
こ の ような農業の発展 の 中で ､ 東部地 区は地形条件 の厳 しさ ､ 市
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7

7 . 1

場ア ク セ ス へ の 困難さか ら､ 都市部 を中心 とする西部地区と比較す るとそ の発展

は遅れており ､ 東部地区 の 農業開発が重要な現題とな っ て い る ｡ 主な間者点 は次

の とおりで ある ｡

(∋農業イ ン フ ラ建設が 立ち遅れて い る｡ 地形が峻烈なため
､

イ ン フ ラ整備のた め の

建設費が 高く ､ 潅漑設備等 の農業生産基準 の整備が遅れて い る｡

② 農村人 口 に対 し耕地が少 なく
､ 農民 1 人当り の耕地面積 は 0 . 8 畝/ 人 (0

.
0 5 h a/ 人)

と極端 に小さ い
｡

③ 本地区 の地表水 ､ 地下水 の 大部分は長江に流入す る｡ そのため
､ 長江 の 水質､ 環

境等 の保全 の ため ､ 農薬､ 化学肥料 の 投入 を極力小さくす る必要がある｡

④ 耕地 の 不足を補うため
､ 級候斜 の 大部分が畑地とな ら てお り ､ そ の た め

､ 山土流

出を誘発 して い る｡

⑤ 農産市場 の情報 を持たな い農村地区が 多く
､ 農産物 の 需要に的確に対応 した農業

生産を確立 して い ない
｡

調査 の 必要性

重慶市農業局は上記 の環境保全 お よび貧 困緩和 の ため に ､ 節水潅漑の 導入 ､ 潅漑施

設 の整備 ､ 便斜耕地 の棚 田造成 など農業生産基盤 の整備に よる耕地 の生産性 の 向上 ､

バ イ オガ ス
･ 営農飲雑用水施設普及 に よる農民の 生活環境改善などを図 り貧困 の緩

和 ･ 環境保全 の推進を目指 して い る ｡ これに は省 の 全人 口 の 約 S O % 以上が従事す

る基幹産業で ある農業を振興 し､ 農村地域農民の 生活水準向上を図る こ とが 至当と

判断される｡ 重慶市東部地区 の貧困緩和の た めに は ､ 農業 ･ 農村開発 を体系的視点

か らとらえた農業生産基盤 ･ 環境の 改善が迫られており､
こ の 地区 の農業開発計画

の技術援助を要請するもの で ある｡

調査 の内容

マ ス タ ー プ ラ ン調査

(1) 関連資料 ･ 情報の収集 ･ 分析

社会経済開発計画､ 関連事業調査等､ 行政機構 の 情報

農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業 ･ 茶業など の生産に関す る資料

農業技術開発 ､ 草地開発 ､ 園芸作物開発に 関する資料
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節水

社会経済､ 農業経済､ 農産物流通 ､ 農業支援諸制度に関する資料

農業 ･ 農村 ･ 流通イ ン フ ラに関する資料

流通 ､ 価格の 実態に関する資料

環境問題および保全対策活動 に関する資料

農産物品質管理 ､ 安全衛生に関する資料

7 . 2

(2) 現場調査

農業
一 般調査

農業組織調査 ､ 農家調査
､ 農村社会慣行調査

節水潅漑モデ ル地区 の 調査

草地開発 モデ ル地区 の 調査

茶業試験場 の 調査

家畜調査

一

般消費者調査
､

大口 消費者調査
､ 量販店調査

､
品質指 向性調査

一 価格動向調査 ､ 価格決定機構調査
､

流通経路
･ 輸送経路調査

､
流通圏 ･ 流通量調査

､
取引形態 ､ 流通情報 ･

コ ス ト調査､ イ ン タ
ー ネ ッ ト普及調査

流通組織調査 ､ 流通施設調査 ､ 農産物加 工調査

関連機 関､ 組織 ､ 企業等 の 改善に対する ニ ー ズ
､ 意識 / 意向に係る調査

施設建設費､ 物流 コ ス ト調査

フ ィ
ー ジビ リテ ィ調査 ( モ デル 地区単位 ､

ある い は モ デル コ ン ポ
ー ネン ト単位)

(1) P C M 手法を主体と した関係者参加型調査 の実施

(2) 事業の 実施計画策定
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詞査 の期間

調査 の実施は ､ 2 0 0 2 年 か ら2 0 0 3 年にわた っ て行う｡ 調査 の 実施工程は以下 の とお

りで ある ｡

調査 の 実施期間

年度 2 00 2 年度 至 2 003 年度

月 1 0 11 1 2 2 4 i 5 10 11 ぎ1 2 2

敢府間

調整

本格

調査 草
本

㌣画 (ヤ) 甲
査
盲 (F 串)

凡例 : ■ 現地調査作業 ⊂コ 国内作業

, 調査団 の構成

調査団を構成する専門家と専門分野は以下 の とお りで ある ｡

- 総括/ 流通制度

一 農業 ･ 農村基盤

一 農村社会/ 農民組織

一 市場/ 流通組織

営農/ 農業開発計画

一 農産物加工/ 品質管理

一 市場/ 流通施設計画

一 農業経済/ 金融制度

一 施設設計/ 積算

一 環境/ 事業評価

1 0 日中協力 に よる調査 の実施

本調査 の 実施は ､ 日本側派遣に よ る調査団と重慶市農業局及び科学技術委員会なら

びに 関連機関か ら派遣されるカ ウン タ ー パ ー ト団員と の 緊密な協力 の 下 に行うも

の とする ｡
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添付資料-

2

面 会 者 名

役職 氏

副総理

副局長
副局長

所長
副所長

調研貞
所長
鎮長

副主任

･

A
一

か
.

N ｡
一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

‖

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

9

0

1

2

1

2

2

2

⊥
北京徳源会議服務有限公 司

重慶市農業局
重慶市農業局

重慶市農業局 国際合作所
重慶市科学技術委員会国際合作所
河南省科学技術委員会国際科技合作所
重慶市科学技術委員会国際科技合作所
重慶市南岸区長生橋鎮人 民政府
重慶市科学技術委員会

重慶市農業局国際合作所
重慶市科学技術委員会

重慶市農業局市場信息所
重慶市茶葉研究所

重慶市畜牧獣医科学研究所
重慶市農業局環保能源所

重慶市茶菓研究所
重慶市農業局経済作物技術廣祐

重慶市土壌肥料祐

副主任
所長

副所長

副所長
所長

所長
副特長

副特長
C h o n g qi n g A 皿i m al S cie n c e 弧d V ete ri n a け h stit u te D ep u ty Di r e c t o r

日本国際協力事業団 中国潅漑排水技術開発f 日本人専門家
中国水利部中国潅漑排水発展中心 副主任
日本国中華人民共和国大使館

一

等書記官

生

生

生

生

生

生

生

生

生

生
生
生

生

生

生
生

生

生

先
先
先

先
先
先

先
先

先
先

先
先
先

先
先

先
先

先

森
平
勤

国
明

東

噸
明

生

勇
文

末
玲

富
束

林
偉

偉

衛
邦

保
安

暁
峨
長

夏
紅

建

祖
勇

陽
忠

程
陳
叶

文
唐
文

李

李
播
雷

張
王

部
黄
欧

李
熊

李
D r . Y . F . H u a n g

鈴木尚登先生

顧宇平 先生

北林英
一

郎先生

国
国

国
国
国

国
国
国

国
国

国
国

国
国
国

国
国

国
国

中
中
中

中
中

中
中
中

中
中

中
中

中
中
中

中
中

中
中

中国
中国

雨 音京 鮎
一

重慶市喩中区人 民路23 8 - 2 号
重慶市喩中区人 民路23 8 - 2 号
重慶市喩中区人 民路2 3 8

-

2 号
重慶市喩中区人 民路23 6 号
河南省鄭州緯二 路三号
重慶市喩中区人 民路2 36 号
重慶市南岸区長生橋鏡政府

重慶市喩中区人 民路2 3 6 号
重慶市喩中区人民路2 38

-

2 号

重慶市喩中区人民路2 3 6 号
重慶市喩中区人 民路2 3 8 - 2 号
重慶 ･ 永川市宣花路20 5 号
重慶市石橋鋪玉 霊洞2 0 0 号
重慶市喩中区人 民路2 3 6 号

重慶 ･ 永川市宣花路20 5 号
重慶市喩中区人 民路2 3 8

-

2 号

重慶市江北区革新村32 5 号
2 0 0 Y uli n g d o n g R o a d

,
S hiqi a o p u

,

ユ弘也王 幽
0 8 6

-

1 0
-

8 3 51 7 4 6 6

0 8 6 - 2 3 - 6 9 0 1 6 1 3 8

0 8 6
-

2 3 - 6 9 0 1 6 1 0 9

0 8 6 - 2 3
-

6 9 0 1 6 1 6 1

0 8 6 - 2 3 - 6 3 8 5 3 2 1 8

0 8 6
-

3 7 1
-

5 9 5 6 2 35

0 8 6
-

2 3
-

6 3 85 5 3 2 8

0 8 6 - 2 3 - 6 2 4 5 0 8 6 2

0 8 6
-

2 3 - 6 3 8 5 0 4 5 3

0 8 6
-

23
-

69 0 1 6 1 6 1

08 6
-

23
-

6 3 89 6 42 9

0 8 6 - 2 3 - 6 9 0 1 6 1 27

0 8 6 -

2 3 - 4 9 8 5 1 0 2 4

0 8 6
-

2 3
-

6 8 6 3 9 7 3 9

0 8 6 - 2 3 - 6 3 8 9 28 25

0 8 6
-

2 3 - 4 9 8 6 2 1 6 5

0 8 6
-

2 3
-

6 7 8 5 2 9 7 3

0 8 6 - 2 3 - 6 7 8 5 5 6 37

0 8 6 - 2 3
-

6 8 6 1 4 0 4 2

C h o ng qi 喝 , P . R . C bi n a

北京宣武区廣路北口綜合楼2 9 0 6 ･ 0 8 6
-

1 0
-

6 3 2 0 3 3 7 7

北京宣武区廣路北口綜合楼2 9 0 6
-

0 8 6
-

1 0
-

6 3 2 0 3 3 7 2

北京市建国門外日塩路7 号 0 8 6 - 1 0
-

65 3 22 3 61
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調査日担および調査員の 経歴

ト
I

､ ･J

日 捏 表 調 査員 名並 び に経 歴

日順 年月 日 曜 日 出 発 地 到着地 宿泊地 備 考 調 査員名 経歴

1 20 0 0 年7 月1 7 日 月 成 田 北京 北京 移動 ､ 前 田 ･ 神原が 参加 ｡ 前 田昭男

横山 昇

神原利和

昭和1 6 年6 月 2 5 日 生

昭和4 1 年3 月 東京農大農業拓殖学科卒業

昭和4 1 年5 月 東京農大農学部助手

昭和4 3 年7 月 東京農大ラブティ実験農場(ネハ
し

ル)

昭和4 8 年5 月 日本 工 営入社

現在に 至 る

昭和2 4 年9 月6 日生

昭和4 8 年3 月 大阪市立 大学理学部卒業

昭和4 8 年4 月 日本 工 営 入社

平成 1 年1 月 生産車美都 営業推進室 課長

平成 9 年4 月 関東支店技術第2 部 部長

平成 1 2 年4 月 防災
･ 地質部 専門部長

現在に至る

技術士(応用 理 学部門)

昭和3 1 年1 月4 日生

昭和5 4 年3 月 東京農 工 大学農学部卒業

昭和5 4 年4 月 日 本 工 営入社

平成 6 年4 月 ラン ケメ開発事務所所長代理

現在 に 至る

2 20 0 0 年7 月18 日 火 北京 鄭州 鄭州 移動 ､ 河南省政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ
｡

3 2 0 0 0 年7 月19 日 水 鄭州 現地踏査

4 20 0 0 年7 月20 日 木 鄭州 現地踏査

5 20 0 0 年7 月2 1 日 金 鄭州 河南省政府関係者打ち合わ せ

6 20 0 0 年7 月2 2 日 土 鄭州 成都 成都 移動

7 20 0 0 年7 月2 3 日 日 成都 量産 重慶 移動

8 20 0 0 年7月24 日 月 重慶 量産特別市政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ

9 20 0 0 年7 月2 5 日 火 重慶 現地踏査

10 2 0 0 0 年7月2 6 日 水 重慶 現地踏査
､ 重慶市政府関係者打ち合 わ せ

､ 資料収集

11 2 0 0 0 年7 月2 7 日 木 重慶 肺州 肺州 神原は肺州に移勒 ､ 前 田は北京に移動､ 横山が日本より参 加

1 2 2 0 0 0 年7 月28 日 金 柵州 甘粛省政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ
､ 前 田は 帰国｡

1 3 2 0 0 0 年7 月2 9 日 土 肺州 現場踏査(黒方台)

14 2 0 0 0 年7月3 0 日 日 晰州 資料整 理

1 5 2 0 0 0 年7 月3 1 日 月 柵州 現場踏査(他地域)

16 2 0 0 0 年8 月1 日 火 珊州 甘粛省政府関係者打ち合わせ ｡

1 7 2 0 00 年8月2 日 水 晰州 北京 北京 移動

18 2 0 0 0 年8 月3 日 木 北京 成 田 晰州 日本大使館 ､ JI C A 報告, 帰国



様式 1 ･1

ÅDCA P/ F 平成1 2 年虚実施案件概要

農業 ･ 農村開発協力案件 ( 開発調査 )

(申請区分 : 案件形成予備調査)

添付資料 - 4

国 名 中国 案件名 重慶市環境保全型農業総合開発

A Ri v er M i血皿e B 血 A D e ∇el

地区名 重慶市 C b o n g q m &

相手国担当棲開 重慶市科学技術委員会 C b 孤g qi 喝 M 血 d 押1 鮎i e n ∝ 鉱 山T ね 血 01 0 訂 C o m m i 応i o n

1 . 事業の背景

重慶市は ､ 長江と嘉陵江の合流点に位置 してお り
､ 現在で は

､ 中国 4 番目 の 直轄市である｡ 行政区全

体 で 3 0 0 0 万人の 人口を抱え
､ 都市部は 1 5 0 0 万人が居住する 工 業都市 で ある｡ 近年､ 山間傾斜地 の農地

開発が進み ､
土砂流出が生じ

､ 大きな問題とな っ て い る｡ そ こ で
､ 重慶市科学技術委員会は ､ 傾斜地 の

農地を草地に して ､ 土地の 保全を図るととも1 こ ､ 畜産を展開し て農民 の収入 を保障する こ とを目的と し

て 開発計画を策定して い る｡ また
､ 山間候斜地 の農地に替わ る農業生産を得るため

､ 平地部 で の農業 の

高生産を目指す農業整備事業も策定 して い る ｡

2 . 事業概要

①牧草種子生産基地 1 0 万 ム ー (6 70 0 h a) を建設 し､ 草地 の類型に応 じた草種導入 ､ 優良種子 の 生

産を行う｡

②海抜 の 比較的低 い 長江 ､ 嘉陵江 ､ 烏江流域で
､ 草地改良を 2 4 0 万ム ー (1 6 0 , 0 0 0b a) で実施 し

､

逐次永久草地とする｡

③全市 の流通牧牧草種子 の検査鑑定を行うた め の牧草種子検査所の建設
｡

④既存牛 ･ 羊品種の改良､
大規模農家 へ の種畜 の提供｡

⑤技術サ ー ビ ス ･ シ ス テ ム の 樹立

⑥平野部におけ る農産物 の収量を増大させ るた めの 農業基盤整備事業｡

なお ､ 重慶市の農業現況 ､ 開発政策など情報が限られて い るため ､ 案件形成予備調査と して情報収

集を行うとともに
､ 先方政府 の農業開発策定に係わ る意向を聴取する｡

3 . 事業費概算

4
. 特記事項

調査団の稚成 潅漑排水専門家 ､ 農業開発専門家 P/F 実施期間 平成 1 2 年年度

会社名 日本工営株式会社 関連企業

担当部課 農業開発部 担当者 村井 浩 T e l : 0 3 - 5 2 7 6 - 2 6 2 9 F a x : 0 3 - 5 2 7 6 - 3 0 2 4

日本 工 営株式会社

ー A - 8 -



様式1 - 2

国名 : 中国

平成12 年度 P / F 実施案件概要

案件名 : 重慶市環境保全型農業総合開発計画

計画図 位置図

量産市環境保全型農業開発計画

一 A -9 -

t-kanegae
線



中華人民共和国

甘粛省人民政府

科学技術焼

中華人 民共 和国

甘粛省土地保全農村開発計画

プロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ンデ ィ ン グ

調査報告書

2 0 0 0 年 8 月

社団法 人 海外農業開発 コ ンサ ル タ ン ツ 協会

(AD CA)
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中華人民共和国甘粛省

土地保全農村開発計画

プ ロ ジ ェ ク ト
･ フ ァ イ ン デ ィ ン グ調査報告書

第1 章 緒 言

1 . 1 は じめ に

こ の 報告書は
､
1 9 9 9 年 7 月 ～ 8 月 にか けて ､ 海外農業開発 コ ンサル タ ン ツ協会(A g r i c u l t u r al

D e v e l o p m e n t C o n s u l t a n t s A s s o c i a t i o n
, J a p a n : A D C A) が実施 した ､ 中華人民共和国甘粛省 土

地保全型
､ 農村開発計画に関わるプ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ンディ ン グ調査 の結果を取りまとめた

もの で ある｡

甘粛省永靖県の 黒方台は黄河左岸に発達す る河岸段 丘で あり
､ 省都 ･ 蘭州酉 7 0 k m に位置す

る｡ 段丘面 の海抜は 1 7 0 0 ～ 1 7 4 0 m で ､ 黄河水面 との 比高は 1 2 0 ～ 1 5 0 m で ある｡ 南西 2 k m に は水

力発電所と化学工場が
､
南に黄河を渡る国道橋 と鉄道橋が あり ､ 地理的､ 経済的に重要な地点

で ある ｡ 同省の劉家峡お よび塩鏡映にお ける発電所建設 に伴い
､

1 9 6 8 年より計画貯水池に居

住する 74 0 農家が黒方台 の段丘面 に移転 した｡ 同地域の年降雨量は 3 1 6 m m
､

平均気温 は 8
.
4 ℃

で ある ｡ 入植者に対 し
､ 省政府 は黄河か ら揚水 して

､
段 丘面上 の 7 5 3 h a に潅漑水を供給 した ｡

しか し､ 潅漑開始数年後 ､ 広範囲に亘 っ て 地盤沈下と地滑りが発生 した ｡ 段丘崖の斜面角度は

3 3
0

～ 4 7
0

で ある｡ 段 丘崖直下に点在する居住 内に対す る地滑り被害の危険性が増 して い る｡

また黒方台は 黄河に接 して い るた め
､ す べ り土塊が黄河に突入 し

､ 災害をもたら した 記録もあ

る｡ 段丘面 の農地保全を考慮 した環境配慮方 の農業技術を導入 し
､ 同地区にお ける生産活動 の

安定的な発展を促進す るとともに
､ 段 丘崖 下に お ける災害防止 を推進 し

､
地域の 社会経済活動

を保障する こ と が急務とな っ て い る ｡ かか る状況下 ､ 甘粛省科学院は A D C A プ ロ フ ァ イ調査団

の 派遣 を要請 し て きた ｡

1 . 2 A D C A プロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ン デ ィ ン グ調査 団

AD C A は上記 の 要請 を受けて
､ 日本工営株式会社国際事業本部農業開発部担当課長神原利 和

並び に防災地質部専門部長横山昇を 2 0 0 0 年 7 月 2 7 日 より 8 月 2 日まで の
一

週間､ 甘粛省 へ 派

遣した｡

プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ンデ ィ ン グ調査団は
､ 雲南省農業庁 ､ 関係各市 ･ 県の 農業国連部局を

中心とす る関係者と面談 し
､ 計画 の背景 ･ 必要性並び に内容 を把握す るとともに計画対象とな

る現地を視察し
､ 地方行政機関 ･ 関係者とも面談 し

､ 地元受益者の期待と ニ
ー ズ の把握並 びに

情報 ･ 資料を収集 した｡

調査 団は以上 の 調査結果を踏まえて
､ 計画 の 目的と内容 ､ 開発 の基本方針等に つ い て検討 し､

計画推進 に必要な開発計画策定 の実施案を策定 した｡

1 . 3 謝 辞

本プ ロ ジ ェ ク ト ･ フ ァ イ ン デ ィ ン グ調査 の 実施 にあたり
､ 調査団は

､ 甘粛省科学院院長王樹

齢氏
､ 甘粛省滑坂泥 石流研究会副理事長曽思偉氏

､ 甘粛省科学院地質自然災害防治研究所副所

長王得樺氏 ､ 甘粛省科院新技術発展有限公可総経理郭涛氏 ､
お よび甘粛省科学院､ 水利庁

､
水

利研究所 ､ 農収庁 の 関係者各位､ 並び に現地調査 にお い て多大なるご協力 をい ただ い た永靖県

の県長 ､ 関係者各位に対 して
､ 記 して心 から感謝する次第です｡
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第 2 章 計画 の背景

2 . 1 中国の 開発 政策と課遷

2 . 1 . 1 中国 の 現状と国 家中長期開発計画

中国は経済改革が 1 9 7 9 年に始ま っ て 以来すで に 2 0 年近く が経過 し､ こ の 間 ､ 改革解放､ 社

会主義市場経済化政策の もとで高度経済成長 を継続して い る｡ 1 9 8 2 年 には ､
2 0 0 0 年の経済規

模を 1 9 8 0 年 の 4 倍にす る ( 年経済成長率 7 . 2 %) 計画 を発表 し､
こ の 目標を計画より 5 年早く

1 9 9 6 年 に実現させた｡
こ の結果 ､

1 9 9 6 年 の 一 人当たり国内総生産額 (G D P) は 5
,
6 3 4 元まで に

成長 した｡

中国政府は 1 9 9 6 年 3 月 に ｢国民経済 ･ 社会発展第9 次 5 ケ年計画 ( 1 9 9 6 - 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期 目標+ を発表 した｡ こ れは 1 9 9 3 年に発表 した社会主義市場経済化を発展させ るとする

条件の 下で の最初の中長期計画で あり
､ 引き続き高度経済成長を維持させ る こ とを掲げて

､ 年

経済成長率を 8% に設定 して い る ｡ 中長期計画で は以下 の 9 つ の 基本方針を掲げて
､ 計画経済

体制か ら社会主義市場経済､ 及び粗放型 から集約型経済発展方式 へ の転換を実行する として い

る｡

1

2

3

4

5

6

7

0
0

9

国民経済の持続的 ､ 急速 ､ 健全な発展

市蓉経済化 に よる経済効率 の 向上

科学技術 ･ 教育と経済の密接な結合

国民経済発展 の 中で農業の 強化を最優先事項

国有企業 の 改革

対外開放 ､ 国際経済との連携

市場メカ ニ ズ ム と マ ク ロ ･ コ ン ト ロ ー ル の有機的結合

地域経済の 均衡 の とれた発展 ､ 地域間格差 の縮小

物質文明と精神文明 の進歩､ 経済と社会 の調和 した発展

2 0 1 0 年まで の長期計画で は
､
G N P を 2 0 0 0 年 の 2 倍 ､ 人 口を 1 4 億人以内に抑え

､
比較的完全

な社会主義市場経済体制を確立する こ とを目標 と して い る｡ これ を実現させ るた め
､ ①国有企

業の 近代化
､ ②労働力 ･ 土地 ･ 資本財市場 の整備 ､ ③資源配分 の最適化 ･ 所得分配制度の整備 ､

④農業を現代化 させ て商品化 ･ 専業化 を高め
､
総合生産能力と防災能力 の強化 ､ 農業 の規模化 ･

労働生産性 の 向上に よ っ て農民 の収入増加を図り農村 で の小康水準を全面的に実現 ､ ⑤長江 三

峡ダ ム
､ 黄河小娘底 ､ 南水北調等の 水利基幹建設 ､ 北京 一 上海高速鉄道建設等の 国家的プ ロ ジ

ェ ク トの継続 ､ ⑥地域経済の 発展格差の 縮小 を挙げて い る ｡

2 . 1 . 2 鼻糞政策と課題

中国は
､ 労働人 口 の約 5 0 % が農業に従事 し

､
1 次産業が G N P の 2 0 % を占め

､
か つ 農産物や加

工 品を輸出 しており ､ 中国経済にと っ て農業は重要な産業部門で ある｡ しか し､ 人 口 に比 べ て

耕地が少なく ､ 伝統的に食糧の増産を第
一

目標 として きたため ､ 農業の経済構造 の 発達が未熟

で ､ 農村経済の発展が遅れてお り､
工業と農業の較差 ､ 都市と農村 の較差 ､ 農村 の 貧困等が問

題 とな っ て い る ｡ 9 5 計画で は ､
｢農業基盤が弱く ､ 人 口 の増加 ､ 生活水準 の改善､ 経済の発

展に対応 して いない+ と問題点 として指摘 し､

一

人当たり の 耕地面積の 不足 と農業労働力の過

剰が今後 の 農業発展 の主要制約要素で あるとして い る｡
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9 5 計画では ､ 他の 部門に比 べ て遅れて い る農業農村部門 の 経済発展 を重視し､ 基本方針で

｢農業を国民経済の発展を支える産業と して の能力を向上させ ､ 農業の着実な強化と農村経済
の全面的発展繁栄を図り ､ 農民 の収入 を急速に増加させ

､
工業と農業の 較差､ 都市と農村 の較

差を縮小する+ と して い る ｡ 9 5 計画 の 中で示され る農業 ･ 農村政策の 目標 と戦略は下記 の と

おりで ある｡

1) 農村の 改革を深化する

① 農業の 社会サ ー ビス 制度と機能を強化する｡

② 各種 の合作､ 連合の発展 を奨励 し､ 農家と市場を結び つ ける仲介組織を発展させ
､

商業 ･ 工業 ･ 農業を
一

体的に発展させ ､ 農業の産業化 を推進する｡

③ 供鈴合作社と信用合作社が真の農業経済組織と して農業にサ ー ビス を提供する ｡

④ 重要農産物 の価格体系 ､ 流通制度､ 備蓄調整制度を整備する｡

⑤ 農産物と農業生産財 の価格を合理化する｡

⑥ 農民の権益を保護 し ､ 負担を軽減する ｡

⑦ 農民の積極性を引き出し
､

これ を支援する｡

2) 食糧 ､ 綿花 ､ 油料作物等の基幹農産物 を安定的に増産する ｡ 2 0 0 0 年 の 生産量は食

塩を 4 . 9 億 ～ 5 億 t (9 5 年実演から 2
,
5 0 0 万 ～ 3

,
5 0 0 万 t の増産) ､ 綿花を 4 5 0 万

t (9 5 年並) とする ｡

3) 農業 へ の投資を増やす｡ 固定資産投資､ 予算内資金こ 融資資金な どを農村集体､ 郷

鎮企業 ､ 農家 へ の投資を増やす ｡ 農業の 開発 ･ 建設に外資を導 入す る｡

4) 農地 の転用を規制 し､ 荒地を開墾する ｡ 作付率 を現在の 1 5 5 % か ら 1 6 0 % に増加させ
､

食糧作物 の 作付面積を 1 . 1 億 h a 以 上とす る｡

5) 水利 開発 ､ 中低位生産性耕地 の改善を促進する ｡

① 河川 の治水 を促進 し､ 大型河川 を建国以来最大規模の洪水 に耐える水準にす る

② 長江 の 三峡､ 黄河 の小浪底 ､ 四川 の 二灘開発等大型水利プ ロ ジ ェ ク トを継続す る ｡

③ 農業水利施設 を重点と した農業基盤施設に よ っ て 5 年間に潅漑農地を 3 3 0 万 b a

増加させ る｡

④ 点滴潅漑､
ス プリ ン ク ラ

ー

に よる節水潅漑技術を普及 させ る｡

⑤ 洪水防止
､ 皐魅防止

､ 排水能力 の 向上 ､ 水土保持事業 に取り組む｡

⑥ 5 年間に 1
,
4 0 0 万 h a の 中低位耕地を改善する ｡

⑦ 国家級 の 商品化食糧基地を 9 0 0 前後まで に増や し
､ 国家備蓄食糧基地を建設す る｡

6) 林業建設 を進 め る｡

① 原始林 を保護し
､ 人工林 を増や し森林資源を育て る ｡

② 防護林体系の整備 ､ 速成高産林 を建設 ､ 山間部林業総合開発 を進 める ｡

③ 三北 ･ 長 江中上流 ･ 沿海防護林 ･ 太行山 の 緑化 ､ 及 び砂漠化防止 を継続する｡

7) 科学技術と教育に よ っ て農業を振興 し ､ 科学技術の 増産寄与率を 5 0 % (9 5 年 3 5 %)
に高 める ｡

① 遺伝育種 ､ 作物栽培､ 病害虫防除 ､ 災害の 予報 ､ 農産加工 と鮮度保持貯蔵など科

学 ･ 教育による農業振興を強化する ｡

② 農業技術と普及体系を拡大改善し､ 高生産
､ 高品質､ 高効率農業を発展させる

③ 優良品種 の 開発 ､ 選抜 ､ 繁殖 の種子プ ロ ジ ェ ク トに力 を入れ る｡

④ 防護林施設 ､ 砂漠化防止技術の研究を進め る ｡

8) 化学肥料 ､ 農薬､ 農用 シ
ー ト

､ 農業機械 ､ 農産加 工機械等の農業支援工業を発展さ

せ る｡

9) 農村経済を発展させ る｡

① 農村労働力を十分活用 して
､ 水利 開発 ､ 道路 の修築､ 植樹造林､ 荒地開墾を進 め

る ｡

② 郷鎮企業 の質と水準を向上させ る｡

③ 土地 の集団所有､ 個人経営を基礎 と して ､ 使用権の譲渡に よる経営規模の適正化
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を進 める ｡

④ 農業余剰労働力 の秩序ある移転を促進 し､
9 5 期間中に 4 , 0 0 0 万人 を非農業産業

に移転させ る｡

⑤ 多角経営化と農業総合開発 を積極的に進 め る｡

⑥ 農村集団と農民に よる耕地以外 の 土地資源の総合開発利用を進め ､ 林業畜産
､ 漁

業を発展させ る｡

⑦ 作物 の副産物 の総合利用に よ っ て規模化 した養豚事業を普及 し､ 穀物飼料節約型
の 畜産 を発展させる ｡ 草地建設を進 め畜産を振興する｡

⑧ 農畜産晶加工 を発展させ
､ 栽培､ 養殖加工 を結び つ ける｡

⑨ 農業 ･ 副業生産物等の卸売り市場､ 貯蔵 庫､ 流通 ル ー

ト等の流通基盤 ･ 制度を発

展させ
､ 農村の 3 次産業を振興する ｡

1 0) 扶貧事業を進 め
､ 貧困地区 の各種優遇政策を継続する ｡

① 扶貧の ために社会全体に関心をもたせ ､ 支援動員する ｡

② 開発型 ､ 開放型 の扶貧 を進 め ､ 交通 ､ 通信 ､ 電力
､

人と家畜の飲料水 ､ 教育､ 医

療 ･ 衛生条件の 改善に努力する｡

1 1) 環境と生態系の保護

① 環境汚染､ 生態系の破壊を抑制 し､ 生態的農業を発展させ る ｡

② 水土流失を防止する総合対策と森林植生 の回復を早 める ｡

③ 2 0 0 0 年 の森林面積を 1 5 . 5 % に高める ｡

④ 農地 ･ 水質汚染を規制す る｡

1 2) 農村 の義務教育を強化す る｡ 8 5 % を占め る地域で 9 年制義務教育を普及させ ､ 9 5 %

を占め る地域で 5 ～ 6 年制 ､
残り の地域 で 3 ～ 4 年制 の小学校教育を普及させ る｡

農村 ､ 特に貧困地域 の義務教育を支援す る｡ 農村青壮年 の非識字率を 一 掃す る｡

1 3) 農村 の医療衛生条件 を改善し
､ 県 ･ 郷 ･ 村 の 3 段階 の医療予防保険網 を整備 し､

飲料水 の質と衛生状況 を改善する｡

2 . l . 3 中国 の 貧困政策 ( 国家8 7 扶貧攻竪計画)

中国は過去 4 5 年間に人間貧困 の 著し い緩和 に成功 して きた ｡ しか し
､ 政府 は 1 9 9 0 年始め に

貧困増大 に懸念を強め
､

1 9 9 4 年 に ｢ 八 七扶貧攻堅計画+ (8 7 扶貧計画) を打ち出 した｡ これ は

8
,
0 0 0 万人の所得貧困者を 2 0 0 0 年まで の 7 年間で撲滅する こ とを表 して い る｡ 中央政府 は貧

困地域に対する投資と融資を増や し
､ 財政 ･ 金融上の 特別優遇措置 を構 じた｡ 政府 は地方政府

へ の 強力な財政支援を行うと同時に
､

地方政府 の事業実施体制 の強化 を指示 し､ 更に 1 9 9 7 年

に ｢ 国家扶貧資金管理弁法+ を施行 し
､ 開発事業 へ の効率的な扶貧資金利用と管理強化 を図る

と同時に貧困緩和 に対する地方政府 の負担 を要請して い る｡

1) 本計画実現 のた め の基本方針 は次の とおり で ある ｡

① 貧 困人 口 の 衣食住満ち足りた生活改善を第 一 とする｡

② 扶貧開発 の重 点は生活 の改善に直接関連する農業 ､ 牧畜水産業､ 果樹農業､ 副産

物利用加工業とする｡

③ 科学技術教育と貧困対策計画を推進す る｡

④ 立地条件 に適合 した開発 を行 なう｡

⑤ 社会の 力を扶貧事業に動員参加 させ る ､

⑥ 自力更生 ､ 刻苦奮闘の精神 を発揚させ る｡

2) 特別優遇措置 (2 0 0 0 年まで継続) は次の とおりで ある ｡

① 全て の 貧困戸に対 して食糧の 政府供出販売を免除する｡

② 扶貧貸付け金 の期限 の延長 と抵当保証条件を緩和す る｡

③ 全て の 貧困戸に対 して農業税と農業特産税を減免する｡

④ 関連す る省 ､ 自治 区は速やか に 2 級転送制度を整備し
､ 貧困地区 の ため の財政的
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支援を提供する｡

⑤ 貧困県 の 新規設立企業 ､ 先進地 区が貧困地 区に設立 した企業に対 して所得税を 3

年間免除する ｡

⑥ ダム建設 によ る移転住民の支援は受益者負担の原則 に より解決する ｡

2 . 1 . 4 農業と農村工 作に 関する政策決定 (1 9 9 8 年 1 0 月 三 中全会)

中国政府は ､
1 9 9 8 年 1 0 月 に 中国共産党第 15 期中央委第 3 回総会( 三 中全会) を開催 し

､

｢農

業と農村工作に関する若干 の重大問題 に関する決定+ と して下記 の 1 0 項目を発表 して い る ｡

これは 2 1 世紀を見通 した農業と農村の発展 を進 め るため の基本政策と して考えられて い る｡

1) 過去 2 0 年間進めて きた農業改革の基本政策を踏襲する ｡ 即ち
､ 農業を国民経済発展

の 首位に起き ､ ①農民 の 自主権の保証 と積極性 の 支持 ､ ②公有制と農家請負制 ､ ③市

場主義経済の 下で の農業 の 専業化 ､ 市場化 ､ 現代化推進 ､ ④農民 の創造精神 の尊重 ､

⑤都市改革と呼応 した農村発展等 を継続する ｡

2) 2 0 1 0 年迄に ､ 経済面で は 公有制 を主体として 農家請負経営を基礎 に農産物市場体系 ､

農業支援保護体系を確立 し､ 政治面で は党の 指導の 下に村の 自治を推進 し､ 文化面で

は義務教育の 普及 ､ 非識字率 の 一 掃､ 村の衛生環境を改善する ｡

3) 農家に経営自主権 を与え農民の積極性を引き出 し､ 土地生産性 の 向上と農業 の産業化

を進め る ｡ そ の ため
､ 土地 の請負契約期 間を 3 0 年に延長す る ｡

4) 農産物流通体制 ､ 農産品市場体系を改革､ 整備する ｡ 食糧の 買付市場 を国家が管理す

る
一

方で小売市場 を自由化 して食糧の 基本的自給を保証する｡ 卸売 り市場 を発展させ

る こ とや新し い 流通方式を模索する こ とに よ っ て 生鮮農産物 の市場を活性化する ｡

5) 水利 を重点と した農業基盤建設 を加速する ｡ 洪水防止 と水資源不足 に対処す るため全

面的 ､ 統
一

的な水利建設事業を起 こす ｡ 同時に農村集団や農家に よ っ て小規模水利施

設 の建設 ･ 整備 を奨励す る｡ また ､ 植樹
､
育林 ､ 草地造成 ､ 封山育林 ､ 小流域の総合

開発等 の生態農業建設を進め る ｡

6) 科学技術の進歩 を応用 して農業 の近代化 を進め るため ､ 実用技術の 開発 と普及 を奨励

する ｡ また ､ 農林畜牧水産業及 び農産物加 工 と農村工業を バ ラ ン ス 良く発展させ ､ 農

村経済の最適化 を進 め る｡

7) 農村の貧 困問題 を解決 し
､ 小康を達成する ｡ そ の ため ､ 農民の 所得 向上

､ 負担軽減､

就業機会の創設 ､ 農家経営の 多角化 を行うと共 に ､ 農村労働力 を国家経済基盤 の建設

に活用す る等各方面 の 力を扶貧活動 に参加 させ る ｡

8) 農村の 民主的法制度を整備 して村民自治 を拡大 し
､ 村 レ ベ ル の 民主的選挙 ､ 民主的政

策決定 ､ 民主的管:哩 ･ 活動 を実施させ る｡

9) 農村文化施設 の建設 ､ 基礎教育､ 成人教育､ 職業教育を通 じて農村に文化 ､ 科学技術､

衛生を普及 し
､ 農村の 社会主義精神文 明建設 を強化する ｡

1 0) 党農村末端組織 を作り ､ 農村リ
ー

ダ ー と して の幹部 を育成 し､ 幹部と大衆と の 関係 を

緊盛に して農村政策を正 しく実行する ｡

2 . 2 甘 粛省の 一 般概況

2 . 2 . 1 甘粛省の 位置 および自然条件

甘粛省は中国 の西北部 に位置し ､ 北部を内 モ ン ゴ ル自治区､ 東部を映酉省､ 寧夏回族自治区
､

南部 を四川省 ､ 青海省 ､ 西部 を新彊ウイ グル 自治区と接 して い る ｡ 北緯 3 2
0

3 1
′

-

4 2
0

5 7
′

､

東経 9 2
0

1 3
′

- 1 0 8
0

4 6
′

の 間にある｡ 面積は 4 5 . 4 万 k Iぱで ある｡ 地形的には南西か ら東北 へ

傾斜 して い る｡ 甘粛省は北西か ら南西に 向けて細長 い形状を してお り
､ 東西 の 長さは 1

,
6 5 5 k m

､

一
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南北の距離は 5 3 0 k m で ある ｡ 山地 ･ 高原が 7 0% 以上を占め
､ 北西部 の大部分は砂漠で あり ､ 国

土面積 の 1 5 % を占める ｡

甘粛省の水系は
､ 長江 ､ 黄河 ､ 内陸河 の 三 つ に分 かれ

､ 流域と して は 8 つ に分 かれる (下表)

年間総河川流量は 6 0 3 億出で あり ､ 1 億d 以上 の 河川は 7 8 ある｡

名 称 流域面積 流域延長 年 間流量

( 万平方 k 由) (k 皿) (億 d)

長江 3 . 8 0 1 , 1 1 6 . 4 0 1 0 6 . 0 0

白龍江 1
.
9 0 4 5 4 . 1 0 6 2 . 8 0

黄河 1 4 . 5 0 5
,
5 3 3 . 5 0 1 3 5 . 0 0

挑河 2 . 5 0 6 7 3 . 1 0 5 1 . 5 0

内陸河 2 7
. 1 0 1 , 2 7 4 . 7 0 5 8 . 0 0

疎勘河 1 5 . 2 0 6 2 2 . 0 0 1 6 . 0 0

黒河 5 . 6 0 5 2 7 . 0 0 2 2 . 0 0

石羊河 4
.
0 7 1 5 .

7 0

年 間降雨量は 3 0 0 ～ 5 0 0 m m 程度で ある ｡

2 . 2 . 2 人 口

甘粛省の 給人 口 は
､

2 5 2 0 万人 (1 9 9 0 年) で あり ､
こ の 内､ 農村人 口 は 1 9 1 9 万人 (7 6 % ) を

占め る｡ 人 口増加率は年 1 . 0 % と高 い ｡ 甘粛省全体にお ける総労働人 口 は 1 5 4 0 万人で あり
､

こ の 内農村人 口 は 1 2 2 0 万人 ( 7 9 % ) である｡

少数民族 の 人 口 は ､ 3 0 5 万人 ( 1 9 9 8 年) で あり
､ 民族自治州と して 臨夏回族自治州 ､ 甘南蔵

族自治州 の 2 つ の 自治州があり ､ 民族自治県として は甘粛蒙古族自治県 ､ 阿克塞吟薩克族 自治

県 ､ 粛南裕 固族自治県 ､ 天蔵族自治県 ､ 張家川 回族自治県 の 6 県が ある｡ 少数民族 の 多く は ､

仏教お よび回教を信仰 して おり ､ それぞれ の 民族言語 を有するが
､ 漢族と の対立などは 問題 と

な っ て いな い ｡ しか し､ 自然条件 の厳 し い地域で 居住する少数民族 の 多く は貧 困状態 にあり ､

こ の 貧困状況緩和が 甘粛省にお ける今後 の 開発 の大きな課題 とな っ て い る｡

( 2) 行政区画

甘粛省の行政区画は ､ 5 つ の市( 蘭州市 ､ 天水市 ､ 白銀市 ､ 金 昌市 ､ 嘉喝関市) ､ 7 つ の 区 ( 慶

陽地区､ 平涼地区 ､ 陀南地区､ 定西地区 ､ 武威地 区､ 張接地区､ 酒泉地 区) ､
2 つ の 自治州 ( 臨

夏回族自治州 ､ 甘南蔵族自治州) が あり ､ その下 に 6 0 の 県 ､
7 つ の 自治県 ､

8 つ の 地区または

自治州に属する市が ある｡
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2 . 2 . 3 農業生産

農業セ ク タ ー

は甘粛省 の約 2 3 % を占め
､ 農村人 口 は 1 , 9 1 9 万人( 1 9 9 8 年) で 人 口 の 7 6 % に達す

る重要な基幹産業で ある｡ 全省 の耕地面積は約 3 5 0 万 h a で 同じく 9 . 4 % を占める ｡ 甘粛省の主

要な作物は ､ とうもろ こ し､ 小麦 ､
ジャ ガイ モ

､ 大豆 ､
ア ブラナ

､
ゴ マ

､ 白菜､ キ ャ ベ ツ
､ 人

参 ､ 桃､ リ ン ゴ
､ ナ シ等がある｡

作物 生産量

(1 0
,
0 0 0 ト ン)

収量( トン/ h a)

食料作物

( 小 麦､ トウモロコシ
､

雑穀等)

1
,
6 0 1 3 , 2

豆賛 5 3

書類 8 9

油糧種 子 4 5 1 .
6

綿花 6 1 . 8

麻類 0 .
3

砂糖大枚 1 3 1 4 1 . 9

タ バ コ 2 2 . 4

就業類 43 7

果物 1 13

2 . 3 甘粛省の農業の 抱え る間意

甘粛省は
､ 年間降雨量が小さく ､

広大な面積 を抱 えて い るに もかかわらず農業生産基盤が非

常に遅れが あり
､ 洪水 ･ 土壌流亡

､ ある い は干 ば っ などに よる被害状況 も見逃せな い
｡

これら

の原 因は 自然要因 の他 に人為的な要因に よる もの も多く ､ 自然生態環境が脆弱となり ､ か つ そ

の 対応が遅れ て さらに悪化が進む こ とが懸念 され て い る｡

主な問題 点は次の とお りで ある ｡

1) 農業生産基盤の未整備､ 環境悪化 などに よる激 し い土壌浸食と流亡 ｡

2) 農業生産技術の低生産性｡ 依然と して粗放的な営農方式
､

略奪的な農法 など の ままで

急激な人 口増加 に対応するために ､ 森林破壊 に よ る開墾
､

急傾斜地上 の耕地拡大な ど

を引き起 こ した｡

3) 土砂流出に よ る水利施設 ､ 交通基盤など の破壊｡

4) 長期 にわた っ て
一

方的な開発 に重点が置 かれ ､ 自然保護 ､ 耕地 ･ 草地な どの適切な管
理が 不足 して い る ｡

5) 1 9 5 0 ～ 6 0 年代に かけて建設され た大型潅漑施設 の老朽化 ｡

ー
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第3 章 計画対象地 区の 概況

3
. 1 計画対象地域の 位置

永靖県 の 黒方台は ､ 中国甘粛省 の 首都蘭州市 (標高 1 , 5 1 8 m
､ 年平均気温 9 . 9 ℃

､
1 月平均気

温
- 6 . 7 ℃ ､

7 月平均気温 2 2 . 3 ℃
､ 年間降水量 3 2 4 . 6 m m) より西 へ 約 6 0 k m の 距離に あ っ て

､ 青

海省界近く の 黄河北側沿 い の 台地上 (標高 1 , 7 0 0 ～ 1 , 7 4 0 m ) の 畑地域で ある｡ 漫水河 の合流

点付近 にあり ､ 北緯 3 6 . 5
0

～ 3 6 . 7
0

､ 東経 1 0 3 . 1 6
0

～ 1 0 3 . 1 9
0

に位置 し､ 黄河の 北岸にある

河岸段丘 で ある｡

1 9 6 8 年 ､ 劉家峡お よび塩鍋映発電所 の建設に伴 っ て ､
これ ら湛水地区に住む住民 7 3 6 世帯

3 , 4 8 6 人が段 丘面の 黒方台に移住 した｡ 移住者の ために ､ 省政府 は黄河 から揚水 して こ の段 丘

面 の面積 75 3 h a の 及ぶ範囲の 乾燥地 に潅漑を開始 した｡

3 . 2 計画対象地区 の 自然条件

(1) 気候

黒方台 の季候は ､ 年平均気温 9 . 1 ℃ ､ 1 月平均気温 :
- 6 . 1 ℃ ､ 7 月平均気 温 2 1 . 0 ℃で ある｡

黒方台 の 気候 は ､ 蘭州市 に類似 して い る ｡ 黒方台付近 の塩鍋峡 の 気象デ ー タ ー は非常に少な い

が
､ 季候 区分 に よる と､ 温帯半乾燥季候に属 して い る ｡ 年平均気 温は ､

8 . 4 ℃
､ 年 平均 降雨量

は 3 1 6 . 3 m ､ 豊水降雨量は 4 0 0 m 以上
､ 降雨水は ､ 雨期に集中 し

､
6 ～ 8 月 の 降水量 は 1 年 の

7 0 ～ 8 0 % を占め る｡ そ の 中で
､

1 日 5 0 m m にも達す る暴雨風雨となる こ とが ある｡ たとえば､ 酉

固南山地区で は
､

1 9 6 4 年 7 月 2 0 日 の 降水量は 1 5 0 m にも達 した こ とが ある ｡ 最大降雨量が 最

少年間降雨量 の 1 . 1 倍に達した こ とがある ｡

年蒸発量は
､
1

,
6 8 9 m m

､ 年最大凍結深さは 9 2 c m で あ■り
､ 干ば つ が こ の 地域 の気象災害で ある｡

( 2) 地表水

黒方台は
､ 周辺地 区と分離された

``

孤島
''

で ある｡ 周辺 より水 が集ま っ てく る こ とは無 い ｡

台地 の 降雨と農地 の潅漑水だけが 水源 とな っ て い る｡ 黒方台は ､

一 部 の 山か らの水 の 流れを受

けて い るが地 区内 の 降雨量が小 さ い こ と
､
さらに ､ 大地面が緩い 勾配で あるため細小雨 の 時に

は
､

地表面流が ほ とん ど発生 しな い
｡

こ の ように ､ 暴風があれ ば､ 台地周辺 の 地帯が渓流化 し､ 溝 に流れ込み ､ 排水され る｡ そ の

他 の 時に は ､ 地表流が発 生 しない ｡

( 3) 地下水

地下水は ､ 次の 二 つ の形態で流 出する ｡

① 地表水が 浸透後､ 地下水となり ､ 台地 の 中腹か ら流出する｡

② 岩石層間 の水

が流出す る｡

黒方台の年平均降雨量 3 1 6 . 3 m
､ 台地面積 1 3 . 4 4 k m

2 あたり の水量は
､
4 2 5 × 1 0 4 d / 年で ある｡

また
､ 最近 2 0 年 の潅漑水量 の平均値を 7 0 0 Id /ム ー と して

､ 年間 7 7 0 ×1 0
4 d / 年 の 降雨量あ っ

た ことにな るとの調査報告がある｡

これ を合計 して
､

1 1 9 5 × 1 0
4 d / 年 で ある｡ 岩石 の眉間水は

､ 潅漑以前 に
､
砂礫届 から 一 定量

の 地下水が 浸出して いた ｡

一

部は台地表面か らの 雨水浸透で あるが
､ 白亜系岩層にそ っ て流れ

る地下水で あろうが
､ 現在､ こ の 量 は確定できて い ない ｡

-
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( 4) 地質

黒方台周辺 の 地層は
､
上層よ り

､
土壌層 ､ 新黄土層 ､ 老黄土層 ( 沖積黄土層) 砂礫層と白亜

系赤色粘砂岩層ある い は砂質粘 土層 (略称 : 赤層) に よ っ て構成されて い る ( 図 - 1 ) ｡

下作 引 専一i由

T rP丘Il 与

d

1 ねl】伽〝 R 如母r

甘

･k 始由

軸滋軸

G 柑 細

‡剤 卿
= ぜ

由 肋

訂由 m 触

図
-

1 地層図

黒方台 の 地質の主な特徴は
､ 以下 の ようで ある ｡

① 土壌層

耕作層 に属 し
､ 厚さ 1 m で

､ 密度は緩 い
｡

② 薪黄土層 (馬蘭黄土)

黄土高原 の西辺端に位置 して い る黒方台は ､ 砂質型黄土に属す｡

厚さは
､

4 0 c m 位で ある｡ 密度は緩く ､ 園結して い な い ｡ 垂直 の摂理が 十分発育 し
､

剥

離面 の 上方に
､

少なくとも 2 組 の節理が 現れて い る.

間隙構造がよく発達 して い る｡ 載英生(1 9 拓) や菅祥義(1 9 8 5) の 黄河中流域 の 地質特

性に関す る研究に よれば ､ 薪黄土の大孔隙( 孔隙半径〉0 . 0 1 6 m ) は 5 % を占め
､

中孔隙

( 孔隙半径 0 . 0 1 6 m ～ 0 . 0 0 4 m m) と小孔隙 (孔隙半径 0 . 0 0 4 ～ 0 .
0 0 1 m ) は 8 6 % を占め

る｡

粒子間 の 孔隙は よく発達 し
､ 連通性 は良好で ある｡ 断面が上部 ～ 下部に行く に つ れて ､

中孔隙が減少 し ､ 微 ､ 小孔隙が 増加する｡

自然含有量は 1 6 ～ 1 8 % ､ 湿潤密度 1 . 7 8 g/ c m
3
で ある｡ 強湿性黄土 に属する｡ 新黄土( 馬

蘭黄土) は
､
管状 ､ 秩穴 ､ 陥穴と

q

網状喀斯特
' '

構造が顕在的に ある い は潜在的 に表

して い る ｡ 水 の作用 のため に ､ 土壌の物理的な分解が進み ､ 土壌湿陥､ 陥落穴 の 形成

が進ん で い る ｡ 表面水 は直接こ の ような陥穴には い り ､ そ して ､ 穴道に入り込む ｡ こ

の 水が
､

地す べ り に著 しく影響す るもの で ある｡

こ の ような
``

網状喀斯特
”

構造は黄土台地 の安定 に対 し大きく影響する｡

孫広中や朱ら(1 9 8 5) は これに対 して研究を行 っ た ｡ それは ､ 土壌中の炭酸塩類が水に

よ っ て化学分解し
､ 網状連結が形成されて い る こ とが判明 した ｡ 網状体の水平方 向 の

間隔は不均
一

で あるが
､

1 0 ～ 3 5 m
､

1 0 0 ～ 2 0 0 m で あ っ た｡ 孫広中が洞北台で行 っ た測量

の結果 では ､
2 0 0 ～ 3 0 0 m で あ っ た｡

喀斯特溶洞 の 出 口 は
､

曲が り ながら奥まで の び
､
形態は複雑多変､ 成層性が ある｡ 台

地面 の沈下は大面積にわた っ て
､

1 5 ～ 2 0 の 間の潅漑水に より自然 に安定 した｡ しか し
､
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喀斯特溶洞は依然と して存在 して い る｡ 喀斯特溶洞は農地耕作にと っ て斜面 の安定性

を失う原因にもな っ て い る｡

③ 老貴土層

沖積粘性土と砂質粘性土に属する ｡ 構造は密実で あり､ 薄 い赤色 ､ 水平節理があり､

塩分含有量が高い ｡ そ して
､ 細か い 間隙が多い ｡ 湿陥度が 小さ い ｡

④ 礫石層

層厚は 3 ～ 6 m
､ 礫石は

､
円形 に研磨され ､ 多数の礫は粒径 は 5 ～ 2 0 c m である｡ 中に は

0 . 5 ～ 1 m にも達した礫石も存在する ｡ 層序は鮮明では なく構造も緊密でもな い
｡ 良い

帯水層で ある｡ 層序 の最上部には ､ 薄く粗砂層がある｡

⑤ 赤色泥岩及び砂岩層

層厚 は 6 0 ～ 8 0 m で砂岩 と泥岩が 互い に重なり合 っ て い る｡ つ まり ､
比較的砂岩層 の 中

に厚 さ 1 ～ 2 m の泥質板岩層 を挟み ､
岩層は鮮明で ある ｡

一 般的に北東方向に 2 0
0

～ 3 0
0

に偉い て い る｡ 近 隣地区 の 第三期赤層 (N 2) に対 し

物理試験を行 っ た結果､
湿潤密度は 2 . O t/ 招

､
空隙率は 2 0 % 以下､ 粘着力は 1 . 4 t/ ポ

内部摩擦角は 4
0

4 0
′

で あり ､ 車断強度は低く ､ 岩層の風化深度は 1 ～ 2 m で
､

衝撃力

には極端に弱く ､ 破砕が 容易である ｡

( 5) 地形

塩鍋峡付近は盆地と渓谷 の間を黄河が流れ て い る ｡ 黒方台は 民和
一 永登断陥盆地 の 中に位置

して い る ｡ こ こ で ､ 黄河 の流速が 減り､ 大量 に土砂が 堆積 して い る｡ 山地 に入 るに従 っ て ､ 寒

暖､ 乾湿 の気候 の変化に より ､ 塩鍋盆地は黄河が河床を侵食して ､ 段丘 を形成した｡

やが て
､

塩鍋盆地 の北側 では ､
6 級 の 段丘が見 られ るが

､
そ の 中の 4 級が黒方台である｡ 地

質年代 の約 5 6 0 k a B . P 頃 ､ 極曖湿潤 気候 の 環境の 中で
､ 黄河 の 土壌水食に より形成された(藩保

田等 1 9 9 1) ｡

蘭州付近 の 黄河の 段丘 中､ 黒方台は
､

い ままで保存面積が最大で あり ､
比較的完全の 段丘 の

形を して い る｡ 黄河 の河床侵食の作用と
､
不均 一 な地盤上昇の作用 ､ 局部的な断層に よ っ て

､

黒方台後縁と第五段丘 の 間に は ､ 深さ 2 0 ～ 4 0 m の地溝が黒方台復縁に沿 っ て形成されて い る ｡

こ の 地溝には
､ 黒方台後縁 の表面水が排出されて い る｡

黒方台 の台地面は
､
本来平坦で は なく ､ 均 一 の斜面を形成 して訳で もな い

｡ 特 に ､ 陳家村 を

中心とした
､ 直径約 1 k 皿 の 円形 の 2 ～ 3 m 低くな っ た窪地 と成 っ て い る｡ そ して ､ 台地 の奥地は ､

古 い河道が ある ｡ 最近にな っ て 潅漑に よる陥没と人 工的な農地整備に より ､ 高低差 は ､ 著しく

減少 した｡

(6) 土壌

｢ 黄土高原土壌及び土壌+ に よれば ､ 黄土高原土地資源 の分布は ､ 永靖県西北部 の 塩鍋峡鎮

が半乾燥原土壌地帯に属し
､
土壌は

､
砂黄土の 上に発達 して い る黒炉土と黄綿 土で ある｡ 黒方

台潅漑地区は ､ 主に黒炉土で ある ｡ 台地も縁辺 では 主に ､ 真綿土が分布 して い る｡

3
.
3 計画対象地区 の 農業

畑作物には
､

一

般作の種類と して 玉萄黍､ 小麦 ､ 馬鈴薯､ 大豆
､ 菜種

､ 胡麻
､

白菜､ キャヘ

寸

ッ

お よび人参が ある｡ 気温 の年較差お よび 日較差が大き い こ とか ら果樹作に適 しており ､ そ の 種

類と して林檎､ 梨お よび桃が ある ｡ 各作物 の作付 けに 関する特徴は次の ようで ある｡
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玉萄黍

薯

麦

鈴

豆

菜

麻

薬

小

馬

大

油

胡

白

播種は 4 月 中旬｡ 収穫は 1 0 月 上旬 ｡ 収穫量は畔作りで 4 0 0 ～ 5 0 0 斤/ムー

､ 密

集作で 1
,
0 0 0 ～ 1

,
2 0 0 斤/ムー

｡

播種は牢で掘 っ た溝に 3 月 ～ 4 月初 ｡ 収穫は 6 月 末 ～ 7 月初 ｡ 収穫は 6 5 0 ～ 7 2 0

斤/ムー

｡

種芋の 穴を掘 っ て の 定植は 4 月 中旬ある い は 7 月未｡ 収穫は 6 月 ～ 7 月初あ

る い は 1 0 月中旬 ｡ 収量は 1 作当り 2 , 0 0 0 ～ 2 , 5 0 0 斤/ムー

｡

播種は掘 っ た溝に 4 月 中旬｡ 収穫は 7 月末｡ 収量は 4 0 0 ～ 5 0 0 斤/ムー

｡

播種 (散種) は 4 月 中旬｡ 収穫は 5 月 ｡ 収量は 2 0 0 斤/ ムー

｡

播種 (散種 と溝種) は 3 月 ～ 4 月初｡ 収穫は 7 月 末｡ 収 量は 2 0 0 斤/ムー

｡

播種 (散種) は 4 月 中旬と 8 月中旬｡ 収穫は 7 月 上旬と 1 1 月上旬 ｡ 収量は 2

作の合計で 3
,
0 0 0 ～ 4

,
0 0 0 斤/ムー

｡

人参 播種 (散種) は 4 月 中旬｡ 収穫は 1 0 月未｡ 収穫は 3 , 0 0 0 h a ～ 4 , 0 0 0 斤｡

以上が
一

般作物で あるが､ 玉萄黍 一 小麦
一

拍菜の輪作､ 出芽と収穫の 異なる小麦と小麦と

大豆および 玉萄黍と小麦と胡麻 の 同
一

圃場 へ の 同時播きも行われて い る ｡ また ､ 播種お よ び

小麦と玉萄黍の収穫が重労働で ある ｡ 除草は
､

主に手取り に よるが ､ 除草剤 が用い られ る こ

ともある ｡

農家は ､ 少なく とも 1 戸あたり 0 . 5 ム
ー

の果樹 園を保有す る｡ しか し､ 葬定等 の 栽培管理技

術が低位で ある｡ 果樹 へ の農薬散布は年間に 5 回行 われる ｡ 林檎と梨の面積は広く ､ 杏と桃

の 面積は狭 い ｡ 苗木 の 定植後 ､ 林檎は 5 ～ 8 年 ､ 梨と杏は 4 年お よび桃は 3 年 で収穫が可能で

ある｡ 果樹労働 の場合 ､ 重労働と なる作業は摘果作業で ある ｡

家畜と して は
､ 羊が 3 ～ 5 頭/ 戸

､
牛が 1 頭以下/ 戸 ､ 鶏が 1 0 ～ 1 5 羽/ 戸お よび豚 2 ～ 1 5 頭/

戸で飼育されて い る｡ 飼料は ､ 玉萄黍､ 籾殻 ､ 購入飼料等で ある｡

飼料として は､ 基肥 に家畜糞尿 (3 m 3/ ム ー) ､ 追肥 に尿素 ( 4 0 斤/ ムー

) ､ 硝安 (少量
､

0 . 8 5

元/ 斤) ､ 燐酸ア ン モ ン (米 国製 ､
1 0 斤/j r

､
1 . 5

農業機械 と して は ､ 耕作 ･ 輸送用 の トラク タ ー

車 ( 中国製 ､
1 台/ 2 0 ～ 3 0 戸) が使用されて い る｡

力が利用されて い る｡

元/ 斤) が用 いられて い る ｡

( 中国製 ､
1 台/ 1 0 戸) ､ 輸送用 の 三輪 自動

しか し
､
大きな労力 と して は ､ 主に畜( 牛)

3 . 4 計画 対象地区 の 地す べ り に つ い て

3 . 4 . 1 概況

1 9 6 8 年 ､ 劉家峡お よび塩鍋峡発電所 の建設 に伴 っ て
､

これら湛水地 区に住む住民 7 3 6 世帯

3 ,
4 8 6 人が段丘面 の 黒方台 に移住 した｡ 移住者の ため に

､ 省政府は黄河 か ら揚水 して こ の 段 丘

面 の面積 7 5 3 h a の及ぶ範囲 の乾燥地に濯漑を開始 した｡ そ の結果､ 潅漑数年を経て大面積の

地盤沈下と地すべ りが発生 した｡

黒方台は ､ 黄河河岸に発達する第 4 段目 の 段丘で
､ 黄河左岸 (北岸) まで最も短 い 距離は

2 0 m に過ぎず､ 今までに地すべ りが発生 し
､ す べ り土塊が黄河 に突入 し､ 災害をもたら した記

録もある｡ 段丘崖の斜面角度は 3 3 ～ 4 7 度で ある ｡ 黒方台 の 南西方 向 2 k m に水力発電と化学工

場が
､

また､ 南に国道橋と鉄道橋があり ､ 地理 的､ 経済的にも重要な地点 で ある｡

3 . 4 . 2 地すべ りの 特徴

段丘周辺 の 地形 の変遷および地す べ り の頻度に よ っ て
､
地す べ り の発達は潅漑の 開始以前 か

ら地す べ り の発生まで以下 の 3 段階に分 けられる ｡

第
一 段階 (1 9 6 7 年以前) : 黒方台に人 々 は居住せず､ 災害 の記録もなか っ た ｡

- 1 1 -



第二段階 (1 9 6 8 年 ～ 1 9 8 4 年) : 劉家峡お よび塩鍋峡水力発電所 の建 設に伴い 住民は黒方台

に移住 し
､ 潅漑が 始ま っ た｡ 潅漑水量は ､

1 9 6 8 年 ～ 1 9 8 5 年 には毎年 8 0 0 万 m 3 で あ っ た｡ 潅漑

に よ っ て台地に地盤沈 下が起 こ り ､
こ の 間 ､ 平均 1 . 6 ～ 1 . 8 m 沈下 した｡ こ の 地盤沈 下は風成堆

積物である黄土 の土粒子を結合して い る物質が潅漑に よる浸水で溶解 し
､
土 の構造が破壊 され ､

そ の結果 ､ 地盤地位が起 こ ると考えられて い る｡ また
､ 段 丘崖の 周辺 に多く の亀裂も発生 した｡

第三段階 (1 9 8 4 年以降) : 最初 の地す べ りは 1 9 8 4 年 7 月 2 5 日に段 丘崖で発生 した｡ それ

以後地すべ りが頻発 し
､

1 9 9 6 年まで に合計 31 個所 の 地す べ りが発生 した｡ この段階にお い て ､

潅漑水量は 1 9 8 6 年以降毎年 6 0 0 万 m 3 で ある｡

黒方台における地す べ り の分布を図 -

2 に示す｡

図 一 2 地す べ り の分布 図
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第 4 章 計画の概要

4 . 1 開発 の 基本構想

本計画 に関しては ､ 甘粛省科学技術院の 要請に より
､ 東京農工大学の 中村教授 ､ 同加藤助教

授､
日本大学河野教授が 1 9 9 7 年 7 - 8 月 に かけて現地にお い て調査を行 っ た｡ 調査 の結果 ､ 以

下 の 提案が行 われた｡

1) 地す べ り防止対策工 の 実施 (短期的な措置)

2) 商品性作物品種 とそ の 適正栽培 ･ 管理技術の導入 ( 中長期的な措置)

3) 潅漑方法 の 改善に よる潅漑推 量 の 少量化 (節水潅漑) の 導入 ( 中長期的な措置)

これ に基づ き､ 甘粛省科学技術院は ､
上記環案を主要開発項目とし

､
黒方台に お ける地す べ

り防止 工事
､ 節水潅漑を手段 とし､ 計画地域農民 の貧困緩和お よび環境保全を目的とした土地

保全型農村開発 計画を実施する こ とを目指 して い る ｡ 黒方台 の 地す べ り は
､ 農業用水 の過度な

地下 へ の浸透が その原 因とな っ て い る こ とか ら､ 節水潅漑農業を導入 し､ 地下水 へ の 洒養量を

なくす こ とが求め られ る｡ しか し
､ 短期的に は

､ 地すべ り が現在 も進行中であり ､ 緊急措置と

して 地す べ り防止対策工事が 望まれて い る｡

甘粛省科学院に よれば､ 黒方台と同 じような地域が黒方台も含め 4 9 箇所も甘粛省には存在

し､ そ の面積は 1 0 万 b a に なり ( 添付資料
-

5 ) ､
そ の 潅漑区の人 口 は 1 7 1 万人 にもの ぼる ｡

現在 の と こ ろ､ 黒方台 の ような深刻な被害を受 けて い る地区は ないが ､ 今後､ 節水潅漑が導入

されず､ 従来型 の潅漑方式が続くと
､

黒方台地区で発生 した地す べ りが懸念され る｡

従 っ て ､ 黒方台で の地す べ り緊急工事 ､ 節水潅漑農業をパ イ ロ ッ ト事業と して先行させ る こ

とが
､ 本計画 の最も重要なキ

ー となる ｡

農村開発 の持続的な進展 に と っ て最も重要な こ とは ､ 住民自身が地域 の 問題点 ( 本計画 の場

合は
､
地す べ りに よる農地 の 消失に よ る被害) を十分認識 し

､ 自ら問題解決に 自主的 に取り組

む ようになる こ とである ｡ 本計画 の 場合 ､ 地すべ り防止 工事そ の もの は
､ 技術面 ､ 資金面 の 問

題 から国家 ･ 省政府主導に より事業実施せねばならな い が
､ 住民も当事者意識を持 ち､ 積極的

に協力す る こ とが必要で ある｡ さらに
､ 節水潅漑にお い て は

､ 住民 ( 農民) そ の も の が利益を

受ける主体で ある の で
､ 国家 ･ 省政府が強制指導的な事業実施で はなく ､ 住民 の 自主性 を尊重

し､ 住民が積極的 ･ 自主的 に自らの 問題解決 に取り組む事業を
､ 政府行政側が技術的 ･ 資金的

に支援する ような方策が必要で ある｡

4 . 2 計画 の 内容

4 . 2 . 1 地す べ り対 策実施 エ の 実施

(1) 関連資料 ･ 情報の 収集 ･ 分析

衛星画像解析に よる
､

地形図作成およ び傾斜度 ･ 植生域の情報

気象､ 水文 ､ 地質､
土壌に関す る資料

潅漑排水 に 関する資料

節水潅漑 の モ デル 圃場に 関する資料

環境問題お よび保全対策活動 に関する資料

(2) 現場調査

水文等水源開発 ､ 農地保全
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一 土壌､ 土地利用調 査

一

既存潅漑排水施設調査

(3) 試験工事

一 地す べ り対策工 の数種類の試験工事および観測
一 最適な地すべ り対策工 の選定
一 工事後の 地す べ り の挙動 に対する親測

(4) 本 工事

一 読験工事に基づく本工事の実施

(5) 観測

一 工事後 の地すべ りの挙動に対す る観測

4 . 2 . 2 商品性作物品種と その 義正 栽培.
･ 管理技術 の専入

現在､ 農作物は 自家消費されて い るだけで あり ､
これ を販売 して収入を得 る段階にな っ て い

ない ｡ これは ､ 農民 の言に よれ ば
､ 農作物 の食味が不良で商品にならな い こ ともあり ､ 農民 の

農作物生産 の意欲 は ､ 飢餓 に陥らな いため の食料の安定的な確保 のみで ある｡ したが っ て ､ 末

端圃場で の栽培方法や潅漑方法に技術の 向上が なく ､ 恒常的に農業生産が低位 の ままとな っ て

い る｡

したが っ て
､
比 較的高度な衝水潅漑を導入 し､ その維持管理費用を農作物 の収入 から補填す

るためには ､ 今まで の ような作物だけで なく ､ 商品価値 の ある農作物 の 導入が 必要で あり
､ そ

れら の適正栽培 ･ 管理技術 の 導入が必要で ある ｡

(1) 関連資料 ･ 情報の 収集 ･ 分析

( 2) 現場調査

(3) 栽培試験

蘭州市にお ける野菜 ･ 果物市場 の 調査

他地区にお ける栽培 ･ 管理技術 の調査

衝水潅漑の モ デル 圃場 にお ける成果 の 調査

士壌､
土地利用調査

既存潅漑排水施設調査

道路等 の流通経路 の調査

候補となる農作物 の選定

一

選 定された農作物 の栽培試験

(4) 教育 ･ 訓練

一 住民に対する適正栽培 ･ 管理技術の 教育 ･ 普及活動

4 . 2 . 3 潅漑方法の 改善に よる潅漑水量の 少量化 ( 節水謹漑) の 導入

理想的には ､ 地下に浸透する過剰な潅漑用水を無 にす る節水潅漑 の導入が 必要で ある｡ しか

しなが ら､ そ の ような新 し い技術の導入 は ､ 地域住民 の 混乱 を招く こ とから ､ 台地中央部でお
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い て は ､ 現行 の濯漑方法 ( 水盤港漑) の改善によ る潅漑水量 の 少量化 の導入 ､ お よび新し い方

法に よる濯漑水量 の徹底的な少量化 のため の 台地縁辺 部で の マ イ ク ロ 潅漑の導入 が 必要で あ

る｡ これ ら の導入の ため
､

モ デル 圃場はすで に甘粛省科学技術院 にて造成され ､ 試験を実施中

で あるが
､

まだ
､
試験デ ー

タが十分 では ない の で
､

これらを拡張 ･ 整備する必要が ある｡

( 1) 関連資料 ･ 情報の 収集 ･ 分析

(2) 現場調査

(3) 現場試験

甘粛省にお ける節水潅漑技術の調査

他地区にお ける節水潅漑の調査

節水潅漑の モデ ル 圃場における成呆 の 調査

土壌､ 土地利用調査

既存潅漑排水施設調査

奇水潅漑方式候補の選定

ー

選定された節水濯漑方式 の現場試験 に よる検証

(4) 教育 ･ 訓練

一 住民に対す る箇水潅漑技術 の教育 ･ 普及活動
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事 5 章 甘粛省土壌保全型農村開発計画 の 調査実施策

甘粛省科学院に よれば ､ 将来 の 黒方台と同 じような地域が黒方台も含め 4 9 箇所も甘粛省 に

は存在しその面積は 1 0 万 h a に なり ､
そ の潅漑区の 人 口 は 1 7 1 万人に もの ぼる｡ 現在の とこ ろ ､

黒方台の ような深刻な被害を受けて いる地区は ない が ､ 今後､ 節水潅漑が導入されず､ 従来型

の潅漑方式が続く と､ 黒方台地区で発生 した地すべ りが懸念される ｡

従 っ て ､
マ ス タ ー プラ ン で将来 ､ 地す べ りを生ずる可能性 の ある地区 の 絞込みを行 い

､
フ ィ

ジビ イ チ イ
ー 調査で それら の 地区 の ス タデ ィ

ー を実施する こ とが 必要で ある｡ そ して ､ 黒方台

で の地すべ り緊急工事､ 節水潅漑農業をパイ ロ ッ ト事業 (無償資金協力案件) と して先行させ

る こ とが
､ 本計画におい て はキ

ー ポイ ン トとなる｡

5 . 1 基本計画 ( マ ス タ ー プラ ン) の 策定

(1) 関連資料 ･ 情報の 収集 ･ 分析

一 衛星画像解析 による ､ 地形図作成お よび傾斜度 ･ 植生域の情報

丁 気象､ 水文 ､ 地質､ 土壌に 関する資料

一 社会経済､ 農業経済､ 農産物流通 ､ 農業支援諸制度に関す る資料

一

農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業に関する資料

一

潅漑排水 ､ 農業 ･ 農村イ ン フ ラに 関す る資料

一

環境問題お よび保全対策活動 に関す る資料

一

中長期開発計画お よび重点 ･ 優先地区に係 る情報

(2) 現場調査

水文等水源開発 ､ 農地保全

土壌､ 土地利用調査

既存潅漑排水施設調査

農業経済､ 農民組織等諸制度

自然
､

社会環境調査

受益地域住民の 開発 ニ ー ズ
､ 開発意識/ 意向に係 る情報

ー

総合開発計画に関する公聴会の 開催

(3) 自然環境条件 ･ 社会経済環境条件 から対象地区 の類型 区分

(4) P C M 手法 を用 いた土地保全型農村開発計画に係 る基本計画策定

5 . 2 実施計画 ( フ ィ
ー ジ ビリ テ ィ

ー
･ ス タデ ィ) の 策定

選定 したモ デル 地区 ( 黒方台も含む) に対 し､ 以下 の 作業 を行う｡

-
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(1) p c M 手法を主体と した農民参加型調査 の実施

(2) 住民 (農民) 主体事業 ･ 行政支援事業の 節水濯漑計画策定

(3) 黒方台における地す べ り対策の ため の試験工事実施

(4) 商品性作物 品種とそ の適正栽培 ･ 管理技術の導入

5 . 3 調査の 期間

調査 の 実施は ､
2 0 0 2 年 から 2 0 0 3 年 にわた っ て行う｡ 調査 の実施行程は以下 の とおりで ある ｡

調査 の実施期間

年度 20 0 2 年度 2 0 0 3 年度

月 4 … 5 6 7 8
!

套 9 毒1 0妻1 1 書
12… l 2

i

3 4 5 6 ! 7 8妻9 1 0蔓1 1 12 = 2
!
3

政府間

調整

妻●妻
年次協鞋

I

t

刀ヰ串妄=
!

事
圭

!

…
‡

l

本格

調査
…

l 野 面妻(帯声牢 担
l

区の声嘩計車中S) 甲萄
! ! . , ‡

‡

‡

凡例 :
■ 現地調査作業 [:コ 国内作業

5 . 4 調査 団 の構成と専門分野

基本 計画(M /P) 及 び典型 区 の実施計画(F / S) を構成す る調査 団を構成す る専門家と専 門分野

は以下 の とおりで ある ｡

一 線括 / 開発計画

一

農業農村基盤

一 農村社会/ 農民組織

一 土地利用/ リ モ ー

トセ ン シ ン グ

ー

農地保全/ 水資源

一 環境
一 営農 ･ 栽培/ 農産物加工

一 果樹 / 林業

一 農業経済/ 市場 ･ 流通

一 施設設計/ 積算
一 事業評価

5 . 5 無償資金協 力案件

基本計画(M / P) 及び典型区 の 実施計画(F/ S) の終了後 ､ 黒方台で の地す べ り緊急 工事 ､ 節水潅

漑農業を/ くイ ロ ッ ト事業 (無償資金協力案件) と して採択する｡ 無償資金協力は ､ 基本設計､

詳細設計 ､ 事業実施 の 3 段階に分かれ る｡

ー
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( 1) 基本設計

( a) 現場調査

地す べ り の状況調査

地下水及び地質調査

営農状況及び濯漑施設調査

農民組織調査

農産物市場調査

工事積算に関わる調査

節水潅漑の機材に 関する調査

測量調査

仲)国 内作業

(2) 詳細設計

(3) 事業実施

地すべ り対策工 の検討

地す べ りに より被害を受けて い る潅漑施設 の補修方法 の 検討

節水潅漑方法 の検討 (実施 は相手国政府事項)

地す べ り対策工 の関わる建殻費の検討

現地補足調査に よる基本設計 の見直 し

積算工事費の 見直 し

工事入札書 の 作成

入札

地す べ り対策工 の 実施

潅漑施設補修 工事の 実施
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添付資料 - 1

中華人民共和国

甘粛省土地保全型農村開発計画

技術 ( 開発計画調査) 協力要請書 (案)

`

` . 1

プ ロ ジ ェ ク ト名

甘粛省土地保全型農村開発計画

調査対象地城

中国甘粛省土地保全型農村開発計画

調査実施機関

中国甘粛省科学技術院

想定され る援助機関

日本国政府 ､ 国際協力事業団

調査 の 目的

本調査 の目的は ､ 甘粛省黄河段 丘に広が る農地に対 し
､
地盤沈下と地す べ り の実態

の原因を確認 した上で
､ 農地保全 に留意 した対策工お よび環境配慮型 の 農業技術導

入 の 方策を検討し ､ 事業化する こ とを目的とする｡

計画の背景

中国お よび甘粛省 の背景

中国 の 労働人 口 の うち約 5 0 % は農業に従事し
､
また 1 次産業が G N P の 2 0 % を占め

､

か つ 農産物や加 工 品を輸出して い るな ど､ 中国経済にと っ て農業は重要な産業部門

で ある ｡ しか しなが ら人 口 に比 べ 耕地が 少なく ､ 伝統的に食糧の増産を第
一

目標 と

してきたため ､ 農業の経済構造の発達が未熟で
､ 農村経済の発展が遅れてお り ､

工

業と農業の格差 ､ 都市と農村の格差 ､ 農村の貧困等が問題とな っ て い る ｡ こ の よう

な状況下で 1 9 9 6 年 3 月 に発表された第 9 次 5 ケ年計画( 1 9 9 6 年 ～ 2 0 0 0 年) と 2 0 1 0

年長期目標で は農業部門に重点 を置き ､
｢ 国民経済発展 の 中で農業の 強化を最優先
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事項+ とし､
｢農業を現代化させ て商品化 ･ 専業化 を高 め ､ 総合生産能力と防災能

力の強化 ､ 農業の規模化 ･ 労働生産性 の 向上によ っ て農民 の収入増加を図り農村で

の小康水準を全面的に 実現+ するとうた っ て い る｡

また貧困撲滅に力を注 い で い る中国政府は 1 994 年に ｢八七扶貧攻堅計画+ (各7 扶

貧計画)を打ち出 した｡
これは ち0 0 0 万人の 所得貧困者を2 0 0 0 年まで の 7 年間で撲

滅する こ とを表 して い る ｡ 中央政府は貧困地域に対する投資と融資を増やし､ 財政 ･

金融上 の特別優遇措置 を構 じた ｡ 政府は地方政府 へ の強力な財政支援を行うと同時

に
､ 地方政府 の事業実施俸制の 強化を指示 し

､ 更に 1 9 9 7 年に ｢ 国家扶貧資金管理

弁法J を施行 し
､ 開発事業 へ の 効率的な扶貧資金利用と管理強化を図る と同時に貧

困緩和に対する地方政府の負担を要請 して い る｡

甘粛省は ､ 年間降雨量が小さく ､ 広大な面積を抱 えて い るに もかかわらず農業生

産基盤が非常に遅れが あり､ 洪水 ･ 土壌流亡
､ ある い は干ば つ などに よる被害状

況も見逃せな い ｡ これ ら の原因は 自然要因 の他 に人為的な要因に よるもの も多く ､

自然生態環境が 脆弱となり ､
か つ そ の対応が 遅れて さらに悪化が進む こ とが懸念

されて い る ｡

主な問題点は 次の とお りで ある｡

1) 農業生産基盤 の未整備 ､ 衆境悪化などに よ る激 し い 土壌浸食と流亡 ｡

2) 農業生産技術の 低生産性 ｡ 依然と して粗放的な営農方式 ､ 略奪的な農法など の

ままで 急激 な人 口増加 に対応す るた めに
､
森林破壊 に よる開墾 ､ 急傾斜地上 の

耕地拡大な どを引き起 こ した｡

3) 土砂 流出に よる水利施設 ､ 交通基盤など の破壊 ｡

4) 長期に わた っ て
一 方的な開発 に重点が置かれ ､ 自然保護､ 耕地 ･ 草地 などの 適

切な管理が 不足 して い る｡

5) 1 9 5 0 ～ 6 0 年代にか けて建設された大型潅漑施設 の老朽化｡

` .ヱ 訴査 の必要性

甘粛省永靖県 の 黒方台は黄河左岸に発達する河岸段 丘で あり ､ 省都 ･ 蘭州 西 7 0 k m

に位置する｡ 段 丘面の海抜は 1 7 0 0 ～ 1 7 4 0 m で
､ 黄河水面と の 比高は 1 2 0 ～ 1 5 仇n で

ある｡ 南西 2 血 には水力発電所と化学工場が
､
甫に黄河を渡る国道橋と鉄道橋が

あり､ 地理的 ､ 経済的に重要な地点である｡ 同省 の劉家峡および塩鏡映にお ける発

電所建設に伴 い
､

1 9 6各 年 より計画貯水池 に居住する 7 4 0 農家が黒方台 の段丘面に

移転 した｡ 同地域 の年 降雨量は 3 1 6 Ⅱ 皿
､ 平均気 温は S . 4 ℃で ある｡ 入植者に対 し

､
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7 .1

省政府は黄河か ら揚水 して
､ 段丘 面上 の 7 5 3 b a に潅漑水を供給 した｡ しか し､ 潅漑

開始数年後 ､
広範囲に亘 っ て 地盤沈下 と地 滑りが 発生 した｡ 段丘崖の斜面角度は

3 3
0

～ 4 7
0

である｡ 段丘崖直下に点在する居住内に対する地滑り被害の危険性が増

して い る｡ また黒方台は黄河 に接 して い るため ､ すべ り土塊が 黄河に突入 し
､ 災害

をもたらした記録もある｡ 段丘面 の農地保全を考慮 した環境配慮方の農業技術を導

入 し
､ 同地区にお ける生産活動 の安定的な発展を促進するとともに

､
段 丘崖下にお

ける災害防止 を推進 し
､ 地域の 社会経済活動を保障す る ことが急務とな っ て い る｡

調査 の 内容

マ ス タ ー プラ ン調査

(1) 関連資料 ･ 情報の収集 ･ 分析

一 衛星画像解析 に よる ､ 地形 図作成お よび便斜度 ･ 植生域 の 情報

一 気象､ 水文 ､ 地質､ 土壌に関す る資料

一 社会経済､ 農業経済､ 農産物流通､ 農業支援諸制度に 関す る資料

一 農業 ･ 畜産 ･ 水産 ･ 林業に 関する資料

一 潅漑排水､ 農業 ･ 農村イ ン フ ラに関す る資料

一 環境問題お よ び保全対策活動 に関する資料

一 中長期開発 計画お よび重点 ･ 優先地区に係 る情報

(2) 現場調査

一 水文等水源 開発 ､ 農地保全

一 土壌､
土地利用調査

一 既存潅漑排水施設調査

一 農業経済､ 農民組織等諸制度

一 自然 ､ 社会環境調査

一 受益地域住民 の 開発 ニ ー ズ
､ 開発意識/ 意向に係 る情報

総合開発計画に関する公聴会の 開催
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.2 フ ィ

ー ジビリテ ィ 調査 ( モ デル 地区単位 ､ ある い は モデル コ ンポ ー ネ ン ト単位)

( 1) P C M 手法を主体とした農民参加型調査 の実施

(2) 住民 (農民) 主体事業 ･ 行政支援事業 の節水潅漑計画策定

(3) 黒方台におけ る地すべ り対策の ため の試験工事実施

(4)商品性作物品種とそ の適正栽培 ･ 管理技術の導入

調査 の期間

調査 の 実施は ､
2 0 0 2 年 から 2 00 3 年にわた っ て行う｡ 調査 の実施工程は以下 の とお

りで ある｡

調査 の実施期間

年度 2 00 2 年虔 2 00 3 年度

月 4 6 1 0 1 1 1 2 2 4 6 7 S 1 0 1 1 1 2 2 … 3

政府間

調整

本格

調査

( M 酔) 顔萄
蔓 i

l

.
区
..
i
王

)S
=

一

上
山
｢

≡

..t

…

.

F( 査
血

嗣
一…

l

…

凡例 :
■ ■ 現地 調査作業 ⊂コ 国内作業
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1 1

調査団 の構成

調査団を構成する専門家と専門分野は以下 の とおりで ある｡

一 線括/ 流通制度

一 農業 ･ 農村基盤

一 農村社会/ 農民組織

一 市場 / 流通組織

営農/ 農業開発計画

一 農産物加工/ 品質管理

一 市場/ 流通施設計画

一 農業経済/ 金融制度

一 施設設計/ 積算

一 環境/ 事業評価

日中協力 に よる調査 の実施

本調査 の 実施は ､ 日本側派遣に よ る調査団と雲甫省農業庁 ならびに 関連機関か ら派

遣され るカ ウン タ
ー パ ー

ト団員 との 緊密な協力 の 下に行うも の とする｡

無償資金協力案件

基本計画 伽/P) 及び典型区 の 実施計画(F/ S) の 終了後 ､
黒方台で の 地す べ り緊急工

事 ､ 帯水潅漑農業を パ イ ロ ッ ト事業 ( 無償資金協力案件) と して採択す る｡ 無償

資金協力は
､ 基本設計 ､ 詳細設計 ､ 事業実施 の 3 段階に分 かれ る｡

(1) 基本設計

( a) 現場調査

一 地す べ りの状況調査

一 地下水及び地質調査

一 営農状況及び潅漑施設調査

一

農民組織調査

一 農産物市場調査

一 工事積算に関わる調査

一 節水潅漑の機材に 関する調査

一

測量調査

仲)国内作業

一 地す べ り対策 工 の 検討

- A - 5 一



ー 地す べ りに より被害を受けて い る濯軟施設 の補修方法 の検討

一

帯水潅漑方法 の検討 (実施は相手国政府事項)

一 地す べ り対策工 の 関わる建設費の 検討

(2) 詳細設計

現地補足調査による基本設計の見直 し

積算工事費の 見直し

工事入札書の作成

入札

(3) 事業実施

一 地すべ り対策工 の実施

一

潅漑施設補修工事 の実施

- A - 6 -



添付資料
-

2

T E L(I n t e r n a t i o n a l)

面 会 者 名

機関N o .

> ･

l

→

役職 氏 主

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

北京徳源会議服 有限公司

甘粛省人民政府外事雛公華
甘粛省科学院
甘粛省地質自然災害研究協調中心

甘粛省科学院

副総理 程 裔 先生

奨向勤 先生

郭 涛 先生

王得槽 先生

王松齢 先生

曽思偉 先生

辛 堅 先生

張宝軍 先生

鈴木尚登氏

噺宇平 先生

北林英
一

郎氏

国
国

国

国
国

国

国
国
国
国

国

中
中

中

中
中
中

中
中
中
中

中

秘書室所長

総経理

線工程師
院長

甘粛省建設専家委員会地質災害防治工程専業毒主任委員

蘭州高新技術産業開発区 副主任

甘粛省人 民政府外事耕公室 副所

日本国際協力事業団 中国潅漑排水技術開発f 日本人専門家

中国水利部中国潅漑排水発展中心 副主任

日本国中華人民共和国大塵鮭
___________ 一_

二 隻垂直宜
_

北京宣武区徳源胡同乙2 号

甘粛省蘭州市南昌路6 9 7 号

甘粛省蘭州市定西南路17 9 号

甘粛省蘭州市定西南路1 7 7 号

甘粛省蘭州市定西南路77 号

甘粛省蘭州市定西南路1 7 7 号

蘭州高新技術産業開発区

甘粛省蘭州 市南昌路6 9 7 号

0 8 6
-

1 0
-

8 3 5 1 7 4 6 6

0 8 6 - 9 3 1 - 8 4 1 8 9 6 0

08 6
-

93 1
-

8 63 38 57

0 8 6 - 9 3 1 - 8 6 2 1 5 7 6

0 8 6 - 9 3 1 - 8 8 8 6 1 2 9

0 8 6
-

9 3 1
-

8 6 1 1 6 57

0 8 6
-

9 3 1
-

8 5 5 1 0 5 0

0 8 6
-

9 3 1
-

8 8 8 5 3 4 2

北京宣武区廣路北口綜合楼29 0 6 ･ 0 8 6 - 1 0 - 6 3 2 0 3 3 7 7

北京宣武区廣路北口綜合楼29 0 6
･

0 8 6 - 1 0 - 6 3 2 0 3 3 7 2

北京市建 国門外日塘路7 号 0 8 6
-

1 0
-

6 5 3 2 2 3 6 1



添付資料- 3

調査日担および調査員の経歴

> ･

l

0 0

日 捜 表 調 査旦名並 び に経歴

日順 年月 日 曜 日 出 発 地 到着地 宿泊地 備 考 網 査旦名 経歴

l 2 00 0 年7 月1 7 日 月 成 田 北京 北京 移動､ 前 田 ･ 神原が参加｡
前 田昭男

横山 昇

神原利和

昭和1 6 年6 月 2 5 日 生

昭和4 1 年 3 月 東京農大農業拓殖学科卒業

昭和4 1 年5 月 東京農大農学部助手

昭和4 3 年7 月 東京農大ラブティ実験農場(ネハ

●

-

ル)

昭和4 8 年5 月 日本 工 営 入 社

現在 に至 る

昭和2 4 年9月 6 日 生

昭和4 8 年3 月 大阪市立 大学 理 学部卒業

昭和4 8 年4 月 日 本 工 営入 社

平成 1 年1 月 生産車菓都 .営業推進室 課長

平成 9 年4 月 関東支店技術第2 部 部長

平成 1 2 年4 月 防災 ･ 地質部 専門部長

現在に至る

技術士(応用理学部門)

昭和3 1 年1 月 4 日 生

昭和5 4 年3 月 東京農 工 大学農学部卒業

昭和5 4 年4 月 日 本工 営入社

平成 6 年4 月 ラン ケメ開発事務所所長代 理

現在に 至 る

2 20 0 0 年7 月1 8 日 火 北京 鄭州 鄭州 移動 ､ 河南省政府関係者表敬 ･ 打ち合わ せ
｡

3 2 0 0 0 年7 月1 9 日 水 鄭州 現地踏査

4 20 0 0 年7 月20 日 木 鄭州 現地踏査

5 2 00 0 年7 月21 日 金 鄭州 河南省政府関係者打ち合わせ

6 2 0 0 0 年7 月2 2 日 土 鄭州 成都 成都 移動

7 2 0 0 0 年7月2 3 日 日 成都 重鹿 生産 移動

8 2 0 0 0 年7 月24 日 月 量産 量産特別市政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ

9 2 0 0 0 年7 月2 5 日 火 童慶 現地踏査

1 0 2 0 0 0 年7 月2 6 日 水 量産 現地踏査 ､ 量産市政府関係者打ち合 わせ
､ 資料収集

1 1 2 0 0 0 年7 月2 7 日 木 重慶 肺州 冊州 神原は冊州に多血､ 肋田は北京に移曲 ､ 横山が日本より参加

1 2 2 0 0 0 年7月28 日 金 柵州 甘粛省政府関係者表敬 ･ 打ち合わせ
､ 前 田は 帰国｡

1 3 2 0 0 0 年7 月2 9 日 土 柵州 現場踏査(黒方台)

14 2 0 0 0 年7 月3 0 日 日 肺州 資料盤理

1 5 2 0 0 0 年7 月31 日 月 柵州 現場踏査(他地域)

16 2 0 00 年8 月1 日 火 軌 ･11 甘粛省政府関係者打ち合わせ｡

1 7 2 0 0 0 年8 月 2 日 水 晰州 北京 北京 移動

18 2 0 0 0 年8 月 3 日 木 北京 成 田 漸州 日本大使館､ JI C A 報告, 帰国



様式 1 - 1 A D C A P/F 平成1 2 年度 実施案件概要

農業 ･ 農村開発協力案件 ( 開発網査 )

( 申請区分 : プロ ジ ェ ク トフ ァ インディ ング調査 )

添付 資料
-

4

国名 中国 案件名 甘粛省黄河中流域農地保全型農村開発計画

A g ric ロ】l u r al L a れd C o n s e r v ati o n P r qj e ct i n G a n s u P 和 Vi n c e
,
C hi n a

地区名
甘粛省永靖県黒方台 L a n z h o u

,
G a n s u P r o v irlC e

相手国担当機関
甘粛省科学院

1 . 事業 の 背景

甘粛省永靖県 の黒方台は黄河左岸に発達する流域第4 の河岸段丘 であり ､ 省都 ･ 蘭州 の 西70 k m に位置する｡

段丘面 の 海抜は1 7 00 ～ 1 7 40 m で ､ 黄河水面との 比高ほ1 2 0 ～ 1 5 0 m である ｡ 南西Z k m に は水力発電所と化学工場

が､ 南に黄河を渡 る国道橋と鉄道橋があり ､ 地理的､ 経済的に重要な地点である ｡ 同省 の 劉豪峡お よび塩鍋峡

における発電所建設に伴い
､ 1 96 8 年よ り計画貯水池に居住する7 4 0 農家が黒方台の段丘面に移転した ｡ 同地域

の年降水量lま31 6 m m ､ 平均気温は8 .4 ℃である｡ 入植者に対 し､ 省政府は黄河か ら揚水して ､ 段丘面上 の7 5 3

h a に潅漑水を供給した｡ しか し､ 潅漑開始数年後 ､ 広範 囲に亘っ て地盤沈下と地滑りが発生した｡ 段丘崖の斜

面角度 は33
0

～ 4 7
0

である｡ 段丘崖直下に点在する居住地に対する地滑り被害 の危険性が増して い る ｡ また黒

方台は黄河に接 して い るため ､ す べ り土塊が黄河に突入 し ､ 災害 をもたらした記録 もある ｡ 段丘面 の 農地保全

を考慮 した環境配慮型 の農業技術を導入 し､ 同地区にお ける生産活動 の安定的な発展を促進すると ともに ､ 段

丘崖下 にお ける災害防止を推進 し､ 地域の社会経済活動 を保障す る こ とが急務 とな っ て い る ｡ かか る状況下､

甘粛省科学院はA D C A プロ フ ァ イ調査団の 派遣を要請 して きた ｡ 類似 の地滑り現象は黄河流域の 各地(5 0 ケ所､

潅漑面積1 0 万h a) で発生 してお り､ 同省科学院は黒方台を農地保全事業の モ デル とする意向 である｡

2 . 事業概要

甘粛省科学院は ､ 現地調査を実施(日本大学生物薫渡科学部お よび東京農工大学農学部が協力) し
､ 地滑り防

止には黄土下層か ら の潅漑水浸出を抑止する こ とが最も効果的であり ､ そ の ためには 潅漑水量 の少量化が不可

欠 と し て い る ｡ こ の対策には営農と潅漑方式の 両面に つ い て適正化する必要がある ｡ 営農面 で は､ 農民 の作物

生産意欲を高め適切な水管理 の 重要性を農民に認鼓させ るため ､ 収益性の 高い換金作物と適正栽培技術を導入

する ｡ 潅漑方法の 面か らは ､ 節水潅漑を振興する必要がある｡ 台地中央部 で は現行 の潅漑方法(畝間潅漑が主

体) にお ける潅漑水量 の 最小化 を図り､ 台地縁辺部では徹底的な節水を実現するため ､ マ イ ク ロ 潅漑 の新規導

入 が必要 である ｡

本開発網査は ､ 地盤沈下 と地滑り の実態と原因を確認 した上 で ､ 農地保全に留意した環境配慮型 の農業技術

導入 の方策を検討し､ 事業化する こ とを目的とする｡ 既に水渡開発(揚水機) は導入 されてお り ､ 本事業 の中心

的な課題は
､ 如何に適正農業技術 を確立し､ 導入するか と いう点 にある｡

性急な節水潅漑 の導入は農民 の 不 安や混乱を招く こ とが懸念される ｡ したがっ て ､ 本事業 で は ｢ モ デル圃

場+ を設置し､ 節水が作物生産に及ぼす影響の検討､ 黄土下層から の 潅漑水浸出量 の 観測､ 地滑り災害の モ ニ

タ
ー を継続的に実施する｡

3 . 事業費概算

4 . 特記事項 甘粛省科学院地質自然災害防治研究科よりA D C A プ ロ フ ァ イ調査団 の招碑状あり

調 査団 の 構成 潅漑排水専門家､ 農業 ･ 土壌専門家 の2 名 P/F 実施期間 平成12 年度

会社名 日本工営株式会社 関連企業

担当部課 農業開発部 担当者 村井 浩 T e】: 03 -5 2 7 6 - 2 64 2 F a x : 0 3 -5 2 76 -3 0 24

ー A _ 9 _



様式ト2

国名 : 中国

平成12 年度 P / F 実施案件概要

案件名 : 甘粛省黄河中流域島地保全型農村開発計画

計画図
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せ粛省貴土台塘藩区基本蹄汎 貌斗泉.

第 2 貢 共 2 頁

序号 種 区 名 称 所 在 鼻 修 建 日 朝
港 漑 両 歌 港 区 人 口 年薄氷次教 年 潜 水 圭

( 万有) ( 万人) ( 次) ( 万 m
)
)

26 京 坪 天祝鼻 1 9 82 0 .3 0 .4 4 1 50

27 三坪等` 赴 暴圭鼻 1 96 7 - 1 9 79 l .3 1 1 .4 2 6 7 30

2 8 光家台 豊州､
西国 196 3 - 19 69 l . 08 l .1 6 6 6 4名

29 奉呈山 圭札 城美 1 9 70 0 .5 0 . 7 6 30 0

30 大牛圏､ 上拘 圭州､
城美 19 75

､
19 79 0 .6 0 .名2 6 3 60

3 1 末坪等I l 姓 靖重量 197 2 - 197 9 3 .1 l 4 .0 0 6 1 93 0

32 小秦坪専 9 姓 櫛挑鼻 け7 5 一 王9 79 l . 77 2 .0 1 5 9さ0

33 重台壕寄与姓 低夏鼻 197 0 - 19 79 2 . 11 2 .3 0 5 1 06 0

3 4 卑路源等 1 2 姓 永薄鼻 19 刊 ･
- 19 81 5 .` 7 .2 0 5 33 6 0

3 5 大坪等 6 姓 ｢ 河鼻 19 76 - 1 9各1 3 .36 3 .67 5 1 6巷0

.
3 6 . 三塚等 4 赴 本多鼻 1975

- 19 80一 1 . 55 . ･l .6 さ ･ ･5 77 5

3 7 刈王坪等5 姓 ■
叔石山鼻 19 74 - 19 8l i .39 ･ l .52

-4 ` 90

3さ 吊干場専2 姓 平 涼 19 78 - 1 97 9 0 .21 0 .31 5 9 5

3 9 峡rl 等 4 姓 静苧鼻 19丁7 - 1 9 80 0 . 79 0 .97 5 3 90

40 石 塘 庄 浪 ･ 1 97 9 仇3 8 0 .51 5 1各2

4 1 牙迫吸等 3 姓 頓 原 1 97 9 0 .3 6 0 .4 1 5 1 7 0

42 巴象岨 庚 田 1 97 9 0 .4 0 .52 5 1 9 3

4 3 暴子台 杯 鼻 1 97 9 0 .2 0 ユ9 ～ 1 00

4 4 事JL 坪等6 址 天 水 19 73 - 19 82 1 .1 5 l .31 5 51号

4 5 北吸寺等 2 姓 甘 谷 19る9
､

1 97 4 0 .3 l 0 .4 6 5 1 43

4 6 鶉JL 山等 4 姓 武 山 19 ¢l - 19 76 l .1 3 l .35 ･5 56 5

4 7 卦牛坪等8 姓 秦 安 1 96了 - 1 9$ 0 1 .3 5 1 .5 9 5 65 0

ヰ亀 南囁等 王妃 清 水 1 97 6
､

1 9S O 0 ユi 0 .4 0 5 10 0

4 9 巴象岨 氏臥 壊聴 1 9亀5 2了.00 3 2 .0 5 1 0各0 0

本 頁 合 計 56 .ユl ` 7 ユ6 56 ウ

息 計 1 53 .
8 '1了l .1 1 1 00 9 1 2

_ A -1 2 -



せ粛省貴土 台境港区基本情況 娩斗泉

第 1 頁 共 2 頁

序号` 港 区 名 称 所 在 鼻 健 建 日 期
港 漑 面 兢 再 区 人 口 年推水次数 年 清 水 圭

( 万富) ( 万人) ( 次) ( 万 m
】
)

l 自尊塘 金字､ 靖遍 1 97 5 3 0 .0 11 .0 4 13 5 00

2 和 平 輪 中 19 81 2 .45 2 . 03 5 l 18 0

3 西 洋 圭札 七里.河 19 74 4
.16 1 4 .3 5 2 28巷

4 眺 嘉 囁 眺 19 7 3 12 . 4 1 2 .8 0 5 7(姑8

5 南 川 帝 遍 1, 60 1 .2 3 . 57 6 糾0

6 早坪川 靖 遍 1 9 70 4 .0 2 .0 8 5 24 00

7 北 壕 峨 夏 1 9 57 12 .49 1 5 .4 5 62 45

8 掬 寛 永 埼 1 96 9 1 .4 9 1 .4 ` 6 14 30

9 大寿子 傭 王 1 97 5 1 .l 0 .9 0 4 38 5

10 現 場 永 靖 1 96 9 l .0 5 1 .3 7 6 55 7

l l 農方台 車一 軒 1 96 8 1 . 5 1 .4 6 .`
一 声2 5 一

1 2 三 塚 永 常 1 97 3 2 .4 6 l .3 1 ` 1 2 79

1 3 北干葉 平 凍 1 97 0 1 .2 1 l .4 7 4 `0 5

14 初潮渠 平 凍 1 96 7 1 .1 3 2
.3 0 4 5` 5

i5 紅塵汚 庄 浪 王97 2 1 .6 0 3 .5 5 2 32 0

1 6 末 坪 秦 安 1 97 3 2 .7 1 3 .50 3 813

17 青 城 槍 中 1 9る3 2 .3l 3 .40 5 l 封0

1巷 大 京 白 兎 -･ 1 96 1 2 .1 4 2 .2 7 5
■

1 0 70

1 9 四 尤 白 坂 1 95 9 l .9 ‡ 2 .80 5 1 0 89

2 0 彰家坪 圭札 七里河 1 95さ 2 .0 9 11 .0 5 1 朗5

2 1 新家坪 峨 挑 1 97 1 ･ 1 .46 1 .2 1 3 5 糾

三三 集 坪 北 進 1 97 4 ユ.32 l .40 5 1 1 00

.
2 3 酉 坪 北 迂 1 9ラ6 1 .81 1 .30 2 4 6ヰ

2 4 新 田 秦 城 1 97 4 1 .
4 3 1 .4 3 3 45 2

2 5 楊 坪 ･ 寿 城 19 7 7 1 .1 0 .名 `3 33 0

本 京 合 計 9 7 .5 9 104 .1 1 4 丁 桝

_ A - 13 -
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